














星宿姫伝




しろがねの永遠








菅沼理恵





角川ビーンズ文庫
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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。











































　わたしにもあなたの罪を背負わせて。

　憎にくしみや恨うらみは、わたしが忘れさせるわ。

　わたしがあなたを幸せにするから、きっと忘れられるわ。




　……だから、あなたの傍そばに、いさせて
















　斎さい宮ぐう殿でんの一室、斎宮の起居する寝しん室しつはとても静かで、その静せい寂じやくを乱したくない朱あか月つきは、息をひそめて寝台の上を眺ながめた。

　小さな寝台の中には、生まれたばかりの赤ん坊ぼうが心ここ地ちよさそうに眠ねむっている。

　頭を覆おおう薄うすい髪かみは、窓から射さし込む陽光できらきらとした銀色に輝かがやき、自ら光を発しているように見えた。

　さきほど、赤ん坊の母親であるこの斎宮殿の主あるじが祈き禱とうのためこの部屋を出て行ったが、赤ん坊はその気配に気づきもしなかったようだ。

　しばらく見ていてね、と彼女は朱月に言ったが、朱月が赤ん坊を害する可能性など露つゆほども考えていないらしい。甘く見られたものだ、と朱月は苦く笑しようした。

　朱月はこれまでに数多くの命を手にかけてきた。しかし、赤ん坊の母親、白しら鷺さぎが見み抜ぬいたとおり、乳幼児を殺すことはできなかった。

　自分でも甘いとは思う。だが、どうしてもできないのだ。──たとえ、自分の血族を鏖おう殺さつした敵の血を引いていても。

　この赤ん坊は、その血を引く直系の者だった。

　これまでにも朱月は、幾いく度どとなくこの国、神しん杖じようそのものを滅ほろぼそうと試みた。しかしその都度、国を守護する代々の巫かん覡なぎ、斎宮に阻はばまれた。途と中ちゆうからはこの国は結界で覆われ、朱月を受け容いれなくなった。

　それが、この赤ん坊の母親が斎宮になってから事情が変わった。

　白鷺は、これまで斎宮の位に上がった者の中でももっとも強く、そしてもっとも利り己こ的な女だった。彼女は自分の義務を知っていたが、その義務を果たしつつ望みもかなえようとしていた。

　彼女の望みは愛する者を傍に置き守りつづけることだった。

　そんな彼女を、ときどき朱月はうらやましく思う……

　ちいさな複数の足音と気配に、朱月は物思いからさめた。振ふり返ると、戸口に子どもが立っている。

「朱月さま」

　驚おどろいたように名を呼んだのは、この国の第一親王、蘇す芳おうだった。側室、薔ば薇らの御おん方かたから生まれた彼は、母に似て髪も目もくすんだ赤い色をしている。年が明けたのでそろそろ八つになるこの少年は、利発で面めん倒どう見みがいい。それも、すぐ下の弟がひどく内気で手がかかるためだろうか。そうでなくとも彼には母親の違ちがう弟が三人もいる。

「白鷺に用か」

「はい。赤さまに会わせていただこうかと思って。……白鷺さまは、いらっしゃらないのですか」

　蘇芳の後ろに隠かくれるようにして、第二親王の青せい磁じが立っている。母親である夜よ露つゆの御方にうりふたつなやさしい面おも差ざしの彼は、着衣によっては少女のように見えることもあった。淡あわい青みがかった銀ぎん髪ぱつと、澄すんだ湖水のような瞳ひとみの色がはかなさを引き立てているが、外見の繊せん細さいさの通り、彼は腺せん病びよう質しつで床とこに就つくことが多い。

　驚いたのは、そのすぐ隣となりに金髪の子どもが立っていたことだ。

「琥こ珀はく」

　朱月がその名を呼ぶと、琥珀はぎこちなく微笑ほほえんだ。

「きょうから、おそとにでてもいいと、いわれたんです」

　第三親王の琥珀は、つたない口調で説明した。

　生まれたとき、これまでにないほどの強大な竜りゆう珠しゆを持っていると見み極きわめられた彼は、親王でありながらその身み柄がらを星せい曜よう館かんに拘こう束そくされることとなった。母親である萌もえ黄ぎの御方の身分がさして高くなかったためもあるだろう。国の興亡に荷か担たんする可能性があると予見されもした琥珀は、母の萌黄が白鷺の乳ち姉きよう妹だいでなければ極ごく秘ひ裏りに処分されていたかもしれない。幽ゆう閉へいに止とどめられていたのは、親王という身分のおかげに他ほかならなかった。

「だから、琥珀を赤さまに会わせたくて、参ったんです」

　蘇芳が説明した。

「こちらにおいで」

　朱月が手招くと、蘇芳がおずおずと部屋に入ってくる。青磁が慌あわててその後ろにつく。まだ歩き慣れていないのか、よろよろと歩を進める琥珀に、支えるように黒こく曜ようが寄り添そった。

　母と同じ、黒髪と黒い瞳の第四親王は、まだ五つなのに蘇芳とさほど体格が変わらず、口を開くことが極きよく端たんに少ない。これは母親の数多あまたの御方が息子むすこに発言を禁じているためだ。息子が特異な竜珠を持って生まれたことを知った彼女は、言葉を憶おぼえても、必要以上にしゃべってはならないと言い聞かせていた。

「赤さまは、眠っていらっしゃるのですね」

　寝台を覗のぞき込んだ青磁が、囁ささやくように言った。その顔にはうっとりとした表情が浮うかんでいる。

「かわいいなあ……」

　ね、と同意を求めるように、青磁は弟を見上げた。黒曜は無言で微笑み、うなずきを返す。その傍かたわらで、琥珀が目を丸くして赤ん坊を見つめている。

「ほんとうに、あかさまって、ちいさいんですね」

　心底驚いたように彼は言った。星曜館から出たことのなかった彼にとっては、何もかもが新しん鮮せんに見えることだろう。

　四人の子どもたちは、憧あこがれるようなまなざしを赤ん坊に向けている。そのさまに、朱月は思わず、一歩下がった。

「だから、僕たちが、赤さまをお守りするんだよ」

　蘇芳が誇ほこらしげに言った。

「守る？」

　朱月が問うと、蘇芳が見上げてきた。

「赤さまは、白鷺さまのように、斎宮におなりになるのでしょう。だから、僕たちは騎き士しになって、お守りするんです」

　子どもの純じゆん粋すいな決意に、朱月は薄く微笑んだ。

　ではいつか、この子どもたちは朱月にとって敵になるのだろう。

「そうか……では、お守りできるように、強くならなくてはな」

「そうです、だから青磁に言ってるんです。泣いてばかりいたら立派な騎士になれないって」

「だって、にいさま……」

　青磁がとたんにしゅんとした顔をする。「みんなが、かあさまのことを、ひどくいうから」

「みんなでいれば、へいき」

　黒曜が、そう言いながら、自分より低い青磁の頭に手をやって、そっと撫なでた。まだ結ゆわれていないまっすぐな髪が、黒曜の手の下できらきら光る。

　みんなで、いれば。

　……この場ですべての命を奪うばい、かれらの思い描えがく明るい未来を打ち砕くだくことも、容易にできただろうに、朱月はそうしなかった。

　いや、できなかった。

「あっ」
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　熱心に寝しん台だいを覗き込んでいた琥珀が声を上げる。見ると、寝ねていた赤ん坊が目をさましていた。

　自分を見ている者たちに、赤ん坊は不安そうな顔を向ける。

「あかさま、おきちゃった……」

　自分を見る者の中に母親がいないことに気づいたのだろう。赤ん坊はふにゃふにゃとした声を上げ始めた。泣き出す寸前の、弱々しい声だった。

　彼女は、すう、と一度大きく息を吸うと、その喉のどから盛せい大だいな泣き声を発し始めた。

　琥珀は仰ぎよう天てんしたように目をさらに丸くし、青磁はまっさおになる。蘇芳はおろおろし、黒曜だけがあやすように、赤ん坊の振り回す手に指先で触ふれていた。

　やがて、泣きやまない赤ん坊に困り果てた四人の視線が、この場で唯ゆい一いつの大人に向けられる。

　この泣き声に誰だれも気づかないのか、どうして白鷺づきの側そば仕づかえが来ないのかと、朱月はうんざりしながら寝台に手を伸のばした。

　おそるおそる抱だき上げると、ちいさな体は羽のように軽かった。

　少し前、白鷺に教えられたとおりに首を腕うでで支え、胸に抱いて軽く揺ゆすると、赤ん坊は声をひそめたが、まだ不服そうに朱月を見ている。

　言葉にもならないうにゃうにゃとした声は何かを訴うつたえかけていたが、母親ではない朱月にわかるはずもなかった。

「困ったな……泣きやんでくれないか」

　願っても、生まれてひと月と経たたない赤ん坊に通じるはずもなかった。

　朱月の困こん惑わくに呼応したかのように、赤ん坊は再び、盛大に泣き出した。
















「ふん……」

　庭から夜よ闇やみを透すかし見ていた明あけ星ぼしは、鼻を鳴らした。

　星ひとつ見えない夜空。今の時季ならば春の星座に彩いろどられているはずなのに。

「春はる雪ゆき、子どもたちが」

　建物から出てきた凜りん子こが、闇の中を手て探さぐりで近づいてくる。

「どうした、リーン」

　振ふり向いた明星の呼びかけはあくまでもやさしい。

「おかしいんです」と、凜子はいつもと違ちがい、焦あせったように言った。「さっきの騒さわぎで起きてしまった子がいないかと思って、ようすを見に行ったら、……ひとりを除いてみんな、息をしていないんです……！」

　明星の瞳ひとみが、夜闇にも明らかにわかるほどに光を帯びた。










　蘇芳は、ゆらり、と動いた。

「白しら雪ゆき、刃はを当てるだけでいい」と、千ち白しろが後ろから告げる。「そうすれば、あの体から術が断たち切れる」

　白雪は五ご星せい剣けんの柄つかを両手で握にぎり直してうなずいた。

　正面には蘇芳。

　うつろなまなざしを向けられるが、恐きよう怖ふはわかない。

　蘇芳の中に満ちる悲しみや憤いきどおりが、痛いほど感じられた。道を見失った幼子が、泣くこともできず立ちすくんでいる。そんな印象に、白雪はただ、蘇芳を憐あわれに思った。

　兄弟の年長者として、弟たちを守ろうと努め、力を尽つくしていた蘇芳が、心の奥底にどうしようもないひずみを抱かかえていたことに、今まで誰も気づかなかった。それほどに、蘇芳の取り繕つくろいは完かん璧ぺきだったのだ。

　誰も、彼の苦しみに気づくことなく……

　そのひずみが隙すきとなり、今このように操あやつられるまで露ろ見けんしなかった。

「ゆきねえちゃん！」

　葉よう子こに抱きしめられている茉まつ莉りの叫さけびが聞こえる。「すう兄ちゃんを、助けて！」

　切せつ羽ぱ詰つまったその声に、白雪は無言でうなずいた。

　助けたい。

　持てる限りの力を尽くそう。

　白雪は五星剣を握り直した。柄から波長ヒビキが伝わってくる。この剣が九く連れん環かん杖じようそのものなのは、それだけでわかった。ただ姿が違うだけだ。であれば、自らが斎宮と認めた白雪の意に添そってくれるはずだ。

「蘇芳……」

　呼びかけると、白雪に歩み寄りかけていた蘇芳が、いぶかしげな表情を浮うかべて動きを止める。

「……だれ、だ……」

　地を這はうような低い声で問われる。白雪は息をのんだ。蘇芳が操られているのは見ればわかることだが、それでも、そのように見も知らぬ相手に向ける視線を受け止めるのはつらかった。

「しらゆき、よ」

　震ふるえる声で告げると、蘇芳は苦しげな表情を浮かべた。

「しら、ゆき……？」

「ごめんね、……」

　白雪は思わず詫わび言ごとを口走った。

　蘇芳を助けたいと思うし、今の自分ならば、彼を縛いましめるものから解き放って自由にしてもやれるだろう。

　だが、蘇芳が望むようには助けられない。

　手をさしのべることは、できない。

　……今の白雪が手を差し出す相手は、たったひとりだけ。

　白雪の口にした詫びの意味がわかったのだろうか。蘇芳は剣をかまえ直した。夜闇に刃やいばがきらめき、振り下ろされる。

　白雪は、五星剣に操られるようにして動いた。五星剣は白雪めがけて振り下ろされた刃を受け止め、さらに斬きり上げようとする。

　蘇芳が剣を引いた。忌いま々いましげに剣を持ち直すのを、五星剣が動いて蘇芳の胴どうを払はらうかたちになる。

　鈍にぶい音がして、蘇芳は五星剣の刃をもろに脇わき腹ばらに受け、そのまま吹ふき飛ばされるようにして草地に転がった。

「兄貴！」

「白雪！」

　青磁と琥珀の声が重なった。白雪は茫ぼう然ぜんとして、倒たおれる蘇芳を見つめる。

「こ、こんな……」

「だいじょうぶだ、死んではいない」

　白雪の怖おそれを察した千白が、後ろから両りよう肩かたに手を置く。

　駆かけ寄った黒曜が、ゆっくりと蘇芳を抱き起こした。その腕の中でだらりと半身がのけぞるのが見える。

「……すう兄ちゃん……」

　茉莉の声がした。振り向くと、葉子が茉莉を抱きかかえて立っている。

「白雪、……」

　葉子が何か言いたげに口をひらくが、茉莉に腕を引かれた。

「おろして」

　茉莉の言葉に従って、葉子は少女を地面におろした。茉莉は軽かろやかに、騎き士したちに近づいていく。

「わたし……」

　握りしめた柄を見つめると、五星剣はやがて姿を変え、九連環杖に戻もどる。

　術を解くためとはいえ、人を斬ってしまった。

　しかも、自分を守ってくれていた騎士の蘇芳を。

「だがあいつは、おまえを忘れて刃を向けてきたんだ」

　白雪の考えを察したのか、千白が静かに告げる。「それに、殺したわけじゃないだろう」

「でも」

　白雪は振り返った。

　まっすぐな千白の目に、言葉を失う。

「自分を責めるなら、あとだ。どんな具合か、みてやれ」

　励はげまされるように言われ、白雪は再び蘇芳を見た。

「蘇芳……」

　近づいていくと、草地に横たえられた蘇芳の周りで、騎士たちが顔を上げた。

「白雪」

　名を呼んだのは、青磁だ。その声に込められた強い響ひびきに、白雪は息をのむ。

「すまなかった。おまえに、つらい思いをさせた」

　白雪は、首を振った。

「だいじょうぶだよ、白雪」

　琥珀が、蘇芳の額に触ふれながら言った。「術は解けてる。あの剣は、人にかけられたあらゆる術を無効化するんだって、前に白鷺さまがおっしゃってた」

「あの剣の刃は、人を斬らないから、傷もない」

　黒曜が蘇芳の体を検あらためながら言った。「打だ撲ぼく程度で済むだろう」

「すう兄ちゃんは、目をさまさないの」

　茉莉が、蘇芳の顔を覗のぞき込んで、訊きいた。

「おい茉莉、おまえどうして兄貴を知ってるんだ。会わせたことはないだろう」

「おなまえを教えてもらったのよ」と、茉莉は青磁を見上げた。「すう兄ちゃんは、せーじのあにきなの？」

「……そうだ」

　青磁は力強くうなずいた。「俺の、兄さんだよ。こいつらと同じ、兄弟だ」

　──たとえ血はつながっていなくとも、と青磁が心の中でつけくわえたのを白雪は悟さとる。

「すう兄ちゃんは、王さまになるの？」

　茉莉は不安げに尋たずねた。「さっき、言われたの。すう兄ちゃんが王さまで、わたしが、……」

　子どもだが、畏おそれ多いことだけは理解したのだろう。茉莉はその先をためらった。

「斎さい宮ぐうだって、言われたのか」

　青磁が促うながすと、茉莉は黙だまってうなずく。

「……手を」

　そう言って黒曜が布に包まれた茉莉の左手を取った。眉まゆを寄せ、両手でその手を包み込む。

「これはどうしたのか、憶おぼえている？」

　問われて茉莉は首を振ふる。

「気がついたら、こうなってたの」

「……まさか」

　琥珀が息をのむ。

「烙らく印いんだ」

　黒曜はうなずいた。

　白雪が近づくと、茉莉は不思議そうに見上げてくる。

「ゆきねえちゃん、きらきらしてる……」

　どう言葉をかけていいかわからず、白雪は口をつぐんだ。

「おい、あれを見ろ」

　葉子がふいに声を上げた。その傍かたわらに大きな動物の影かげが寄り添っているのがわかるが、それよりも白雪は、葉子が指し示した方角を見て愕がく然ぜんとした。

「あれは……」

　深夜だというのにさきほどからみんなの顔がちゃんと見えていたのは、このせいだったのだ。

　夜空を貫つらぬく光の柱。

「彩さい湖このほうだぞ」と、葉子が言葉を重ねる。

「さっきね、」と、茉莉が口をひらいた。「まっくろなおじさんに会ったの。そのおじさんが、あそこにいるわ」

「まっくろな……？」

「うん」

　茉莉がしがみついてくる。「あのね、あんなにまっくろになったら、いけないわ。重くて、冷たいくらいだったの。……かなしい気持ち、いっぱい」

　そこまで言うと、茉莉は首を振った。

「茉莉、そのおじさんって、どんな人だった」

　青磁が訊く。だが、茉莉は困ったように眉を寄せるばかりだ。

「まっくろ、だったの……」

「朱月ですよ」

　ふいに、予期せぬ場所から声がした。

　白雪は、その声を追って視線をめぐらせる。薄うす明あかるい奇き妙みような光が射さして、木々のあいだに黒い影を浮うかび上がらせた。

「夜よ鳩ばとさま！」

　琥珀が立ち上がる。その顔には焦しよう燥そうの色が濃こい。

「ああ、琥珀、ひさしぶりだね」

　木々のあいだから草地に出てきた夜鳩は、穏おだやかに微笑ほほえんだ。世間話をしているかのような穏やかさは、しかしどこか暗いものを秘ひめている。

「街での暮らしは、楽しかったかい。君には何もかも初めてのことばかりだったろう」

　白雪は、熱くなる左手で九連環杖を握にぎりしめた。

「……夜鳩さん、……あなたが蘇芳に術をかけたのでしょう」

「そうです、白雪さま」

　白雪の問いに、夜鳩は動どう揺ようもせず答える。

「涼りよう州しゆうの雪ゆき嵐あらしを起こしたのも、あなたですか」

「──そうです」

「どうして！」

「たいせつなものを守るためです」

　夜鳩はよどみなく返す。「守るためには、あれしか方法はありませんでした」

「あなたの私情が、多くの人を傷つけ苦しめ、死に追いやりさえした。それでも、たいせつなものを守るためだったと、言えるのですか」

「言えます」

　簡潔な答えに、白雪は心を決めた。騎士たちを押しのけるようにして前へ出る。

　夜鳩に近づくと、彼は微笑むのをやめた。

「どうしますか、白雪さま。私を涼州送りにして、佳か春はるに首を刎はねさせますか？　私はそれでもちっともかまいません。──でも、それより、」

　呪じゆ詞しもなく、彼は片手を上げるとその中に風を発生させた。「どうせ死ぬなら、あなたの力を試ためしたい」

　そのとたん、風が光を纏まとって巨きよ大だい化し、白雪に向かってきた。白雪はかまわず、九連環杖を斜ななめにして前にかざし、身を庇かばう。渦うず巻まく風と光は九連環杖に触れると同時に、白雪の両りよう脇わきに分かれて消しよう滅めつした。

「試す、ですって」

　白雪は、夜鳩を睨にらみつけた。「これだけのことで、わたしがどうにかなるとでも？」

「白雪！」

「みんなは、下がっていて。葉子さんと、茉莉ちゃんの傍そばにいて」

「挑ちよう発はつに乗るな！」と、青磁の叱しつ責せきが飛ぶ。

「青磁」

　白雪は、ゆっくりと青磁を振り返った。「お願い、後ろを守っていて」

　その命めいに、青磁は黙もくした。騎士は斎宮の命をもっとも重んずる立場なのだ。命じられれば背そむけない。

「俺はいてもいいだろう」

　千白の声が後ろでする。

「だめよ」

　白雪はきっぱりと言った。「この人はわたしを、──わたしだけを試したいのよ。……試させてあげるわ！」

　白雪はこれまでにない憤いきどおりを覚えていた。

　たいせつなものを守るために、他者を傷つけ死に至らしめさえしたことを、後こう悔かいしないとあの男は言うのだ。

　そんなふうにしてまで守られた『たいせつなもの』は、それを是ぜとするのか。

　何かを守るために何かを傷つけるなんて、あってはならない。

「……どうしようもなく危なくなったら、呼ばれなくても助けるからな」

　千白は、白雪の強い意思を察したのか、すぐに背後からも気配を消した。

　騎き士したちは、意識のない蘇芳の体と、茉莉や葉子を守るようにしている。斎宮を守るのが騎士の役目ではあるが、斎宮に命じられたからにはそれを遵じゆん守しゆせねばならない。

「それでは、遠えん慮りよなく」

　夜鳩はそう言うと、すっ、と身を沈しずめた。

　次の瞬しゆん間かん、地を蹴けった夜鳩の体はまっすぐに白雪に向かった。白雪は、握りしめた九連環杖を夜鳩に叩たたきつける。夜鳩の繰くり出した手刀が九連環杖の上で光った。力は拮きつ抗こうしている。

「わたしを試して、何を確かめたいの！」

　お互たがいの力で弾はじき合い、後ろに下がる。白雪は肩かたで息をしていたが、草地に膝ひざをついた夜鳩も息を荒あらげていた。

「私は、我が姫ひめと一度、手合わせたことがあります。もうずいぶんと昔です」

　夜鳩は、息を切らしながらも懐なつかしむような表情をした。「それまで私は、術では誰だれにも負けたことがなかった。だから慢まん心しんしていたのでしょう。我が姫には、こてんぱんにされましたよ。あなたもそれほどには強いのか、──それに」

　白雪は、呼吸を整えながら夜鳩を見おろした。

「それに？」

「……あなたが、あの子が仕えるにふさわしいかを、知りたいのです。私がいなくなっても、あの子はだいじょうぶなのか。あなたが正しく導いてくれるのか」

「あの子って、……」

　いとおしい誰かを思い出すように、夜鳩は微笑んだ。

「あの子とは、……私の部下ですよ。あなたの騎士でもある。私の同どう僚りようの息子むすこなんです。ちいさいときから、世話を焼いていたから、他人とは思えなくてね……心配、してたんですよ」

　言いわけがましいその説明に、夜鳩がもっとも気にかけている者が誰なのか、白雪は悟さとった。

　──琥珀が夜鳩を実の父だと知っているように、夜鳩も琥珀を息子だと知っていたのだ。

「あなたは、何を望んでいるの。──裁さばかれたかったの？」

「そうかもしれません。……あなたも、我が姫に劣おとらず、強いのでしょう。私にとどめを刺さしてくださるほどには」

　夜鳩は死にたがっている。白雪は気づいて唇くちびるを嚙かんだ。

　自分の罪を知っているから、その命で償つぐないたいのだろう。

　だがそれはあまりにも傲ごう慢まんだと白雪は思った。

　自分の命を差し出したからとて、犯おかしてきた罪がすべてそそがれるわけがない。

　ひとりの命で、多くの死を償えるはずもないのに。

　失われたものは決して戻もどりはしない。

「いきますよ」

　夜鳩は立ち上がった。胸の前で印を描えがき、手を合わせる。ぱりぱりと音がして、合わせた手の中に雷らい光こうが生じた。その中から青みがかった光が上下に伸のびて槍やりと化す。夜鳩は両手で光の槍を摑つかむと、振ふり上げ、白雪めがけて投げつけた。

「!!」

　槍は途と中ちゆうで降り注ぐ破は片へんとなって白雪を襲おそう。

　だが、白雪は動じずに、九連環杖で素す早ばやく自分の前に半円を描いた。

　円えん弧この軌き跡せきに触ふれると、光の槍は砕くだけて落ちる。

「よくその杖つえを使いこなしておられる。さすがは、」

「我が姫の、は聞き飽あきたわ」

　白雪は、燻くすぶるような憤りを感じながら吐はき捨てた。「そうよ、わたしは白鷺の娘むすめ、白雪。でも、それがなんだっていうの」

　白雪は草を踏ふみしめて、夜鳩に近づいた。

　そうだ、自分は先代斎さい宮ぐう白鷺の娘であり、

　──この国を統すべた男の子孫だ。

　それがなんだというのだ。

「わたしを試すのは、これで終わり？」

　環わのついた九連環杖の先を額ひたいに突つきつけると、夜鳩は苦く笑しようした。

「そうですね、……そろそろ終わりにしないと！」

　九連環杖の先を摑まれた。しかしそれは予測していた動きだったので、白雪は動じない。両手で端はしを摑んで手もとで捻ひねると、体術で習ったとおり、その動きにつられて夜鳩が草地に転がった。しかし、身を崩くずしたかと思うと彼はすぐに体勢を立て直す。

　夜鳩の広げた両手の上に、白い影かげが浮うかぶ。真空の渦だ。夜鳩はそれを、白雪に向けて放つ。一度は九連環杖で避さけたが、

「白雪、後ろ！」

　琥珀の声に振り向くと、真空の刃やいばが戻ってきて、白雪の衣ころもと皮ひ膚ふを切り裂さいた。

「あなたの血を使えば、騎士たちももっと簡単に操あやつれますよ。──蘇芳だけでなく、ね」

　手の中に、ちいさな赤い珠たまを浮かべて夜鳩は言った。赤い珠が自分の血であることを、白雪はすぐに悟った。これ以上、誰かを操ろうというのか。そう考えると、瞬時に怒いかりで頭の中が白くなる。

　意思の力で移りの術を発し、白雪は夜鳩の目前に移動した。さすがにその動きを彼は予測していなかったらしい。ぎょっとしたような表情が間近に迫せまる。白雪は容よう赦しやなく、九連環杖の頂を夜鳩のみぞおちに叩きつけた。

　あっけなく、夜鳩はのけぞって草地に倒たおれ込んだ。

「そんなこと、させないわ」

　白雪は、夜鳩に向かってきっぱりと言い放った。










　光の柱は、ただの光ではなかった。

　彩湖の中央から立ち上った光は、水蒸気そのもの。

　湖こ畔はんでたたずむ浅あさ緋ひは、両手を胸の前で合わせ、瞑めい目もくしていた。

　湖水が光の柱を形成しているため、湖面が下がっている。下がった水位は人の身長より高い。湖畔に近い浅い底は、光柱に照らされているためもあって透すかし見えていた。

「……ここまでだな」

　浅緋は手を離はなすと、目をあけて朱月を振り返った。朱月は、立ち上る光の柱を見上げている。

「あれは、氷か」

「細かい氷と水の粒りゆう子しだ。ここまでが自然の湖水で、この下が封ふう印いんそのものだろう」

　封印を覆おおっていた水は目くらましに過ぎなかったから、浅緋の力でかけられていた術の状態をこのように変化させることができたのだ。

「綺き麗れいだな」

　まるで夢でも見ているかのように、朱月は呟つぶやいた。

「封印が、とけたら……」

　その横顔を眺ながめながら、浅緋は尋たずねた。「どうするつもりだ」

「禁きん呪じゆを使う」

「使わせる、の間ま違ちがいだろう」

　指し摘てきすると、朱月は浅緋に視線を向けた。

「そうだ。俺には『むすひ』が使えない」

　身に収めたくろがねの力を以もつてしても、朱月は結むす霊ひの禁呪を使いこなせない。

　禁呪と定められた呪詞は多くはない。またその定めとて、世界中の術使いが知っているというわけでもないから、どこか辺境の地にすべての禁呪を知る術使いがいてもおかしくはない。

　しかし、知っていることと、使いこなせることとは異なる。また、どんなに強大な竜りゆう珠しゆであっても、禁呪そのものと性しようが合わなければ、呪詞を唱えても発動できない。

　むすひは朱月のような人間には使いこなせない禁呪なのだ。

　……心が冷たく凍こおりついている人間には。

「人と心を通わせて、さまざまな感情を知った者が唱えなければ動かないとは、おかしな禁呪だ」

「あの子が禁呪を唱えられると決めつけているようだが、できなかったらどうするんだ」

「できるさ」

　信じ切った朱月の言葉に、浅緋は肩をすくめる。

「ずいぶんとあの小娘を信じているんだな。父親だからか」

「父親ではないと言っているだろう」

　朱月の声にやや苛いら立だちが混じる。

「そう思っているのはおまえだけだ。……いや、別の意味で、あの小娘にとって、おまえは父親ではないかもしれないが」

「見ろ」

　浅緋の呟きは、朱月の耳には届かなかった。

　湖面に無数の白い影が浮かび上がり始めたのである。

　朱月は、憑つかれたようにそれを見つめていた。

「あれは、……」

　浅緋は、言葉を失った。

　この国のそこかしこに漂ただよい、つねに生者に害を為なしてしまう、無念の霊れい。

　死にたくないという断だん末まつ魔まの思いが凝こり固まったものたち、──悪あく霊りようと呼ばれるものたちが、彩湖の異変を感じ取って、寄り集まってきているのだ。

「もうすぐだ」

　朱月はひとりごちるように囁ささやいた。「もうすぐ、……取り戻せる」

　誰だれを取り戻したいのだとは、浅緋は訊きかなかった。

　朱月がもっとも取り戻したい存在が何か、見当がついていたからだ。

　──だが、その存在を手にかけたのは、他ほかの誰でもなく朱月であったことも、浅緋は知っていた。

「俺の本当の望みが、かなう……」

　朱月はひっそりと呟いた。
















「……とどめを」

　白雪が背を向けると、意識を失ったと思った夜鳩が、囁くように言った。

「まだ何か？」

　振ふり返って近づくと、夜鳩が見上げてくる。

「とどめを刺さしてくださいませんか」

　白雪は首を振った。

「あなたの罪は、この騒さわぎが収まったとき、しかるべき人が裁いてくれるはずよ。それまではおとなしく牢ろうにでもつながれていてください」

「白雪」

　千白がふわりふわりと飛んでくる。「終わったか」

　問いに、白雪はちらりと、控ひかえて自分の命を待つ騎き士したちを見た。それから夜鳩の傍かたわらにしゃがみ込む。

「あなたが守りたかったのは、琥珀ね」

　小声で尋ねる。

「……正確には、私の好きだった人の産んだ子です」

　夜鳩の答えは回りくどかった。

「あなたの息子むすこ、でしょう。琥珀は、あなたを父だと言ったわ」

「今さら、父親だと名乗れるはずもありません」

　夜鳩は、空々しい微笑ほほえみを消した。「私は、あの子が幸せでいてくれれば、それでよかったのです。……雪ゆき嵐あらしで禁呪を使ったのは、私情からです」

「命じたのは？」

「杖じよう州しゆう公こう、賀が宗そうさまです」

　今までの曖あい昧まいな物言いと異なり、はっきりと告げる口調から、夜鳩が杖州公に忠誠を誓ちかって従っているのではないことが、白雪にもわかった。

「脅おどされていたのね」

「その通りです。親子の縁えんを楯たてに取られるとは、不覚でした。……自分がそんなことで人にいいようにされるとも、思っていなかったのです」

　夜鳩が咳せき込んだ。

「黒曜！」と、白雪は体を起こして呼ぶ。「手当てしてさしあげて」

「……白雪さま」

　夜鳩は驚おどろいたような声を出した。

　近づいてきた黒曜は、いぶかしげに白雪を見、次いで夜鳩を見る。

「この方は、わたしの母の騎士だった方よ。丁てい重ちように扱あつかって」

「あなたは甘い方だ、白雪さま。……母君には似ていない」

「甘くてもいいわ。──わたしは母さんとは違うもの」

　白雪は呟いた。

　黒曜が、治ち療りようのために夜鳩の体に手をかざす。

「もう自分には何も残っていません。とどめを刺してください」

　その下で、夜鳩は低い声で繰くり返した。

「ばかなことを言わないでください！」

　近づいてきた琥珀が叫さけんだ。いつになく必死な顔をしている。

「琥珀……」

「あなたに何も残っていないというなら、あなたにとって僕はなんなんですか！」

「……部下だよ、琥珀」

「わかってます、だけど、……あなたがいなくなったら、僕は悲しいし、淋さびしい」

　琥珀は夜鳩の傍らに頽くずおれた。「それに、ひとりで楽になるのは、ずるいです」

「確かにそれはそうだな……」

　夜鳩は苦く笑しようした。「我が姫も、言っていた。本当の終わりが来るまでとことんもがいて苦しめと」

　白雪はちいさく溜ため息いきをついた。

「だったら、その言葉に従ってください。あなたは、母の騎士だったのでしょう」

「──騎士には、真のお役目があるのをご存じですか、白雪さま」

「真のお役目？」

　白雪は眉まゆを上げる。黒曜が手を止め、琥珀がはっとしたように顔を上げた。

「もし、斎さい宮ぐうが国にとって害を為す行動に出たとき、騎士だけが斎宮を処断することができるのです」

「夜鳩さま……！」

「……それで？」

　琥珀が叫ぶのを遮さえぎるように、白雪は問う。「あなたは、わたしが国にとって害を為すと思っているの？」

「そうなりかねない、という予測をしています」

「どうして」

「あの、光の柱の意味を知っていますか」

　夜鳩が、空を仰あおいで言った。

　夜空は明け方のように明るくなって、雲もないのに星が見えない。

「国が滅ほろぶ、予兆だと言われています。──あれが立つのは、この半年、これで二度め」

「国が、滅ぶ……」

　白雪はそう繰り返して、空を見上げた。

　夜鳩は自分が国を滅ぼすと危き惧ぐしているのか。そして、騎士が真の役目を果たさざるを得なくなる、とも。

「打ち身がしばらく、残ります」

　施せ療りようを終えた黒曜が、ぽつりと言った。

「ありがとう、黒曜」

　夜鳩が礼を述べると、黒曜はひどく複雑そうな顔をした。夜鳩はそれに微笑みかけながらつづける。

「白雪さま、……国こく祖そがこの国を興おこしてから三千年経たった今、この国のすべての民たみは、ほんの僅わずかずつとはいえ、国祖の血を引いています。ですが、聖王位に就つけるのも、斎宮位に上がれるのも、選ばれた者だけ。……何な故ぜか、わかりますか」

「いいえ」

　白雪は首を振った。

「この国に満ちる呪のろいを緩かん和わできる者でなければ、彩さい姫ひには認められないからです。そうでなければ彩姫に会うことさえかないません。祥しよう琳りんは、聖王の血を一いつ滴てきも引いていないのに、彩姫の姿を見、言葉を交かわすことができた。それは、……我が姫が強い意思でその庇ひ護ご下に置かれていたからです。我が姫の力を以もつてすれば、降りかかる呪いもはじき返せると、彩姫は認めたそうですよ」

　伝聞形だ。おそらくは母が夜鳩にそう言ったのだろう、と白雪は察する。

「でも、祥琳さまは、病やまれていらしたわ」

「あの方が即そく位いする前後から、我が姫が防ぎきれないほどに呪いが強まったのです。……彩湖の封ふう印いんが、弱まりつつあったためです」

「彩湖の封印って、なんなの……!?」

「何やら騒がしいと思ったら、こんなことになっているとはな」

　白雪の叫びにかぶさるように、思いがけない人物の声がした。

　暗がりの中から現れた杖州公賀宗は、意識を失ったままの蘇芳と、傍らについている青磁と茉莉、そして葉子を一いち瞥べつすると、白雪に視線を向けた。

「白雪どのの、仕し業わざですか」

　問われて白雪は眉をひそめる。

「何がですか」

「この城内の者たちがすべて眠ねむっているのは」

「……城内の者が？」

「それはおそらく、あの光の柱のせいでしょう」

　夜鳩が身を起こしながら言った。

　賀宗は忌いま々いましげな表情を浮うかべて夜鳩を睨にらみつけた。

「夜鳩、しょせんおまえも、この小こ娘むすめに勝てる器うつわではなかったということか」

「そのようです」

　夜鳩は悔くやしがることもなくあっけらかんと答える。

「ところで、白雪どの。あなたに憑ついている輝キ石セキノ神カミも、彩湖の封印については教えてはくれなかったのですか」

　賀宗の揶や揄ゆするような響ひびきに、白雪は千白の姿を目で捜さがす。

「ここだ」

　千白は白雪の後ろから歩み寄る。「知りたいか、白雪」

「実は儂わしも、彩湖の封印は存在することを知られてはならない、としか伝えられておらんのですよ」

　賀宗が、じろじろと千白を見ながら白状する。

「存在することを、知られるな……？」

　一いつ瞬しゆんその意味が理解できず、白雪はおうむ返した。

「封印があると知られれば、解こうとする者が出てくる。だから、最小限の人間に、最低限の情報だけを与あたえてそれを受け継つがせるようにしたんだ、あいつは」

「あいつって？」

　白雪が訊きくと、千白は懐なつかしげな表情を浮かべる。

「おまえたちが国祖と呼んでいる者だ。……名は蒼そう路じといってな、夜明けの意味を持つ。朱月と同じだと言っていたな」

「……同じ、って」

「朱月は、朱あかい月と書く。その名に隠かくされた音ねは『暁あかつき』、つまり夜明けのことだ」

　淡たん々たんと千白は言うと、白雪の、九く連れん環かん杖じようを持っていない手を握にぎった。

　あかつき、と。

　その名をいつか呼ばせてくれると約束したことを、白雪はふいに思い出した。

　……もう、呼べないのだろうか。

「蒼路が俺に命じたんだ。母方の一族の憎にくしみと、父方の一族の恨うらみを封じてくれと」

　白雪は、じっと千白を見た。

「それは、……あの人が、言っていたことと関かかわりがあるの？　自分の一族が、皆みな殺ごろしにされたという」

「蒼路の母は、朱月の妹だ。一族を鏖おう殺さつされ連れ去られた女が、子どもを産まされる。今でもあることだろう？──朱月は血族が皆殺しにされた復ふく讐しゆうとして、妹とその子ども以外をすべて殺し尽つくしたんだ」

　淡々と千白が語り、一同は顔色をなくした。

「そんな、……どれほど昔の話だというのです！」

　声を上げたのは夜鳩だ。

「三千年」

　千白は静かに答える。「三千年前、朱月は血族の仇かたきの最後のひとりだった蒼路を殺そうとした。だが、朱月の妹がそうさせなかったんだ。朱月は妹を殺して、蒼路をも殺そうとしたが、そのときにはもう妹の呪いがかかっていた。同じ血を引く者を手にかけられないという呪いが、……願いが」

　白雪は言葉を失った。三千年という長さが、想像もつかなかったのだ。

「彩湖には、朱月の血族だった者たちの、恨み憎む無念の霊れいが封じ込まれているんだ」

「何な故ぜ、そんなことを……」

　問いかけたのは賀宗だった。わけがわからないという顔をしている。

「人は無理やりに生を絶たれると、無念の霊となって地上をさまよう。さまよううちに結ばれていた魂こんがほどけて天の大河へ去っても、無念の霊は地を這はいずって、生者を妬ねたみ嫉そねみ、やがて害を為なすようになる。そうなると天てん堂どうには受け容いれてもらえなくなる。力ある者に浄きよめられないかぎりはな」

　さらに千白は説明をつづけた。「この地、──十イ六ザ夜ヤの地には、天イー竜クア神ルの歩いた竜道が通っている。特にこの天てん藍らんは、傷ついた天竜神がしばらく暮らした土地だから竜泉もあって、霊への影えい響きようが強い。竜りゆう珠しゆが多く生まれるのもそのためだ」

　千白が軽々と神かむ名なを口にしたので、白雪は驚おどろいた。千白を目まの当たりにしていてさえ、神話でのみ慕したわしい神の実在を、容易に信じることはできなかった。

「この地で無念の思いを抱かかえて没ぼつした者の多くは、そういった霊的な力の影響を受け、吸いつけられたようになってこの地から離はなれられなくなる。蒼路は浄じよう化かを試みたが、無念の霊を完全に祓はらいきることはできなかった。しかし、無念の霊をそのまま放置していたら、生者に悪影響を及およぼしただろう。──それで、蒼路は俺に、あの場に霊を封じるよう命じた」

「封じて、どうするつもりだったんだ」

　問いかけたのは、青磁だ。「いつか自然に昇しよう天てんするとでも思っていたのか、国祖は！」

「まさか」

　ふ、と千白は、微かすかに唇くちびるだけで笑えむ。「あまりに無念の霊が強すぎて、自分たちでは太刀たち打うちできないから、いつか生まれてくる強い子に、その浄化を託たくしたいと言っていた」

「千白にも、浄化できなかったの……？」

「俺はもともとそんなことはできない。全能神ではないし、それに、人の霊を浄められるのは、人だけだからな」

「その、無念の霊を封印から解き放つと、どうなるの」

「生を突とつ然ぜんに絶たれた者が無念の霊になるからには、かれらの望みはひとつだ。──わかるだろう？」

「……生きていたい、と？」

「そうだ、かれらは生きたいんだ。だが生きていない。生きられない。それに気づくと、生者の肉体を奪うばおうとするだろう。へたをすれば、とり殺される者も出るかもしれない」

　千白の答えに、白雪は唇を嚙かみしめた。

　手の中の九連環杖が、かすかに神音かのんを鳴らす。

「なんということだ……」

　賀宗が草地に頽くずおれた。「まさか、彩湖の封印が、そんなものだったとは。何かが隠されているのかとばかり思っていたが……」

　賀宗の今までの所業は、明るみに出れば重い罪を科せられるだろう。しかし、彼とてすべてを把は握あくして動いていたわけではないのだ。同情はできないにしろ、白雪は彼を憐あわれに思った。

「我々は、朱月のいいように利用されていたのですよ、閣下。……もちろん、閣下も利用しようとはしたのでしょうけれども」

　夜鳩が賀宗に語りかける。「我々のかなう相手ではなかったのでしょう。──何せ三千年は生きている、やっかいな相手ですから」

　その言葉に、賀宗は両手を地面について身を支えた。己おのれのおかした間ま違ちがいが、今さらのように彼を苛さいなんでいるのが、白雪には痛いほどよくわかった。

　それでも、今は急がねばならない。

「賀宗さま、わたしは斎さい宮ぐうの任を解かれましたが、それでも九連環杖はわたしに応こたえてくれます」

　白雪が告げると、その言葉を肯こう定ていするように神音かのんが響く。「まだ、斎宮として扱あつかっていただけますか」

「……何を、お望みじゃ」

　賀宗は絞しぼり出すような声で呻うめいた。

「祥琳さまが偽ぎ王おうとされた今、施し政せいを司つかさどっているのは賀宗さま。であれば、斎宮に征せい討とうの命を下すのも、賀宗さまなのでしょう」

「……白雪どの」

　賀宗は驚いたように目を瞠みはった。

「朱月という人が、この国を、……わたしたちの国祖の血筋を恨んで、何かことを成そうとしているのなら、それを防ぎたいんです。──ですから、征討を命じていただきたいのです」

　今となっては、このような形式など意味がないだろう。

　しかし、賀宗に自らの罪を償つぐなう気持ちがあるのなら、まだ膝ひざを折ってもらうわけにはいかない。

　賀宗は、白雪の言葉に応じてよろよろと立ち上がった。

　と、蘇芳の傍かたわらにいた茉莉がふいに賀宗に駆かけ寄る。

「だいじょうぶ？」

　茉莉は右手で、賀宗を支えるようにした。賀宗は少女を見おろして、皺しわ深ぶかい顔に懐かしげな表情を浮うかべる。

「──斎宮、白しら雪ゆきの姫ひめ宮みや」

　しばらくしてから冷静さを取り戻した賀宗に呼びかけられた白雪は、九連環杖をまっすぐに立て、彼に向き直る。

「はい」

「この異変を治め、我が国に平へい穏おんを取り戻してくれ……！」

「承うけたまわりました」

　白雪は力強くうなずいた。










　子どもたちは、揺ゆさぶっても目をさまさなかった。

「……本当に、呼吸をしていないな」

　寝ね棚だなで横たわる子どもの口もとに手をやって、明星は呟つぶやく。

「それは、」と、祥琳が動転した。

「いや、死んではいない。体の冷える兆きざしはないから、一時的に活動が止まっているんだろう」

　明星は首を振ふった。「おそらく、あの光柱と関かかわりがあると思う」

　茉莉の母、有ゆう音ねも意識を失ってしまったので、凜子の寝棚に寝かせられている。

「あの光は、なんなんですか」

　しっかりした少年の声に問われ、明星は首を振る。

「子どもたちの中でおまえだけが目をさましていられる理由がわからないように、なんなのかはわからん」

　少年は、寿じゆ央おうだった。寝ね間ま着きの上に室内着を着せられているから寒くはないはずなのに、小さく身を震ふるわせる。それを凜子がぎゅっと抱だきしめた。

「食堂へ行きましょう。みんなであったかいものを飲んで、少し落ちつかないと」

「凜子さん、青磁たちは？　みんな、いないみたいですけど」

　寝しん室しつを出ながら、寿央は凜子に問う。凜子は答えられず、困って明星を見た。

「みんながいないって、わかるのか」

　明星は逆に問い返した。

　先ほど凜子に連れられた明星が子どもたちの寝室に来てから、寿央は室内から出てはいない。もちろん、一いつ緒しよに来た祥琳も凜子も、青磁たちがいないことは口に出していなかった。

　と、寿央は戸と惑まどったような表情を浮かべる。

「だって、……いる感じが、しないから」

　それきり、これ以上は説明できないとでもいうように口を閉とざしてしまう。

「寿央は、竜珠じゃないよな」

　凜子と祥琳が、お茶のついでに軽食を作るといって厨ちゆう房ぼうに入っていったのを食堂で待ちながら、明星は少年に尋たずねた。

「違う」

　彼は眉まゆを寄せたまま首を振る。

　この救きゆう慰い寮りようで最年長、十二歳の寿央は、見てくれが比ひ較かく的てき整っているし、機転も利きいてそこそこ賢かしこいのに引き取り手に恵めぐまれず、今まで残ってしまっていたという。

「竜珠じゃないけど、そういうことがわかるから、いやな人はいやみたい。……です」

　明星がもともと救慰寮の人間ではないからか、敬語に言い直した寿央を、明星はじっと見る。

「気味がわるいって、よく言われたから、最近は、わかっても言わないようにしてて……」

「それであまりしゃべらないんだな」

　竜りゆう珠しゆでもないのに目や耳以外で感知できてしまうことがあるため、気味悪がられたようだ。

「しゃべるのは、必要なことを伝えるときだけで充じゆう分ぶんだって、七なな樹きが言ってた」

「ななき？　誰だれだ」

「去年の春までここにいた、俺たちの兄さん。……俺は七樹にいろんなこと教わったから。それに、七樹が出て行って、今は俺が年長だし」

「まあ確かに、言葉は伝えるために使うものだけど、相手のことを知りたくても、しゃべらないとだめなんだぞ」

「知りたいときに、しゃべる……？」

　寿央は不思議そうに繰くり返す。

「相手のことを知りたくなったら、相手が自分のことを話しやすくなるように、導いてやったほうがいい。そのためには自分もしゃべらないとならない。その、七樹には教えてもらわなかったか？　相手の名を知りたかったら、自分から名乗るという礼れい儀ぎ」

「聞いたこと、あります」

「それと同じだ。会ったばかりなのに、警けい戒かいもせず自分のことをぺらぺらしゃべる者はほとんどいないだろう。だからまずは自分から、当たり障さわりのない会話で自分は相手に害意を持っていないことを伝えるのさ。ただし、しゃべりすぎると逆に警戒されるから、そこはさじ加減で調節しないとね」

　寿央は感心したように目を丸くする。明星は片目をつむった。

「無口な男もいいが、無口すぎると何を考えているかわからないって女の子に避さけられるぞ」

「女の子は、苦手だ……壊こわれものみたいだから」

　寿央は顔を赤らめるとうつむいた。

「あれ、でもよく一いつ緒しよにいる子がいるじゃないか。えーと、」

　明星は名前を出そうとして、しまった、と思った。

「茉莉？」と、寿央がその名を口にする。「茉莉は妹みたいなもので……」

　口にして、意識したのだろう。ふと、寿央の表情が変わった。途と端たんに食堂の椅い子すを蹴け立たてるようにして立ち上がる。

「待った！」

　明星は戸口の前に立つ。「茉莉ちゃん、まだ帰ってきてないんだ」

　寿央は明星をじっと見つめた。明星の言葉を信じているようには見えない。

「ちゃんと、帰ってくるから」

「俺、あいつのめんどうちゃんとみるように、七樹に頼たのまれてるんです」

　明星の態度から、茉莉の身に異変が生じたのを察したのだろう。寿央は明星を見上げた。

「でも、今は非常事態だ。君にできるのは、待つことだけだよ」

　明星の言葉に、寿央はきゅっと唇くちびるを嚙かむ。

　明星は、ぽん、と寿央の頭に手をのせると、肩かたを押して再び椅子に座らせた。










　青磁が気合いを入れると、蘇芳はすぐに意識を取り戻した。

「憶おぼえている」

　意識がぼんやりしているのか、問いかけると蘇芳はやや拙つたない口調でゆっくりと語った。「術をかけられて、……頭が混乱していたが、……この子が、」

　茉莉はちょこんと蘇芳の傍らに立っている。

　蘇芳はそれへ微笑ほほえみかけた。

「呼んでくれたんだ」

「すう兄ちゃんね、あのね、……とうさんみたいなの！」

　とうさん、という言葉に、白雪はぎゅっと九く連れん環かん杖じようを握にぎりしめた。

　すると、手のひらの烙らく印いんに癒いやすようなやわらかい波長ヒビキが伝わってきて、白雪は決意を新たにする。

　──この国の斎さい宮ぐうを拝し、その任を全まつとうせねばならないのなら、過去など振り返るべきではない、と。

「結けつ縁えんした相手もいないのに、一足飛びに親父おやじかよ」

　青磁が嘆たん息そくした。

「そうでなくとも、この子は、……俺の姪めいにあたるそうだからな」

「じゃあ、僕らにとっても姪だ」

　琥珀がすかさず言った。本当に、なんでもないことのように。

「その、……わたしたちはどうすればいい」

　葉子が進み出てきて、言った。「何か、力になれることがあれば」

「葉子さんは、茉莉ちゃんと一緒にいてあげてください」

　白雪は、母の親友に頼み込むと、蘇芳の傍かたわらに立つ茉莉の傍そばに膝ひざをついた。「ね、茉莉ちゃん、わたしたち、これから仕事に行くの。戻もどってくるまで、この方と一緒に待っていてくれる？」

「……ゆきねえちゃんのお仕事って、なんなの？」

　茉莉は不思議そうに問う。「髪かみと目の色がいつもと違ちがうのは、お仕事のせいなの？」

「わたしの仕事は……」

　白雪はためらいながら、言葉を探す。「そうね、……みんなが毎日ひもじくなくて、人のものを盗とったりしなくてもちゃんと食事ができて、帰れるおうちがあって、一緒に暮らしている家族におやすみなさいって言って眠ねむれるように、お祈いのりすることだったわ」

　そう言ってから、白雪は騎き士したちをひとりひとり、見つめた。

　正気に戻った蘇芳も、どことなく憮ぶ然ぜんとした青磁も、やさしい目をした琥珀も、微笑んでいる黒曜も。

　みんな、同じように考えていてくれるはずだ。

　だからこそ、自分の傍にいて、従ってくれる……

　白雪は、鼻の奥が痛くなるのを感じた。目の潤うるみをごまかすために何度かまばたく。

　食べることに困らず、家うちに帰ることができ、何にもわずらわされることなく、屋根の下で眠れる……

　それらはごく簡単なことで、誰にでもできそうなのに、それでいて実はとても難しいことなのだと、白雪は知っていた。

「それって、さいぐうの姫ひめさまとおんなじね！」

　茉莉は明るく笑って言った。「ゆきねえちゃんは、すごいね」

「いいえ」

　白雪は首を振ふる。「ただ祈るだけなら誰にでもできる、……祈りだけではどうにもならないことが、あるのよ」

「そのために、行くの？」

「そうよ」

「私もそうでした」

　夜鳩が立ち上がって、言った。「私も、……誰もひもじい思いをせず、働き終わったら家族の待つ家に帰り、あたたかい寝ね床どこで眠れる、みんながそうやって生きていけたらいいと、思っていました」
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「……儂わしもだ」

　賀宗がその傍らで声を上げた。「儂とて、私情ばかりで動いていたわけではない……」

　皆みな、同じ願いを持っているのに。

　どうして、諍いさかいや啀いがみ合いが起きてしまうのか。

「わかっています」

　白雪はうなずいた。「……夜鳩さまと賀宗さまも、妃ひ殿でん下かたちと一いつ緒しよに、書しよ籍せき館かんでお待ちになっていてください」

「わかった、白雪。気をつけて行って、……そして、帰ってきてくれ」

　足もとにすり寄ってきた大きな動物の額を搔かきながら、葉子は言った。

「……葉子さん、それ、なんですか？」

　そこでようやく、白雪は、その動物をまじまじと見る余よ裕ゆうができた。

　よく見ると、その動物は巨きよ大だいな猫ねこのように思える。しかも、背でゆらゆらと動いている尻尾しつぽは、どう見ても一本や二本ではなかった。

「何って……ハルだ。黒ハル猫ノ神カミの像があっただろう？　あれだ」

　葉子は、何を言うんだとでもいうように白雪を見た。

「まさか……黒ハル猫ノ神カミが、宿られていると……？」

「ああ、やっぱりハルか」

　白雪の困こん惑わくした声に重ねるように言ったのは千白だ。ふわりと飛んで動物の傍に着地すると、動物はよろこぶように、るるる、と鳴き声を上げる。

「……そうか」

　会話が成立しているらしい。千白は目を細めて動物を見おろした。

「おまえも、楽しそうでよかった」

　千白がそう言うと、また動物が鳴く。

「何もかもを思い出したのか、と訊きいている」

　黒曜が呟つぶやいた。どうやら黒曜には黒ハル猫ノ神カミの言葉がわかるらしい。

「何もかも？」

　琥珀が危あやぶむように千白を見た。

「ああ、何もかもを思い出したぞ、俺は」

　千白は、黒曜にか、それとも黒ハル猫ノ神カミにか、そう答えた。

　その口調に、まだ千白の変容を知らない蘇芳が眉まゆをひそめる。

「千白は、どうしたんだ」

「どうもしない」

　白雪へ向けられたと思おぼしき蘇芳の問いかけに、千白が答える。「ただ、思い出しただけだ。さまざまなことを」

　──別れのときが近づいている。

　白雪は、誰だれにも気づかれないように、そっと息をのんだ。

　千白とは、今までずっと、一緒だった。

　だが、最初から千白は言っていた。いつか必ず訪おとずれる別れのことを。

　それがこんなに早いはずはないと、白雪は思いたかった。

　しかし、白雪の持つ力が、確実に別れが近づいていることを知らせていた。

　ひりひりと、心が痛む。

　……たとえ、一緒に過ごした時間を、粉々に打ち砕くだくように忘れられたとしても、白雪にとって、千白は特別な存在だった。

　影かげに宿る輝キ石セキノ神カミは、決して白雪をひとりにはしなかった。

　白雪はゆっくりと、千白に視線を向ける。

　千白はすぐに気づいて、そっと微笑ほほえんだ。

（そうなの？　千白）

（……ああ）

　心で問うと、千白はうなずきを返す。

　白雪は奥歯をきつく嚙かんだ。

　そうでもしなければ、行かないでと叫さけんでしまいそうだった。

　それほどまで、白雪の中で千白は重い存在となっていた。




　彼がいなくなったあとの自分がどうなるか、想像できないほどに。
















　旅人のために造られている白い街かい道どうは、夜空の下でも浮うかび上がって、急ぐ者に先を示す。

「七樹、見てみろよ」

　眠ねむ気けで意識が途と切ぎれそうになりながら歩いていた七樹は、同行する五い剣つるぎの焦あせったような声に、ん、と顔を上げた。疲ひ労ろうのあまり、いつしか歩きながらうつむいていたらしい。道理で、視界が敷しき詰つめられた石の白さでいっぱいになっていたはずだ。

「んだよ」

「あれ」

　五剣は、仲間内では七樹の相方と認にん識しきされつつあった。いつも明るくて騒さわがしいきらいのある青年は、ひょろりと背が高いが、一見したより鍛きたえ上げられてしっかりした体たい軀くをしている。西方の血が濃こいために顔は彫ほりが深く、短い赤毛は、七樹の重苦しい印象を与あたえる黒くろ髪かみとは対照的だ。

　そんな彼が、後方を指し示す。七樹も眉を寄せながらそちらを見やって、言葉を失った。

「あれ、神杖の方角だろう？」

　五剣の指し示した空には、光の柱が天を貫つらぬき伸のび上がっている。さすがにふたりのいる場所は闇やみに包まれているが、そちらはほとんど昼のように明るく見え、星の光は打ち消されているようだった。

「……なんだ、ありゃ」

　七樹は茫ぼう然ぜんとして呟いた。

「戻るか？」

　気き遣づかったのか、五剣は言った。

「戻って、どうしろって」

「おまえの兄弟たち」

　救慰寮にもついてきた仲間の言葉に、七樹はぎゅっと手を握にぎりしめた。

　たぶん、自分はもうあの懐なつかしい場所には戻らないほうがいいのだ。戻れば迷めい惑わくがかかるだろう。

　妹として可愛かわいがっていた茉莉にあの腕うで環わを与えたのは、自分の形見のつもりだった。

　腕環には式シキを打ったから、あれを身につける限り、七樹には彼女がどこにいても捜さがし当てられる。

　しかしそれも地続きの大陸にいるあいだだけだ。海を渡わたってしまったら、式の効果は低下する。そうなると、今の未熟な自分には何もできない。

　何より、神杖には竜りゆう珠しゆが多い。竜珠の波長ヒビキは式の成否に影えい響きようを及およぼす。また、神杖の地を東西に貫くように通っている竜道のせいもあって、七樹程度の技ぎ倆りようでは、式の効力が格段に低くなる。式がよく効く土地では竜珠は衰おとろえ、竜珠が盛さかんな土地では式の働きが鈍にぶくなるのが自じ然ねんの理ことわりだった。

「もう少し留とどまってもよかったんだぜ、俺は」

「そうも言ってられないだろう」

　共に育った兄弟には、幸せになってほしい。

　だが、今の七樹に必要なのは、癒いやし安らがせてくれる家族ではない。

　肩かたを並べて戦う仲間だ。

「行こう」

　七樹は、母国に背を向けた。

　前方には再び荒こう野やが広がる。

　この手に摑つかめるものの量は限られていて、選せん択たくを迫せまられることは少なくない。

　それでも可能な限り、摑めるものを摑んできたはずだったのに。

　今も、こうしてこぼれ落ちていく……

　──強くなった、はずだったのに。

　ふと、七樹は寒村で出会った少女を思い出した。

　きつい藍あい色いろの瞳ひとみは、一いつ瞬しゆん見とれるほどに大きかった。

　城に上がって侍じ者しやになった青磁が仕えているのだから、そこそこの身分なのだろうと思っていたら、あとで斎さい宮ぐうだと聞かされた。

　自分の嫌いやみに敏びん感かんに反応してくってかかってきた気の強さを思い出し、七樹は苦く笑しようする。

「──あいつ、気が強そうだったから、どうにかしてくれるだろうよ」

「なんだって？」

　呟くと、五剣が聞きとがめる。

「いや、だいじょうぶだって言ったんだ」

「本当にいいのか？」

「くどい。早く行こう」

　七樹は歩を速めた。「時間がないんだろ、俺たちには」

　過去を振ふり捨てるように。










　彩湖へは、千白が運んでくれた。

「馬が使えないんじゃあ、まだるっこしくていけない」

　急ぐなら馬を使うのがもっとも早い。だが廏きゆう舎しやに来てみれば、馬はすべて眠ねむっていたのだ。途中で見み廻まわりらしき者たちも倒たおれるようにして眠っていた。

　騎き士したちはその前に私室に寄り、いつもの装しよう束ぞくに着き替がえていた。蘇芳の剣、朱す雀ざくは、きちんと私室に保管されていた。

　いつもと同じ装よそおいに戻った騎士たちが、移動に馬が使えない旨むねを知らせると、

「とりあえず、みんな俺の周りに集まれ」と、千白が命じた。「白雪、こっちへ来い」

　手招かれた白雪が千白に近づくと、千白は腕うでを伸ばして九く連れん環かん杖じようごと白雪を抱だき寄せた。

「おまえ、何をこんなときに！」

　青磁が何な故ぜか頰ほおを赤らめて声を荒あらげる。

「なんだ？　俺にさわっていないと、置いていくぞ」

　青磁はまだ何か不満があるようで、もの言いたげに口をあけたり閉じたりしていたが、蘇芳にたしなめられるように肩を叩たたかれて押おし黙だまった。

「腕と脚あしに、それぞれ摑まれ」

　千白の言葉に、蘇芳と青磁が千白の腕をそれぞれ後ろから、黒曜と琥珀がしゃがんで前から千白の脚を摑んだ。

　と、次の瞬間、目の前に明るい風景が浮かぶ。一瞬で彩湖の畔ほとりに移ったのだ。

「……ひかりが」

　千白のゆるめられた腕から出て、白雪は目の前に広がる情景に、思わず呟つぶやきを漏もらした。

　彩湖の湖面は水位が下がり、その上には白い影のような、煙けむりのようなものがふわふわと無数に浮かんでいる。

　そして、湖の中央には、光の柱が立っていた。

　彩湖は巨きよ大だいな湖である。その中央に立つ光の柱は、湖岸から見ればたいしたことはないが、おそらく間近で見ればかなりの太さだろう。

　その光柱が放つひかりのせいで、彩湖の湖面はきらきらと光っている。反射光は夜空を照らして、今や湖こ畔はんは昼のようにまばゆかった。

「誰だれかが封ふう印いんを剝むき出しにしたな」

　千白は呟いた。「今までは水で隠かくしていたんだが」

「じゃあ、あの柱はなんなの？」

「封印を隠すために溜ためていた水を、持ち上げてつくり出したんだ。ただ、ここに流れ込む水は、そこらの術使いにどうこうできるしろものじゃない」

　千白はちらりと周囲に視線を向けた。

　周囲を一ひと巡めぐりさせてから、小さく息をつく。

「離はなれているが、気づいているんだろう？　姿を見せろ」

　どこか苛いら立だった響ひびきを帯びた声で、湖に向かって呼びかける。

「ここですよ」

　それに応こたえるかのように、左方から声がした。

　白雪は素す早ばやくそちらを見る。騎士たちは、白雪を守るように周りに固まった。

「ようこそいらっしゃいました」

　低い声でなめらかに挨あい拶さつを述べる男を、白雪はまじまじと見た。

「あなたは、」

「申し遅おくれました。私は浅緋」

　浅緋は今さらのように名乗る。

「浅緋さん、……以前に、ここで会いましたね」

　白雪は、心臓の音が速くなるのを自覚した。

　この男は、……自分を殺そうとした男だ。

　だが、白雪は怖おそれを感じなかった。

「あのとき、泣いていたわ」

　思い出した白雪が言うと、さっと浅緋は表情を変えた。

「……そんなことは、忘れてください」

「どうしてあなたがここにいるの」

　白雪は、平静な声を出そうと努めた。そうでないと、憤いきどおりに近い感情で、声が上うわ擦ずってしまいそうだったからだ。

「さあ、どうしてでしょうね」

「おまえが、この水を払はらいのけたんだな」

　白雪の傍かたわらで、千白が浮かび上がる。「封印を、さらけ出すために」

「そうです」

「朱月に命じられたのか」

「命じられてはいません。頼たのまれただけですよ」

　浅緋は訂てい正せいした。

　言葉の差に意味はあるのだろうか。

「彼は、あそこであなたを待っています」

　浅緋は腕を上げて、光柱を指し示した。

　白雪は目を細めて光柱を見つめた。光はまぶしかったが、やわらかく、目を痛ませなかった。

　集中していると、白くゆらゆらと揺ゆれる影かげのあいだに、ちいさな黒い影が一点の染しみのように見える。

「わたしを、待っているのね」

「そうです。──行かれるなら、騎士を連れて行ったほうがいい。少しは役に立ってくれることでしょう」

　その言葉に、青磁があからさまに剣けん吞のんな顔つきになる。

「確かに、我々は姫を守る騎士。こんなときにこそ、お役に立ちましょう」

　青磁の声こわ音ねは低く、公式の場と同じ丁てい寧ねいな口調には怒いかりが込められていた。

「あなたは、来ないの？」

　白雪が問うと、浅緋は、苦しげに眉まゆを寄せた。

「私は、……私は、行かないほうがいいのです」

　彼がそう言ったとたん、白雪は総毛立った。

　浅緋の背後に、無数のどす黒い霊れいたちが見えたのだ。

　光柱と、湖面の輝かがやきによって照らし出されてもなお、その背には、まるで宇宙そらの底に空いた闇やみ穴あなのように暗い無数の影が取り憑ついている。

「わたしは、前にもあなたに尋たずねました。でも、あのときは答えていただけなかったから、もう一度うかがいます。……あなたが背負っているのは、あなたの血けつ縁えんでしょう。そんなにも、殺したのですか」

　白雪は問いながらも、浅緋が血族を手にかけていないことを直観していた。

（違ちがうよ）

　聞き慣れない声が、白雪の直感を肯こう定ていするように脳のう裏りに響いた。

「あれは、あいつの血族でありながら、おまえにつながる者だ」

　千白が告げる。

「わたしに……？」

　白雪は目を凝こらして、浅緋の背後の闇を透すかし見た。

　闇の中、きらきらと光る粉ふん塵じんが幾いく重えにも舞まっている。それはやがて、白雪の視線に応こたえるように人の姿を成した。

　人の姿をしている、それしかわからない。性別も年ねん齢れいも、目で見ただけではわからなかった。

　それでもどうしてか白雪は、遠い昔の知り合いに再会したような錯さつ覚かくをおぼえる。

「誰、なの……？」

「霊か？　生き霊りよう……」

　蘇芳が、浅緋の背後を視線で探さぐる。青磁も目を凝らしていた。

「ちがう」

　琥珀がはっきりと否定する。「あれは、……」

「古き霊だ」

　黒曜が、痛ましげな表情を浮かべた。

「あなたが殺したわけではないのでしょう」

　白雪は、さきほど脳裏に響ひびいた否定の言葉を受けて再び尋ねた。「なのに、どうして背負っているの」

　殺してもいないのに殺したと言い張る、その意味が白雪には疑問だった。

　浅緋は顔をゆがめた。笑えみに見えなくもない表情だった。

「俺が殺したようなものだからだ」

　それまでの取り繕つくろった仮面が剝はがれるのを怖れるように、浅緋は自分の顔を両手で覆おおった。

（ちがう）

　浅緋の背後で人の姿をとった闇が否定の意を伝えてくる。脳裏に響いた声と同じ者だと白雪は悟さとった。

「自分が殺したことにしておきたいんだろう。自分が殺したと思っていれば、少しは気が楽になるからな」

　千白が冷たく言い放った。「手にかけたのは、朱月だな。おまえは血族が目の前で殺されるのを看過した。それだけのことだ。……それを悔くいているだけさ」

　白雪は青ざめて、浅緋を見つめた。

　朱月が遠い昔に殺さつ戮りくした者たちがまだ昇しよう天てんできずにさまよっているのを目まの当たりにするとは……

「どうして、……あの人を、止めなかったんですか」

「止められるわけがない！」

　浅緋は顔を上げて叫さけんだ。恐きよう怖ふとも憎ぞう悪おともつかない表情がその顔に浮かんでいる。──もしくは、絶望か。

「兄に殺されかけた俺を、あいつと、あいつの妹が救ってくれた。……なのに俺は、あいつの一族を殲せん滅めつする手引きをしてしまったんだ」

　血を吐はくような叫びに、白雪は気け圧おされる。だが、それでも九く連れん環かん杖じようには寄りかからず、自分の足で地面を踏ふみしめた。

「あいつがその復ふく讐しゆうを望んだとして、どうして俺にそれを止められるというんだ！」

　白雪は言葉を失う。

　浅緋はそれに、微かすかな苦く笑しようを浮かべた。

「あいつが救ってくれなければ、俺はとうに死んでいた。だから、俺の命は、……あいつのものなんだ……！」

「──いいえ」

　白雪は、首を振ふった。「あなたの命は、あなただけのものよ。他ほかの誰だれのものでもないわ」

　白雪は目を上げて、蘇芳を見た。

　北の果ての墓所で、蘇芳は白雪にゆるしと救いを求めた。

　だが、自分で自分をゆるすことのできない蘇芳を救うすべを、白雪は知らない。

　自分の命を他者に預けて、すべての決定をも預け手に頼たよることの愚おろかしさを、白雪はすでに学んでいた。

「そうやって、あなたは、あの人を追い詰つめたんだわ」

　白雪は浅緋に視線を戻すと、低く呟つぶやいた。

「……白雪」

　肩かたに手をのせてきたのは、黒曜だった。

　だが、白雪の胸をきつく締しめつけ、呼吸さえも重苦しくする悲しみはおさまらなかった。

　ずっと父だと信じていた人は、育てていた自分を見ては、これも血族の仇かたきの末す裔えと考えていたのだろうか。他の、仇の血を引く人々をも殺し尽つくし、滅ほろぼしたいと望んでいるのか。

　失ったものの重さに押しつぶされそうになっていたのか。

　想像するだけで悲しくてたまらなくなる。

　──憎にくんでいたと、彼は言ったのだ。

　憎んでいた自分に、可愛かわいい娘むすめと言葉をかけて、寒い夜は寝ね床どこで身を寄せ合って眠ねむり、さまざまな知識や技術を与あたえてくれた。

　それでも自分を、憎んでいたと。

　あの微笑ほほえみ、やさしい声の下で、どんな憎悪が渦うず巻まいていたのだろう。

　きしきしと痛む胸を、白雪は押さえた。

　……彼が自分を欺あざむいていたという事実は、白雪を髪ひとすじも傷つけなかった。ただ、何もかもを失った彼が、悲しみや苦しみを押おし隠かくして自分に接していたのかもしれないと考えると、息が詰まるような気がした。

「あなたは、あの人に償つぐなっているつもりで、どうしようもなく追い詰めてしまったのよ」

　浅緋は茫ぼう然ぜんと目を瞠みはって、白雪を見つめる。

　責める気はなかった。

　だが、自分を憐あわれんでいるならそれは間ま違ちがいだと言いたかった。

「俺の、せいだと……？」

　浅緋の呟きに、白雪は首を振る。

「いいえ。……誰かに唆そそのかされたり、可能性を示されたりしたとしても、選びとるのは自分だわ。たとえ最悪の選せん択たくをしてしまっても、それを誰かのせいにしてはならないのよ。強しいられたとしても、結局選ぶという行こう為いをするのは自分自身だもの。嫌いやならばどんな手だてを講じてでも拒こばむべきよ。──だから、あの人が復讐を選んだのは、あなたのせいではないわ。でも、」

　言わずには、いられなかった。

　白雪は、激情を堪こらえようと、九連環杖を握にぎりしめた。

「あの人があなたと行動を共にしなければ、他の道もあったかもしれなかった……」

　浅緋のせいではない。それは、わかっている。

　ただ、自分がもっと早く生まれていれば、……もっと早くめぐり会えていれば、今と違った状じよう況きようになっていたかもしれないという、驕おごりに似た考えが白雪を責め苛さいなむ。

「そんなことはない」

　鋭するどい声が、投げつけられた。










　神杖の異変は、長ちよう汀ていからも見ることができた。

「殿でん下か、こちらにいらっしゃいましたか」

　侍じ従じゆうの声に、露ろ台だいにたたずんでいた静せい玄げんは振り向いた。

「ああ、なんだか騒さわがしいような気がしてな」

　そう言いながら、静玄は視線を北へ戻した。

　長汀の北は神杖だ。とはいえ、ここからは見えるはずもないほど遠い。長汀の港町からすれば、神杖は北の果てといってもいいくらい遠かった。

　だから、たとえ神杖に異変が起きても、本当ならそれを目もく視しできるはずもないのである。

「あれはいったい、なんの徴しるしだろうか」

　静玄は、天へと伸のびる光柱をじっと見つめた。

「少なくとも、吉きつ兆ちようとは思えませぬ」

　老いた侍従は、不安げに応こたえた。

　静玄は、浅緋の言葉を思い出す。

　かの国は荒あれる、と言い残して自分のもとを去った男。

　静玄は、自分の直属の間かん諜ちようを神杖に放っている。神杖側がそれを黙もく認にんしているのは、長汀の威い力りよくなど取るに足りないと考えているからか、それとも別の理由があるのか、明確にはわからない。

　その間諜がもたらした情報によると、確かに今の神杖は荒れていた。聖王とされていた者が偽ぎ王おうとして位から降ろされ、あの斎さい宮ぐうも囚とらわれているという。

　そして、この光の柱。

　かの国ではいったい何が起きているのか。

　目を閉じると、長年、誰よりも近くにいた腹心の部下とともに、あの姫君の面おも影かげが浮かぶ。

　真しん摯しな瞳ひとみで、自分を信じると言ってくれた。

　彼女は今、どうしているだろう。国内の混乱に、どれほど心を痛めているか。

「──我が国の民たみは、神杖をいけ好かぬ国だと思っているだろうな」

「それは、致いたし方ありますまい」

　老侍従は、いぶかしげに主君を見やった。「あの結界のせいだけではありませぬ。つねに上から見おろそうとする相手に、どうして好感を持てましょう」

　内陸国である神杖は、交易で長汀から海産物を得ている。竜りゆう珠しゆや、神杖人曰いわくの『水脈』による流通の円えん滑かつさは尋じん常じようではなく、早朝に長汀で獲とれた魚ぎよ介かい類るいが、その日の天藍での遅おそい昼食に饗きようされることさえあるほどだった。

　そんな通商関係にありながらも、今までの神杖は長汀を格下に見て属国扱あつかいしていた。

　何な故ぜ、神杖の国祖が、国土統一時に長汀地方も含ふくめなかったのかと、どうしようもない仮定を静玄はときどき考えてしまう。

　そうすれば、長汀でも竜珠は忌いまれず、幼かった静玄が謂いわれなき差別を感じずに済んだだろう。

「では、もし神杖が、……我々を対等に扱うとしたら、どうだ」

　静玄の発言に、老侍従は目を丸くした。

「それは、夢物語のようなたとえですな」

　その返事に、静玄は苦笑する。

「ありえないことだと、思うか」

「さて、拙せつめもそこそこ長く生きてきたはずですが、生きる限り、思いがけない、予測のつかないことが起きるものです。そういう意味では、神杖が我が国を対等に扱う、という珍ちん事じも起きるかもしれませぬな」

「あの方が、もし……」

　静玄は呟いた。

　あの、姫君が。

「しかし、まずはあの結界とやらをどうにかしてくれなければ、対等に扱うと言われても、俄にわかには信じかねますな」

　静玄の心を悟さとったように、老侍従は溜ため息いきとともに吐き出す。

「結界か……」

　静玄は、じっと光柱を見つめた。

　天を貫つらぬく、淡あわい白い光の柱を。










　凜子と祥琳のいれてくれたお茶を飲んでいると、ふと、寿央が不安げな顔をして窓を見た。窓は鎧よろい戸どが閉められているから、外は見えない。

「どうした？」

　それに気づいた明星が問うと、寿央は、

「誰だれか来たみたい……です」

「誰か？」

　明星は眉まゆをひそめると、すぐに立ち上がって厨ちゆう房ぼうを出た。入り口で立ち止まり、ついてこようとした寿央を見おろす。

「ここで待っていて、リーンとショウを守ってやってくれ」

　寿央は明星の言葉に、唇くちびるをきゅっと嚙かんでうなずいた。

　明星はそれを見届けると、身を翻ひるがえして廊ろう下かに出る。

　早足で玄げん関かんから外にとび出すと、庭と路地を遮さえぎる低い柵さくと、それに取りつけられた木戸にもたれかかっている人ひと影かげが見えた。

「誰だ！　そこで何をしている！」

　誰すい何かすると、人影はびくりとした。

「……明星の、御おん方かた？」

　聞いたことのある声は、男性のものだった。

「わたしをその名で呼ぶということは……」

　明星は、警けい戒かいを緩ゆるめつつ相手に近づいた。

「俺俺！」

　軽けい薄はくな口調で叫さけぶ声には、どことなく疲ひ労ろうがにじんでいる。「北西街区に入ったあたりで馬が倒たおれちまったから、ここまで走ってきたんだぜ」

「ルー？」

　近づいて相手を確認した明星は、目を丸くした。

「あんたにそう呼ばれると、ここに住んでたころのことを思い出していけねえなあ」

「どうしておまえがここに」

　薄うす汚よごれた旅装とぼさぼさの頭に伸のび放題の無ぶ精しよう髭ひげというひどいいでたちだったが、すぐに娘むすめの騎き士しだと気づいて明星は問う。

　刑ぎよう部ぶ卿きよう、涼りよう州しゆう公こう佳春は、顔にかかっていた髪かみを手でかき上げた。

「どうしても何も、祥琳が偽王だってばれたって、道どう延えんが報しらせてくれたんでね。あんたはなんでここにいるんですか」

　問われて明星は、今までのことをかいつまんで説明する。白雪が斎宮にされるために連れ去られた茉莉を、騎士たちと一いつ緒しよに城に救いに行っていることを話すと、

「茉莉が、斎宮に？」と、佳春は驚おどろいたようだった。「なんというか……そうまでして、斎宮をたてなきゃならんのですか」

「蘇芳が春はるの宮みや、には驚かないのか」

「……血筋的にそれしかなさそうだとは思うんで」

　佳春も、蘇芳が生まれるまでの経いき緯さつは知っている。

「で、おまえは何しに来たんだ。涼州にいるって、ショウに聞いてたが」

「祥琳、ここにいるんですか？」

　佳春は、仕えていた聖王の名を気安く口にした。

　子どもだった白鷺が城下に連れてきた際に、佳春は初めて祥琳と出会っていた。その後、紆う余よ曲きよく折せつを経て祥琳は聖王位に就つき、佳春は刑部卿までに上り詰つめたが、ふたりのあいだの友ゆう誼ぎに変節はない。

「いるぞ」

「だったら、ちょっとでいいんで会わせてくれませんかね」

　佳春の声がふいに真摯な色を帯びる。明星は眉を上げた。

「別に会わせないとは言わないが、何をそんなに必死になってるんだ？」

「俺がわざわざ天藍まで戻もどってきたのは、祥琳に預かってもらってるものを受け取るためですよ」

「預かってもらってる……って、ああ、」

　明星は目を細めた。「おまえ、二十年も前の約束が有効だと思ってるのか」

　その言葉に、佳春はややむっとしたようだった。

「俺は思ってますが」

　その答えに、明星はにやにやした。

「あの子だって、ショウとずっと一緒にいたんだ。情くらい湧わいてて離はなれがたくなってるかもしれん」

「そうだとしても、それを自分で確かめなきゃ、俺は納なつ得とくできないですよ」

「しつこい男は嫌きらわれるぞ」

「……明星の御方、あんたおもしろがってるでしょう」

　佳春が、ややいらついたように言った。いつもは揶や揄ゆする側にまわりがちな佳春は、実は揶揄されることに耐たい性せいがあまりない。

「明星の君」

　背後から呼びかける声に、明星は廊下を振ふり向く。

「おいで、ショウ。来たのはルーだよ」

　案じたのか、食堂から顔を出していた祥琳を、明星は手招く。

「佳春が？」

　祥琳はぱっと顔を輝かがやかせると、いそいそと玄関まで出てきた。「よかった、無事だったのか」

「……おまえ、そんな平民の服を着て」

　祥琳を見た佳春が、痛ましげな表情を浮かべた。「聖王と傅かしずかれていたのに」

「私には本当はこの服で充じゆう分ぶんだ、おまえも知っているだろう」

　祥琳は笑う。その笑え顔がおは強がりではない朗ほがらかさを湛たたえて、眩まぶしくさえあった。聖王位に在あったころからは予想もできないほどに健康的で、城内で仕えていた侍じ従じゆうたちも、目の前に今の祥琳がいても主あるじだった男だとわからないのではないだろうか。

「それより、中へ入って休め。母上が茶をいれてくれる」

「いや、俺はとにかく城へ行く。あいつ、……紅葉もみじは、」

　佳春はためらってその名を口にした。が、それは昔の名だと気づいて訂てい正せいする。

「葉子は、まだ城にいるんだろう」

「そうか、葉子を迎むかえに来てくれたんだな、佳春」

　祥琳は、腑ふに落ちたような声を上げた。
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「……おまえは、もう聖王位に戻る気はないんだろう、祥琳」

「ああ。──忘れてなかったんだな、佳春。私にとって必要でなくなったらすぐにあの子を迎えに来るという、あの約束」

　問われた祥琳は、うなずくとにこにこした。「よかった。……幸せにしてやってくれ」

「もちろんだ」と、佳春は断言する。「もともと、最初から俺がそうするつもりだったんだよ！」

「その文句は白鷺に言ってくれ。あれを妃きさきにしろと連れてきたのは白鷺だからな」

「百回くらい言ったけど、人の話を全然聞いてなかったぞ、あいつは」

　楓さつ院いん清せい祥しようの妃、楓院清せい葉ようこと葉子は、国外から売られるようにして神杖にやってきた。白鷺は偶ぐう然ぜんから出会った彼女の特異体質を気にかけて城内に保護したのだが、葉子と淡あわく想おもい合っていた佳春は、それが納得できずにあらゆるつてをたどって城に上がったのである。

　白鷺としては、葉子に釣つられた佳春を自分の騎士に据すえられ、たいへん都合がよかったようだ。

「じゃ、俺」

　行ってくる、という言葉がほとんど聞き取れないくらいの素す早ばやさで、佳春は駆かけ去った。

「……なんだか、妹が嫁とつぐような心ここ地ちがします」

　それを見送りながら、祥琳が呟つぶやく。

「おまえにとって、妹と妻は逆の立場にいたようなものだな、ショウ」

　明星の指し摘てきに、そうかもしれませんねと祥琳はうなずいた。

　初めて出会ったころから白鷺は、祥琳を惹ひきつけてやまなかった。あの子どもと一緒にいると、その明るさと奔ほん放ぽうさに癒いやされた。

　自分が癒されるばかりではなく、彼女を安らがせたいと考え始めたのはいつだったか。

　だが、彼女が生きているあいだ、自分は彼女にとって負担でしかなかった……

「ですが、私は白鷺に、何もしてやれなかった」

　心の奥底から湧き起こった後こう悔かいを吐と露ろすると、明星は明るい笑い声を上げた。

「シロの罠わなにはまっているな、ショウ。あの子は、そうやってもっとも愛した者の心に刻みつくように残りたかったんだ。だからすべてを捧ささげておまえを守ったのさ」

「ひどい女ひとだ」

　祥琳は苦く笑しようする。

　だが、それでも、何よりもいとしく思える。

　……白鷺と共にあったあいだ、祥琳は、何が起きても心を強く保っていられた。そうでなければ白鷺が崩くずれてしまう。そんな気がしていたからだ。

　最強に感じられていた彼女のよりどころが自分だと知って、祥琳はどれほど体がつらくとも苦しくとも、最後の最後まで生き延びようと心に決めていた。──彼女が没ぼつするまでは。

　自分たちは狂くるっていたのかもしれない。誰だれよりもたいせつにしたい相手を、もっともつらい立場に置き合っていたのだ。

　どちらかが倒たおれれば他方も滅ほろびかねない共きよう依い存ぞんの関係を打ち破ったのは、ふたりのあいだに生まれ出た命。

　誰よりもいとしい娘むすめ、白雪を与あたえてくれた彼女に、今は感謝の念しかない。

「でも、私にとっては、最上の女ひとです。……今も」

「おまえたちはお似合いだよ」

　明星は肩かたをすくめて、夜空を仰あおいだ。

　空を貫つらぬく光の柱は、出現時よりも太くなっているようだった。
















　その声は、白雪を刺さし貫くかのように鋭するどかった。

　白雪は、ゆっくりとそちらへ顔を向けた。

「よく来たな」

　彼は、低い声で言った。

　懐なつかしい、ほとんどやさしいとさえ言える声こわ音ねだった。

　白雪は、目を閉じた。

　会いたかった。

　自分はずっと、彼に会いたかったのだと、白雪には今、わかった。

　ゆっくりと目をあけ、まっすぐに彼を見る。

　彼を、──朱月を。

　いつの間にか朱月は、彩湖の湖面よりやや高い位置に浮うかんでいた。全身を包む黒い装しよう束ぞくと、闇やみの欠片かけらと見まごうほどに黒い髪かみのせいで、白く光る湖の中に染しみが浮かんだようだった。

　朱月は、空を歩くようにして近づいてくると、水ぎわで留とどまる。

　手を伸のばせば触ふれられそうなほど、近く思えた。

「白雪」

　それまで傍かたわらに控ひかえていた騎き士したちが近づいてくる。琥珀の呼び声に、白雪は顔を向けて、少しだけ笑えんだ。

　すぐに朱月に向き直る。

「わたしは、……あなたは、わたしの父さんじゃ、ないのよね」

「そうだ」

　朱月は短く肯こう定ていする。

「だったら、なんて呼べばいいの」

「……呼ぶ必要なんかないだろう」

「名で呼んでやれ、白雪」

　戸と惑まどったような朱月の声と、おもしろがっているらしい千白の台詞せりふが重なる。

　その場にそぐわぬ驚おどろきの表情が、朱月の顔に浮かぶ。

「おまえの祖母が言っていただろう、白雪」と、千白はつづけた。「十六までおまえを育てるという約束を破ったのは、こいつだ。だったら、おまえが十六になっていなくても、こいつを名前で呼んでもいいはずだ」

「何を、……」

　子どものような言いがかりに、朱月は明らかに困こん惑わくしていた。確かに、この場にはふさわしくない話題だった。

「じゃあ、そうするわ」

　白雪は、千白の提案を受け容いれることにした。

　もう一度、まっすぐに朱月を見み据すえて、

「朱月」と、呼びかける。

　朱月は、奇き妙みような顔をした。

　まさか本当に白雪が名を呼ぶとは思ってもみなかったとでも言いたげな顔だ。

「わたしを憎にくんでいると、あなたは言ったわ」

　この人は父ではない。ただ、育ててくれただけの人だ。

　白雪は自分に言い聞かせた。

　自分の父は、あのやさしい祥琳であり、今、この、目の前にいる人は……

「ああ、言った」

　だから、何を言われても傷つく必要などないはずなのに、どうしてこんなに胸が苦しい。

　白雪は、息苦しさを押おし隠かくしてつづけた。

「わたしを、殺したいの」

「おまえだけではない。この国に住まう者がすべて滅べばいい」

　その、淡たん々たんとした声に込められた憎ぞう悪おの深さに、白雪は怯ひるんだ。

　だが、自分を守り支えてくれる騎士たちの存在を身近に感じて、再び問う。

「他ほかに、何か方法はないのですか」

　できるだけ冷静に努めながら告げると、朱月の顔がみるみるゆがんだ。

「一族をすべて殺され、生き残った肉親は掠りやく奪だつされた、その復ふく讐しゆうには、相手を殲せん滅めつする以外にどんな方法があるというのだ」

「あなたの気持ちはわかりました」

　白雪は重ねてつづけた。「でも、……今はその気持ちを癒すために、あなたの望みが知りたいの」

　望みが。

　天てん涯がい孤こ独どくになったはずの自分は、騎士に望まれ、そして自分でも受け容れてこの国の斎さい宮ぐうとなった。

　自分にできることならば能あたう限り人々の望みをかなえたい、という思いが白雪にはある。

　……それがたいせつな人の望みならばなおさらだ。

「俺の望みが知りたいか。本当の……」

「やめろ！」

　叫さけんだのは浅緋だった。「おまえは、……そんな望みをかなえてどうなるというんだ」

「黙だまっていろ」

　朱月は浅緋を一いち瞥べつした。「おまえに俺を止めることなどできない」

「本当の望みって、なんなの……」

「おまえの力がいる」

　戸惑う白雪に向き直った朱月は、喉のどの奥でおかしそうに笑った。「おまえの竜りゆう珠しゆなら、俺の求める禁きん呪じゆを動かして、術を編むことができるだろう。それに何より、今のおまえにしか、この湖の封ふう印いんを解くことができない」

「封印を解いて、本当に、あなたの望みがかなうの？」

　白雪は動どう悸きを抑おさえようとしながら問いかける。「この湖に封じられた無念の霊れいを解放すれば、あなたは満足するの？」

「それは誰に聞いた」

　朱月は笑うのをやめた。

「俺だ」

　千白が前に進み出た。

　朱月は目を細める。

「おまえは、……結局、あれに殉じゆんずるのか」

　その言葉に、千白は声を立てて笑った。

　身をふたつに折らんばかりにして笑う千白を見て、彼がおかしくなったのではないかと、白雪は目を瞠みはる。

「千白……」

　思わず手を伸ばして肩に触れると、ようやく千白は笑うのをやめた。

　悲しげな微び笑しようを浮かべて、

「殉ずる、か」と呟つぶやく。

　思わず白雪は、うつむいた千白の頭を抱だき寄せた。今の千白は以前より身長が高くなっているが、そうすると白雪の肩に額が寄せられる。

「千白、ね、泣かないで……」

　わたしが、いるから。

　そう言おうとしたが、言えなかった。

　千白は自分をたいせつにしてくれる。

　だが、彼が求めているのは、自分ではない。

　何もかもすべてを思い出したと千白は言った。

　だとすれば、過去の宿主たちのことも、最初の伴はん侶りよであった国祖のことも、思い出したのだろう。

　そう考えると、自分など、千白の慰なぐさめにはならない気がした。

「白雪は、やさしいな」

　そんな白雪の想おもいを読んだのか、千白は小さく言って顔を上げた。「ありがとう」

　白雪はそっと首を振ふった。

　目をさました千白が自分を忘れていたとき、白雪は傷ついた。

　だが、繰くり返し宿主との別れを余よ儀ぎなくされていた千白は、そうやって忘れることで、自分が傷つかないようにしてきたのではないか。

　千白は白雪から離はなれると、前へ向き直った。数歩先の湖面へと、ためらわず歩を踏み出す。

「あいつに殉ずることがゆるされていれば、俺もしろがねにはならなかった」

　淡々とした千白の声が響ひびく。

　静かな声こわ音ねに、白雪は深い哀あい慕ぼの情を感じ取った。

「だがあいつは、自分の死後も子々孫々を見守るよう、俺に願った。……あいつを主あるじとする以上、俺はあいつの命めいに従わなければならなかったから……だから俺は、白ではなくしろがねになった。──自分の死後を案じるような弱い宿主を選んだ愚おろか者として銀ぎん燐りんを帯びたんだ。……大地に縛しばられて二度と天空には戻れない、枷かせの銀燐を」

　千白は恥はじるように顔をそむけた。

「ああ、そういえば」と、朱月は嘲あざけりの表情を浮うかべた。「おまえ、最初はただの白だったな。あいつが死んだら、銀燐が入った。──こいつのようにな」

　朱月はそう言いながら、手を空くうにかざした。その手のひらがたちまち黒いものに覆おおわれる。その黒さに、白雪は茉莉の言葉を思い出した。

　まっくろとは、これのせいだったのか。

「なんだ、ありゃ」

　それまで無言だった騎き士したちの中から声が上がった。青磁だ。

「黒いのに、……光ってる？」

「くろがねか」

　千白は、何な故ぜか悲しそうな顔をした。「しかも、そいつはひどく古い。いつからいるか、おまえ、知っているのか？」

「少なくとも、三千年前は俺の一族が輝き石せきとして所有していた」

「おまえはそのままでいいのか？　そのくろがね、名前がないせいで、ずいぶんおまえと融とけ合ってる。引き離すにはどちらかが滅ほろぶしかないぞ」

「それはもとより承知だ。俺は、──俺の体は、一度殺されかけたときにいろいろと欠けたんでな。くろがねにはそれを補ってもらっている」

　千白はそれにはもう何も言わなかった。黙って手を伸のばして、白雪の、九連環杖を持っていない右手を握にぎった。

「──白雪は、あいつの望みをかなえたいか？」

　訊きかれて白雪はためらわずにうなずく。

「できることなら」

「できなくはない。俺に命じればいい」

　千白は白雪の斜ななめ前で、振り向きもせずつづける。「彩湖の封印をとけと命じれば、俺はそのとおりにする」

「この場の封印だけではない。次にはこの国の結界もすべてといてもらおう」

　朱月が声を張り上げた。

　それは白雪も望むところだった。だが、騎士たちは結界を解くことを望んでいなかったはずだ。そう考えて思わず振り返り、騎士たちの顔を確かめるように見る。

「──今は、君だけが彼を救える」

　蘇芳が低く言った。「だから白雪、自分が正しいと信じた選せん択たくをすればいい」

「どうせこのまま、何も変わらずに終わるわけはないしね」

　明るく言ったのは琥珀だ。

「まったくだ」と、青磁が同意する。「この状じよう況きようを打破してから、どうするか考えても間に合うように、俺たちが力になる」

　今まで、青磁がこんなふうに肯こう定てい的に励はげましてくれたことはなかった。白雪は驚おどろいて、ちょっと笑った。

「君のためなら、なんでもする」

　最後に黒曜が、締しめくくるようにきっぱりと言った。

　いつもこの四人は、白雪を支え、励ましてくれる。かれらのおかげで歩を踏み出せたことが何度もあった。

　だから、自分もかれらに応こたえたいと思う。

「ありがとう」

　白雪はそう言うと、千白に向き直った。

　朱月が望むから、だけではなく。

　本当に、この湖に無念の霊が封じられているならば、それらの霊を苦しみから解き放ちたかった。

　それに、この地にはびこる呪のろいを、いつまでもそのままにしてはおけない。

　永遠につづく呪いなんて、あってはならない。あるはずもないのだ。

「千白、……彩湖の封印を、といて」

「承知した」

　千白は自分の前の空気の壁かべに手を当てるようにした。目を閉じ、何かの言葉を紡つむぎ始める。その言葉は、今、白雪たちが口にし耳にする言語とはかけ離れていた。

　だが、耳ではなく白雪の脳内に、発される言葉の意味が響いてくる。

（我、創はじ始めの光ひか彩りに集められし水は分かれて放たれよ。創はじ始めの光ひか彩りによって集められた水によって隠かくされし亡なき骸がらと焼け焦こげた大地よ、今、現れよ。この地につなぎ止められて苦しむ霊たちよ、出いでてその想いを述べよ）

　呪詞とは異なる奇き妙みような旋せん律りつにのせられた異音の意味を、白雪はそのように受け取った。

　千白は一通り言葉を発し終えると、黙だまって目をあけた。

　しばらく何も変化がなかったが、やがて光柱が太さを増していく。それと同時に湖面が下がり、長きにわたって水の下に隠されてきた地じ肌はだが剝むき出しになった。そうすると、彩湖は広さはあるが、比べて実はさほど深さがないのがわかってくる。せいぜい、三階建ての建物程度だ。

　湖水は霧む氷ひようのような粒りゆう子しになり、そのせいか周囲の気温が下がり始めていた。頰ほおにときおり冷たい霧氷が当たって、軽い痛みがはしる。

　湖底が見え始めると、光柱の端はしが岸へ迫せまってくる。湖上に揺ゆらめいていた白い影かげは消えたかのように見えたが、光柱に吸い込まれているようだった。

　最初にそれに気づいたのは、命の重さに敏さとい黒曜だった。

「ひどい屍し臭しゆうだ」

　光柱のきわの湖底を睨にらみつけるようにして、彼は言った。「屍体が、多すぎる……！」

「見るがいい」

　朱月が、地を這はうような声で言った。「あれが、おまえたちの遠い先祖のした所業だ」

　朱月の手が指し示す湖底には、白っぽいものが無数に積み上げられている。

　それは真まな白しろではない。黒く焦げた跡あとや変色した箇か所しよも多かった。そして、長く、──三千年にわたって水みな底そこに沈しずんでいたというのに、まったく損そこなわれず形を保っていた。

　巨きよ大だいな彩湖の湖底には、数え切れないほどの焼け焦げた人骨が隠されていたのだった。










　湖底に積み上げられた無数の人骨に、ふわりふわりと白い煙けむりのようなものが寄っていく。

　あれは、ふいに生を絶たれた事実を受け容いれられずさまよう霊れいたちだ。白雪は、竜りゆう珠しゆでそれを感じ取った。

「ここは、俺の一族がもっとも多く住んでいた谷だった」

　朱月は、黒く輝かがやく両手を広げて湖底を指し示した。「風狩カガリと名乗る、俺の一族は」

「朱月、やめてくれ……」

　浅緋が近づいて、言った。「過去の亡ぼう霊れいをよびさまして、おまえは本当に気持ちがおさまるのか？　いつまでも傷を癒いやそうとせずに恨うらみつづけるのは、……もう、やめろ」

　振ふり絞しぼるような声だった。

「おまえにそれが言えるのか？」

　朱月の声は冷たかった。「俺の母を犯おかして殺し、木から吊つり下げたのはおまえの父だ。俺の生まれたばかりの弟を踏ふみつぶして殺したのはおまえの兄だ。俺の体を剔えぐり切り裂さいて、俺の妹を連れ去ったのもな」

「その父と兄を、おまえは殺しただろう！　そして、俺の、……弟も！」

「それがどうした」

　浅緋の糾きゆう弾だんを朱月は嘲あざけった。

　白雪は身を震ふるわせた。

　恨みと憎にくしみで凝こり固まった朱月の心が、すっかり冷え切って重くなっているのが感じられる。

　気け圧おされて無意識に後あと退ずさった白雪を、同時に両りよう脇わきから蘇芳と青磁が支えた。

「しゃんとしろ」

「あの人は、……君に助けてほしいんだ」

　蘇芳の低い囁ささやきに、白雪ははっとする。

「蘇芳……」

「俺のように」と、蘇芳は苦く笑しようする。「でも、俺はもういい。……あの人を助けてやってくれ。君になら、できるはずだから」

「ありがとう、蘇芳」

　白雪は力を込めてうなずく。

「俺は、俺の一族を取り戻したい。……俺の、家族を」

　熱に浮うかされたように語る朱月に、その会話は届かなかったようだ。

「朱月、……」

　朱月の言葉に、浅緋は首を振った。「失われたものは、取り戻せない」

「本当にそうか？」

　朱月は浅緋をちらりと見てから、白雪に視線を戻す。

　白雪は、それをまっすぐに受け止めた。

「俺はずっと待っていた。彩湖の封ふう印いんを解き、この国の結界をほどいて、俺を、……」

　白雪は眉まゆを寄せた。

　一いつ瞬しゆん、朱月の輪りん郭かくが、ぶれたような気がしたのだ。──まるで、形を保てなくなったとでもいうように。

「……あなたは、本当は何を望んでいるの？」

　白雪は叫んだ。

「こちらへ来い。怖こわければ、その騎き士しどもを連れてきてもかまわないぞ」

　怖いわけではなかった。だが白雪が一歩踏み出すと、騎士も同じように歩き出す。

　そこでふと、白雪は気づいた。

「……千白？」

　いつのまにか、姿が見えない。

　完全に水がなくなり、谷と化した湖の手前で頭こうべをめぐらせると、ふわりと白い衣ころもが視界の端で揺れた。

「彩湖の封印を解いたら、今までの姿がとけてしまったのでな」

　はにかむような表情を浮かべ、おずおずと話しかけてきた千白に、白雪は目を丸くする。

　杖つえの間まで目をさましたときよりも、千白の変化は顕けん著ちよだった。

　短かった髪かみが足もとまで届くほどに伸のびている。やや険けわしくなっていた面おも差ざしは柔にゆう和わな顔つきになっていて、長い髪とも併あわせてどことなく母性さえ感じさせた。

　いつも身に纏まとっていた硬こう質しつな輝きは消えて、今は白く見える。

　そして、長いその髪は、銀色ではなく白かった。

「姿を編み直していたのだ」

　物言いも、今までのきっぱりとした語調とは異なってやさしげだ。身に纏まとう衣も、襞ひだの多いたっぷりとした布地で作られた古い意い匠しようだった。

　伸ばされた手に髪を撫なでられ、白雪はまばたいた。

「本当に、すまない。封印をといたせいだと思うが、……おまえが望む姿に近い形なりは、もう保てなくなった。これは最初の姿なのだ」

　その言葉に、白雪は息をのんだ。

「千白、……もう、戻れないの？」

　白雪が近づいて顔を覗のぞき込むと、千白は悲しげに微笑ほほえんだ。今までに見たことのない、はかなげな笑みだった。

「すまない」

　短い詫わびの言葉に、白雪は、千白とともに過ごせる時間があと僅わずかしかないことを悟さとる。

　もう戻れないんだ、と思った。

　何も知らなかったころには、もう……

「だが、前に約束したとおり、俺の残りの時間はすべておまえにやる。好きなだけ俺を使うがいい」

　白雪の思いを読み取ったのか、千白はそう告げた。

「どうした、来ないのか」

　ふたりの会話を遮さえぎるように、先を歩き出していた朱月が振り向き、ややいらついた口調で問う。

「行くわ」

　白雪はもうためらわなかった。

　……立ち止まるわけにはいかない。自分で選び取り、前へ進むと決めたのだから。

　白雪は歩を踏み出した。

「白雪……！」

　騎士の誰だれかが、励はげますように名を呼ぶのが聞こえる中、白雪はそのまま進む。

　湖岸を過ぎて、足の下が空くうとなっても、硬かたい地を踏みしめているように歩くことができた。

　四人の騎士のうち、最初にとび出したのは黒曜だ。歩きつづける白雪の後ろにつく。一瞬遅おくれて琥珀、最後には蘇芳と青磁がそろってつづいた。

「悲しい匂においだ」

　黒曜が、下方を眺ながめながらぼそりと呟つぶやく。

　視線を下げると、湖底だった地面では、ゆらゆらと白い霊れい影えいが揺ゆれていた。そのさまは、こちらを見上げている人のように、白雪には思えた。

「古き血の匂いだ」

　前方で、朱月が答える。

　朱月は、光柱の前で立ち止まった。

　ふと、白雪は後ろを振り返る。

　湖岸には浅緋が立ちつくしていた。うつむいているので、その表情は見えない。

「あの人は……あなたの、なんなの」

　視線を戻しながら問うと、朱月はゆがんだ笑いを浮かべた。

「俺と対ついを成す存在だ。あいつは俺がいなくては生きていけない」

「じゃあ、あなたもあの人がいなかったら、」

「俺は、あいつがいなくてもどうということはない」

　朱月は、白雪の言葉を遮った。

「あの男は、長汀の太子の従者だった。それはあなたがそうするように指示したんですか」

　問いかけたのは蘇芳だ。まさか、と朱月は首を振る。

「あれはただの偶ぐう然ぜんで、あいつが勝手にしたことだ。俺は一いつ切さい知らん」

　それより、と朱月はつづける。「俺の望みをかなえると、言ったな」

「ええ」

　白雪はうなずく。「でも、あなたが望むからといって、誰かの命を奪うばうつもりはありません。……ただ、あなたのその恨みや憎しみを、除きたいだけなんです」

「ずいぶんと傲ごう慢まんだな」

　以前、姿を偽いつわっていたときと同じ言葉を、朱月は繰くり返す。

　あのときはまだ、あの青年が朱月だと気づいてはいなかった、ただ似ているのだと思っていた。

　そして、彼に憎まれていることも、知らなかった。

　そう考えると、ほんの二、三か月ほど前でしかないそのころすら、白雪にはひどく遠い昔のように感じられた。

「だったら、この俺の憎しみや恨みを本当に除けるか、自分の身で知るがいい」

　朱月は光柱を指し示した。「中に入れば、この地で何が起きたかを知るだろう」

「よせ」

　前に出ようとした白雪の肩かたにかけられたのは、青磁の手だった。

「これは罠わなだぞ」

　振ふり向きざま、白雪はきっと青磁を睨にらみつけた。

「罠でも、かまわないわ」

　その言葉に、青磁は手を離はなす。

「……おまえは、そんなに」

　青磁は、怒おこっているような顔つきをして何かを言いかけたが、口を閉とざしてしまった。

「どうする」

　朱月の声がした。

　白雪はその声に誘さそわれるように素す早ばやく身を翻ひるがえすと、光柱の中に飛び込んだ。

「白雪……！」

　千白の声が、最後に聞こえた。
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　浅緋は、光の柱にあの少女が飛び込んでいくのを見た。

　──いつか終わりが来るのは知っていた。焦こがれるように、しかし怖おそれながらも待ちつづけていた。

　始まった以上、終わらないものは何もない。

「自分の本当の望みを知るのか、朱月」

　浅緋は、地に膝ひざをついた。

　朱月が本当に望んでいたことを、浅緋は知っている。

　そして、朱月が忘れてしまったことも。

　強い憎にくしみや恨うらみの念で、記き憶おくから除いてしまったことも。

　知っていたのに、浅緋は言わなかった。

　言えなかった……

　本当は、彼が、

（兄さん）

　背後から弟が呼びかけてきた。（悔くいているのですか）

　神杖の国祖となった男は、浅緋の弟の息子むすこでもある。そのせいだろう、弟はずっと神杖の行く末を案じて、滅ほろぼそうとする朱月と行動を共にする浅緋から離れなかった。

　浅緋は首を振った。

　自分は何がしたかったのか。

　……朱月とふたりでいるときの閉へい塞そくした重苦しい空気の中でも、浅緋は、自分が満たされていると感じることがあった。

　朱月は、どれほど忌いんでも無意識下で浅緋を必要だとわかっていたから、決して排はいすることができないのだ。

　施せ術じゆつ者しやである浅緋が消えれば、朱月にかかっている術はとける。

　滅びかけた肉体と霊れいをつなぎ、生き存ながらえさせている術が。

　朱月の中に融とけ込んだくろがねも、それを知っている。

　ただ、朱月だけが忘れてしまっていた。知らなかった。

　もはやその身は滅びに瀕ひんし、そして本当はいつもこのあてのない旅を終わらせたいと望んでいたこと。

（朱月の死を受け容いれられなかったことを、……悔やまないのですね）

「悔やみはしない。だが、……俺は結局、あいつを苦しめつづけた」

（それは、おたがいさまです）と、弟は囁ささやいた。（あなたも、あの人も、互たがいに掛かけ合った軛くびきのもとで、息も絶え絶えになりながら、駆かけつづけることをやめられない）

「それで、よかったんだ」

　浅緋は血を吐はくように叫さけんだ。「それでも、よかったんだ……！」

　それでも、いつまでもつづくはずはないとわかっていたのに、認められなかった。

　──いっそこの世の終わりまでつづいてほしいと、浅緋は心の奥底で願っていたのだ。










　ぱちぱちと爆はぜる火の音。

　風狩の村は、どこでも中央に円形の広場がつくられていて、その真ん中には大木があった。それを取り囲むようにして立てられた住居はほとんどが木造だった。

　──だから、よく燃えた。

　目前に広がる村は、そこかしこで炎ほのおが上がっていた。

　そして、戦いの音。武器のぶつかり合う音と、人が殴おう打だされ、斬きられ、剔えぐられる音。悲鳴と呻うめき声。

　遠くから煙けむりは見えていたから、彼はここまで走って来ていた。息を切らし、村の中心から八方に延びる道のひとつをたどる。彼の住すみ処かは、村の中心にほど近かった。

　土つち埃ぼこりの上がる道へ駆け込んでいくと、建物の陰かげから奇き声せいを上げて襲おそいかかってくる者がいる。見たこともない反った刃やいばの武器から跳とびすさり、手向かうことなく先を急ぐ。

　敵が出てきた建物の陰には、血を流して倒たおれる者がいた。見知った顔だったが、助けることはできなかった。もうこと切れているのは明らかだったからだ。

　そのようにして何度か襲しゆう撃げきを受けながらも、ただひたすらに我が家を目ざした。

　広場は酸さん鼻びを極きわめる情景が広がっていた。悲鳴が幾いく重えにも聞こえる。まるでもののように放ほうり出されている、人の体。殺すためでなく、傷つけるための傷が無数に見える。そのせいだけではなく、彼は広場を前にして茫ぼう然ぜんと立ちすくんだ。

　広場の中央の大木には、いくつもの人間がぶら下がっていたのである。女や子どものみならず、男まで衣服を剝はがされ、体中から血を流していた。

　彼は大木の下に駆け寄った。ゆらゆらと揺ゆれる、すでに生きてはいない人々をひとりひとり確かめるように見るうちに、母の屍し体たいを見つけ出す。何度も殴なぐられたのだろう、顔の形は変わっていたが、耳に埋うめ込んだ飾かざりで母だとわかった。

（母さん！）

　喉のどが裂さけんばかりに叫ぶ。辱はずかしめられた屍体を下ろそうとして手を伸のばすが、背後から何かの動物のような絶ぜつ叫きようが聞こえて思わず振り向いた。

　それは彼の家から聞こえていた。

　叫びは唐とう突とつに終わり、それからすぐに、見慣れた彼の家、嵐あらしのたびに何度も父と修しゆう繕ぜんした家から、背の高い男が出てきた。

　片足の先が血と何かの肉にく片へんで汚よごれた長身の男は、すぐに彼に気づくと、血ち塗まみれの剣けんをひっさげて近づいてきた。

（まだ生きているやつがいたか）

　ひどく楽しそうに、そう男は吼ほえた。

　彼が拾ってきたあの少年と、同じ発音の言葉だった。

　男は哄こう笑しようすると斬りかかってきた。彼に武器はない。ひたすら身を返して避よけるしかなかった。超ちよう人じん的な剣けん戟げきの速さに、呪じゆ詞しを唱えて術を練る間もない。

　そのうち、刃の一撃が容よう赦しやなく胴どうを薙なぐ。衝しよう撃げきとともに、彼は半ば意識を失いながら地面に倒れた。

　意識を取り戻したのは、聞き慣れた声の悲鳴、そして自分の身を剔る刃の衝撃のためだった。

（兄さん！）

　妹の叫び声。

　目をあけると、髪かみを引っ張られて地面を引きずられる裸はだか同然の妹が見えた。

（……あかり！）

　叫んだつもりだったが、声は出なかった。身を起こそうとしたが、体に力は入らず、ちっとも動かない。下か肢しが燃えているように感じられる。痛みを感じる域は過ぎていた。

　北方をさまよい、多くの地を蹂じゆう躙りんしては打ち棄すててきた白はく魔まとも呼ばれる見ミ杖ヅエの民たみは、竜りゆう珠しゆが屍体に乗り移ると信じて忌み嫌きらう。ゆえに殺した相手は必ず下肢を切り刻む。乗り移った竜珠が復ふく讐しゆうのために子どもを作れないように、男でも女でも屍体から性器を剔り取る。朱月が命を救った少年、浅緋に聞いていた通りだった。

（……あさひ）

　何な故ぜだ。

　どうして、こんなことに。

　そう思いながらも、彼は浅緋の命を助けたことを悔いなかった。

　自分は何も持っていなかった。戦いに加われなかった。それだけが心残りだった。せめて武器を持っていれば、あの男くらいは殺せたかもしれないのに！

　地面を搔かいた。僅わずかに指が動く。

（あかつき）

　名を呼ぶ声がした。重くなりつつあった瞼まぶたをなんとかして上げると、ぼやけ始めた視界に暗赤色の髪が見える。

（朱月）

　彼が命を拾った少年、浅緋だった。

　浅緋はのろのろと近づいてくると、彼の傍かたわらに膝ひざをつく。

（たのむ、……とどめを、さして……くれ、）

　浅緋を見上げ、彼は唇くちびるを動かした、つもりだった。しかし、半ば開いたままの口からは、うなり声のようなかすかな音が漏もれるだけだった。

（待っててくれ、もう少し、……）

　浅緋は何かを決意したような声でそう告げると、立ち上がって傍そばを離はなれていく。

　自分はひとりで死ぬのか、と彼は目を閉じる。

　死ぬのは怖ろしくはなかった。ただ、自分の救った命を、最後に見ていたかった。

　せめて、連れ去られた妹は楽に死ねるようにと願った。この先、どんな苛か酷こくな目に遭あわされるかは容易に想像がついたからだ。
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　浅緋は屍体をぶら下げた大木の下へ行くと、以前、自分を救ってくれた朱月の妹、朱あか里りに教えられた根もとのうろに手を入れて中をさぐった。焦あせりながらまさぐっているうちに、つるりとした丸いものが指先に触ふれる。せいいっぱい腕うでを差し入れてそれを摑つかみ、樹皮で腕や手が傷つくのもかまわずに引きずり出した。

　漆しつ黒こくの輝き石せきは、闇やみの色を湛たたえている。浅緋は輝石を手にして、死にかけている少年のもとへ戻った。

　名を呼びながら、彼の心臓の上に輝石を置き、そのまま押さえつけるようにして両手をのせた。

　浅緋の血族である見杖の民は竜珠を忌いみ嫌う。しかし忌み嫌いながらも、竜珠の不思議の力を有効に用いるべく、一族に生まれついた竜珠は呪詞を学ばされ、術を編むためだけに生かされた。

　それでいて軽かろんじられ蔑さげすまれ、ときには命さえ軽々しく扱あつかわれたが、それでも浅緋は一族のために尽つくした。蹂躙された土地から掠りやく奪だつされてきた、あまり幸せではなかっただろう母や、同じ母から生まれた弟のためだった。

　母は最初に産み落とした自分が竜珠だったので身分は婢はしためのままだ。しかし浅緋の弟は、その利発さが一族の長おさにも等しい杖じよう者しやに見いだされて、幼いうちから杖者のもとで読み書きやその他の学問に携たずさわるようになっていた。弟が成人してもっと一族に貢こう献けんするようになれば、母も婢の身分からぬけ出せるかもしれなかった。

　神の約してくれた安あん寧ねいの地がこの土地ならば、見いだした浅緋とその血族は、今後、一族内でも厚こう遇ぐうされるだろう。つねに身につけることを強しいられる足あし枷かせ代わりの足輪を母の足からはずしてやれるかもしれない。

　だが、だからといって、自分を救ってくれた風狩の民を殲せん滅めつしたかったわけではなかった。

　浅緋は、杖者から与あたえられた呪詞のひとつを口にしていた。杖者は術を編めないのに無数の呪詞を知っていて、それを竜珠たちに与えていた。浅緋は特に竜珠が重かったので、特別に短く威い力りよくの強い呪詞を教えられていた。

（天地の理ことわりをこえて、生は死と、昼は夜と、大地は海と、結ばれよ）

　ためらわず、浅緋は呪詞を口にした。何度も繰くり返しているうちに、両手で押さえていた輝石が、ゆっくりと朱月の体に沈しずんでいく。

（頼たのむ、朱月、……目をさましてくれ！）

　自分の血族の所業を償つぐなうために、浅緋は祈いのった。

　やがて、朱月の流した血がみるみるうちに干ひ上あがって、赤い粒りゆう子しとなって朱月の体に吸い込まれていく。

　同時に、明るい朱しゆ色いろだった髪が、輝かがやきを帯びた黒に変化していった。

　どれくらいそうしていただろう。

　──周囲の燃えていた家々が燻くすぶった鎮ちん火かの煙を上げ始めるころ、朱月の瞼は再び持ち上がったのだった。
















　光柱の中で過去を見届けた白雪は、ゆっくりと目をあけた。

　光柱の内部は、そこかしこに焼け焦こげた人骨が積み重なっている。あまりにも多いその数に、突とつ然ぜんの敵の襲しゆう撃げきを受けたときに殺された人々だけではないと察せられた。

　燃え残った建物の跡あとは、まるで巨きよ大だいな獣けものの骨のように寒々しかった。湖底にあっても風化しなかったのは、術による封ふう印いんのために、時が止まっていたのだろう。

「……これで、俺の望みがわかっただろう」

　暗い声が響ひびく。

　前方にひらけた空間には太い枯かれ木があり、朱月はその前に立っていた。時が止まっていたために、その木は朽くちずしっかりと地に根を張っていた。しかし枝に葉はなく、樹皮は灰色に変色していて、陰いん鬱うつなつくりもののようだった。

「ここが、俺の殺された場所だ」

　そう告げる朱月の顔は、目ばかりがぎらぎらと金色に輝いて、肌はだは蒼そう白はくだった。この場に留とどまるのが苦しいように見えるのは、気のせいだろうか。

「そこが、俺の家だった」

　朱月は、白雪の左後方を指した。白雪は思わず振ふり返る。背後には騎き士したちが従っていたが、みな一様に青ざめていた。おそらく、白雪が見たのと同じ過去を見させられたのだろう。

　三千年前にこの地を蹂躙した惨むごい戦いを。

「俺は、くろがねの輝石と融とけ合ってよみがえった。家に戻ると、生まれたばかりだった弟が踏ふみつぶされていた。父は頭を断たち割られ、胴どうから下は斬きり落とされていた。俺は、ひとりでも生き残っている者がいないか、すべての家を見て回った。──誰だれも、いなかった」

　朱月の言葉に呼応して、白雪の脳のう裏りに、まるで自分の記き憶おくのように過去の情景が流れ込んでくる。

　苦しむさまを見て楽しむために火をつけられて焼け死んだ少女、切り刻まれた老人や子ども、首や胴を刎はねられて絶息していた男たち。女の屍し体たいは少なかった。利用するために連れ去られたのは明白だった。

「生きている者がひとりもいないことを確かめてから、俺は村を離れた。すぐに白魔が本ほん陣じんを引き連れて戻ってきたからな。やつらは近くの村々を襲おそっては、殺した者の屍体をここに集めて、最後にはもう一度火をかけ、焼き払はらった」

　そうして、この谷から生きものは絶えたのだ。

　白雪は、ただただ怖おそろしくて、すがるように九く連れん環かん杖じようを握にぎりしめた。

　人の命を無造作に、楽しみながらさえ絶つことのできる、酷ひどく陰いん惨さんな気き性しようの者たち。

　自分には、そういった者たちの血が流れている。

　考えただけで、吐はき気がした。

　戦いとは大義の上に成り立つものであることが多い。しかしそんな大義すら、この村を襲った者たちには不要だったのだろう。

　殺したいから殺す、邪じや魔まだから殺す、ただそれだけだったのだろう。少なくとも、この地に残っていた過去の情景からはそうとしか読み取れなかった。

「それを、俺は、見ていることしかできなかった」

　朱月は、わらった。何も知らない者が見たら、ただの笑えみだと思っただろう。

「このようにして命を絶たれた者が、呪のろわずにいられると思うか？」

　精神の安定を欠いているような、ほとんど明るくさえ聞こえる声がつづける。「もちろん俺は呪った。恨うらみ、憎にくんだ。一族の唯ゆい一いつの生き残りとして、復ふく讐しゆうを誓ちかった。俺をよみがえらせた浅緋も、俺に与くみすると言ったんだ」

「それで、彼は自分の一族があなたに殲滅されるのを見過ごしたのですね」

　琥珀が口をひらいた。

「そうだ」

「……ばかげてる、すべての敵を殺し尽くすなんて」

　琥珀は吐き捨てた。

「おまえも、母を殺した者を目の前にしたら、そうは言えないだろう」

　朱月の揶や揄ゆする口調に、琥珀の顔が歪ゆがむ。

　反論は、ついに発されなかった。

「だから俺は、復讐のために、この国の者たちを根絶やしにする。そして、ここに封ふうじられた俺の一族をよみがえらせるんだ」

「復讐は、……あなたが、それを望むのはわかります、でも、……でも、なんのために一族をよみがえらせたいのですか」

　白雪は問う。「三千年前に亡なくなってしまった人たちを呼び戻して、何をしたいんですか」

「生きたいと願うから、こうしてみんな、さまよっている」

　朱月は唄うたうように言った。「俺はその望みをかなえてやりたいんだ」

　白雪は黙だまって唇くちびるを嚙かんだ。

　今までは、朱月の凝こり固まった憎ぞう悪おや積せき怨えんを晴らすには、彼の望みをかなえるのがいちばんよいと考えていた。

　しかし、このように重苦しい望みをかなえても、彼の心は決して晴れないだろう。

「死んだ人は、もとには戻りません」

　白雪は硬かたい口調で呟つぶやいた。「あなたが死んだとき、わたしはそれを思い知って……」

　だから、こうして目の前にいる男は、自分を育ててくれた人ではない。自然とそう思えた。

「確かに、その通りだ」

　朱月は、微笑ほほえんだ。白雪はまじまじとその顔を見つめた。

　懐なつかしい面おも影かげが、そこにはあった。

「だが、だからこそ、取り戻したい」

　なだめるような口調でつづける。「白雪、おまえもそう考えただろう？　私に戻ってきてほしいと」

　白雪は動どう揺ようした。

　今まで、目の前の男が朱月ではないと自分に言い聞かせられたのは、ひとえにその口調が異なっていたせいだと思い知る。

　以前と同じように語りかけられただけで、白雪は膝ひざが震ふるえるほどに身も心も安定を欠いた。

「白雪、……私もおまえと離はなればなれになって、淋さびしかったよ」

　うそだ。

　白雪は、自分に言い聞かせた。

　この人は噓うそをついている。

「やめてください」

　白雪を庇かばうように前へ出たのは、黒曜だった。

「おや、どうしてだい。その子は私の望みをかなえると言ってくれたのに」

「そして、あなたはそれを利用して、自分の行いを正当化しようとしている」

　黒曜の糾きゆう弾だんに、朱月は口を閉とざした。

「黒曜……」

　白雪は、黒曜の腕うでを引いた。「だいじょうぶ、だから」

　黒曜は不安そうな表情ながらも、口を閉ざして一歩退く。

「──あなたは自分の一族が殺されたことばかり言うけれど、あなただって、ひとりを除いて敵を殲滅させたのでしょう？」

　その生き残ったひとりである国祖が、この神杖をつくり上げたのだ。

「……ああ」

　朱月は目を細めてうなずく。

「もし、わたしがあなたの望み通り、あなたの一族をよみがえらせたら、……この国の人たちを根絶やしにしたりはしないと約束してくれますか？」

　白雪は、朱月をじっと見て言った。

　白雪の提案が思いがけないものだったらしい。朱月は僅わずかに眉まゆを上げた。

　それから、くすり、とわらう。

「わかった。その条件をのもう。この国の人間を殺すのはやめよう」

「では、どうすればよいのですか？」

「おまえの神を呼び寄せろ。そしてこの地を覆おおう結界をとき、禁きん呪じゆを唱えればいい」

　そこで朱月は愉ゆ快かいそうに笑った。「それから、ここに封じられていた死し霊りように術をかければ済むことだ」

　白雪は千白の姿を捜さがして上空を仰あおぎ見た。光柱の内部は、上に行けば行くほど白く染まっていて、頭上はまるで円えん蓋がいのようだった。

「千白」

　輝キ石セキノ神カミの名を呼ぶと、何かが割れるような音がして、頭上の光が粉々になり、粒りゆう子しがきらきらとあたりを舞まった。

　左手の中の九連環杖が、揺ゆらしてもいないのに九連環を擦すり合わせ、激しく神音かのんを響かせる。

　荘そう厳ごんなほどの神音かのんは旋せん律りつとなってあたりを響ひびかせ、砕くだけた光柱の破は片へんは、それに巻き上げられるようにして上空へ昇のぼっていく。

　やがてその神音かのんがおさまるころ、光柱は完全に消え失うせて、薄うす明あかるい視界にはもとのように谷の風景が広がった。

「呼んだか」

　千白が飛んできて、白雪に近づいた。

「禁呪とは、どの禁呪ですか」

　白雪は、傍そば近くに降り立った千白の腕に、無意識に摑つかまりながら尋たずねた。「わたしは禁呪を、ひとつしか知りません」

「ほどきの禁呪だ」と、朱月は告げた。

「ほどき……？」

　琥珀がいぶかしげな声を上げる。「死者をよみがえらせるのに、ほどきを？」

「ここにとどめられているのは死者の霊れいだけだ。──肉体を物質から再生できても、それへ霊を宿らせるにはどうしても魂こんが必要だが、あいにく、この場にとどめられた霊と対ついになっていた魂は、とっくに天の大河へかえってしまっている」

　白雪はいやな予感がして、千白の腕にきつくしがみついた。

「……ほどきで、今、神杖に生きている者たちから魂をほどき奪うばうというのですか」

　ぽつりと、黒曜が尋ねた。「この国の人々を殺さない、とあなたは言った」

「ああ、殺しはしない。ただ、魂を剝はぎ取るだけだ。そうすれば、霊は自然と肉体から抜ぬけ出して二度と戻もどれなくなり、魂と霊を失った肉体はやがて腐くさり落ちる。──俺が手をくだすまでもないだろう」

　朱月は喉のどの奥でわらった。「そして、この地に留とどまっている死霊にその肉体を与あたえてよみがえらせれば、聖王と斎さい宮ぐうを立ててまで防いでいた古き血の呪のろいは消しよう滅めつする。今後はこの国を誰だれが統すべようとも、呪いを受けることはないぞ」

　そう言い放つと、朱月は放笑した。

　白雪は茫ぼう然ぜんと、そのさまを見つめる。

　彼の望みをかなえると言った。

　そして彼も譲じよう歩ほして、提案を受け容いれた。

　……だが、それはすべて、彼の思おも惑わく通りにことを運ぶ、罠わなだったのだ。

　朱月の言うとおりに死者をよみがえらせようとすれば、朱月の滅ほろぼそうとしていた者たちを白雪が滅ぼさざるを得なくなる。

　──それでも。

　白雪は、怖おそれた。

　それでも、彼の望みをかなえたいと考えてしまう、自分を……










「もし、わたしが」

　白雪は喉を引きつらせながら、ゆっくりと言った。

　千白の手が、そっと背に当てられる。

　千白にはわかっているのだ。

　自分が何を言おうとしているのか。

　なのに、励はげましてくれている。

「白雪……？」

　いぶかしげな声は、蘇芳のものだ。

　自分を信じてくれている、騎き士したち。

　何も知らず、結界に守られている神杖の人々。

　……夜鳩の気持ちを、白雪は今になって思い知っていた。

　彼は、自分のたいせつなものを守るために、他者の命さえ犠ぎ牲せいにした。

　どうして彼を責められる。

　──白雪は今、彼と同じ選せん択たくをしようとしていた。

「何もかも、あなたの言うとおりにすると言ったら……」

「白雪！」

　背後で青磁が名を呼んだ。

　しかし、白雪は、千白からすら手を離して、前へ出た。

　朱月に近づくために。

　朱月は目を瞠みはって、一歩下がる。

「あなたは、わたしと一いつ緒しよにいてくれるの？」

　もう一歩前へ出ると、朱月はまた、後あと退ずさる。

　決して詰つまることのない距きよ離り。

「わたしは、あなたを失いたくない」

　白雪は、体のずっと奥、おそらくは魂たましいの収められている部位から突つき上げてくる激情に身をまかせた。

「なに、を……」

「あなたと一緒にいたいんです、朱月」

　白雪は、震える声で告げながら、胸に手を当てた。「あなたが死んだときから、ずっと、もういないんだと自分に言い聞かせて、……この中に、穴が空いていたわ」

　それを、四人の騎士とこの輝キ石セキノ神カミが埋うめてくれたと思っていた。

　だが、それが錯さつ覚かくに過ぎず、空いた穴が決してふさがらないことを知ったのは、朱月が姿を変えて目の前に現れたときだった。
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　もういない人の面おも影かげを見いだして、どれほど自分が彼を求めていたかを思い知った。

　そして今、父親だと思い込んでいた彼への思し慕ぼが、血のつながりという枷かせを失った今、別の感情へと変容していくのに気づいてしまっていた。

「あなたはわたしにとって、すべてだった」

　白雪の言葉に、朱月は驚きよう愕がくの表情を浮かべている。

　瞠どう目もくしたその表情は、幼く見えるほどだった。

「だから、一緒にいてほしいんです……！」

　白雪は、心の中のありったけの感情を、想おもいのすべてをこめて告げた。










　困ったな、と葉子は頭かぶりを振ふった。後ろで軽く結んだだけの赤毛が揺ゆれる。

　深夜なのに眠ねむ気けがちっとも訪おとずれないのは、状じよう況きようの異常さのせいだろう。

「お茶、どうぞ」

　茶を運んできた葉子は、人々に告げた。

　書籍館厨ちゆう房ぼうの備び蓄ちく食しよく糧りようは葉子が食べ尽つくしてほとんどなくなっていたが、茶葉は豊富だった。一いつ般ぱん閲えつ覧らん所には茶をたしなむための茶さ房ぼうが特別に設けられているからだ。

　茶房には天てん井じようまでの窓があって、外がよく見える。

「妃ひ殿でん下か自らのお茶とは、何年ぶりでしょうか」

　夜鳩が懐なつかしげに言った。

　茶房の卓たくについているのは、夜鳩の他ほかには賀宗、茉莉、そしてハルである。

　茉莉はハルをたいへん気に入って、もふもふとした八本の尻尾しつぽをさわってよろこんでいる。ハルも、子どもをからかうのが楽しいのか機き嫌げんがよく、小さな手で喉を撫なでられるとのけぞってくるくると喉声を上げた。

「そういえば、昔はおまえもたまに茶会に来てくれていたな」

　ひとりひとりの前に茶器を置きながら、葉子はそう返した。

「妃殿下、……その、自分を傍そばに置いて、平気なのですか」

　賀宗のためらいがちな問いかけに、席に着いた葉子はにやにやした。

「冬ふゆの宮みやがもしわたしに害を為なそうとすれば、そのねこが一ひと嚙かみしてくれるだろう。人間を殺すなと言い聞かせてあるから、命を落とさずには済むだろうが、殺してくれと懇こん願がんするような目に遭あわせられるかもしれないな」

　葉子はちらりと賀宗を見て、茶ちや碗わんに口をつけた。「そいつ、動くしあたたかいし、やわらかくてもふもふしているけれど、ちゃんと金属製なんだ。どういう原理で動いているんだろうな」

　十二年物の黒茶は、葉子が白鷺に教えられて飲み始めたものだ。平民ならば年に一度も口にできないほどの高価な茶葉とも、そろそろお別れだろうと葉子は考える。祥琳が偽ぎ王おうであると知られた以上、自分は王妃ではいられないのだから。

　だが、それを惜おしむ気持ちは葉子の中にはない。

「冷めないうちにどうぞ」

　葉子の言葉にすっかり硬こう直ちよくしてしまった賀宗を促うながすつもりで言うと、黒茶は初めて飲むらしい茉莉が、おっかなびっくり茶碗に口をつけて、一口飲んだ。

「おいしい」

「それはよかった」

　子どもの素す直なおな賞賛に、葉子はにっこりする。

「では、私を傍に置いても」

「以下同文だ」

　言いかけた夜鳩を、葉子は軽くあしらう。「白鷺にこてんぱんにされたおまえが、黒ハル猫ノ神カミの守りを受けるわたしをどうこうできるはずはないだろう。だいたいおまえは間ま抜ぬけなんだ。なのに外そと面づらを取り繕つくろって余よ裕ゆうのある態度を取るから、周りの人間が勘かん違ちがいする。──ご存じですか、冬宮」

「何をです」

　儀ぎ礼れい的に賀宗が返す。

「夜鳩はそつなく仕事をこなすけれど、親しい者の前では気が緩ゆるむからしくじりが多いんです。それに、好意を抱いだいている相手の前では、少しでもよく見せたくて取り繕うから緊きん張ちようして、そのくだらないしくじりがますますでかくなる。──よく萌黄の前で転んでいたのはそのせいだろう」

「ひどい言われようだ」

　葉子の揶や揄ゆに、夜鳩は小声で呟つぶやく。しかし否定はしないから、自分でも認めているのだろう。

「白鷺は、わたしの騎士はどこか足りない者たちばかりで心配だと言っていた」

　葉子は懐かしげに言った。

「足りないのは認めますけどね」

　ぶつぶつと夜鳩は呟くが、葉子は取り合わず、賀宗をじっと見る。

「白鷺は、あなたのことも案じていた」

「儂わしを……」

　思いがけない葉子の言葉に、賀宗は目を瞠る。

「あなたが白鷺を恨うらんでいるのも、知っていた」

「……あれは、斎さい宮ぐうとしての心得はしっかりしていたから、誰だれのことでも平等に案じもするじゃろう」

　賀宗はそっけなく呟く。

「いいえ。斎宮だから、ではなく、姪めいとして伯父おじを心配していた」

　賀宗は何も言わなかった。

　しばらく硬かたい沈ちん黙もくが落ちる。茉莉さえ、空気を読んだのか静かにお茶をすすっていた。

「そうか」

　葉子が茶を飲み干すとほとんど同時に、賀宗はそう呟いた。

「ところで、あなたは祥琳を偽王として位から追いやった。であれば、祥琳の妻であるわたしは、もう王妃ではないということですね」

「……そうなりますな」

　むっすりと賀宗は肯こう定ていする。

「白雪のように、罪に問われますか？　祥琳の血筋が聖王位にふさわしくないことは、もとより存じていましたが」

「たとえ罪に問われるとしても、今の自分にはどうこう言えるはずはない」

　そう答える杖州公は、さらに老ふけ込んで見えた。

「どちらにしろ、我々の罪科を裁き償つぐないを決めるのは次の聖王ですね。──しかし、今、春宮として扱あつかわれている蘇芳は正気に返ってしまえば位を返上するでしょうし、そうでなくとも、神杖の聖王になぞ、なりたがる者はそうそういないでしょう。土地の生いけ贄にえでしかないのだから。民たみでさえ知っています。聖王が奉たてまつられ平民とは比べものにならない贅ぜい沢たくな生活をゆるされるのは、この国の安あん寧ねいのために呪のろいを負う立場だからと」

　夜鳩は静かにつづけた。「今の神杖ほど、得た権力に比例して重荷を背負わされる国は、世界のどこを探しても他にはないでしょう。それを知っているからこそ、聖王位の近くにあって政まつりごとを輔ほ弼ひつする八公が簒さん奪だつ行こう為いにはしることもなかった。杖州公、冬宮たるあなたも、本当はわかっていたはずだ。この国は、意のままに動かそうとすればするほど身動きがとれなくなって、最後には何もかもを失うと。──それでも、あなたは……」

　夜鳩はそこで言葉を切って、じっと賀宗を見た。

　賀宗はその視線から顔を逸そらすようにうつむく。

「この国の澱よどみを排はいするために、行動に出たのですね」

　夜鳩の声の向こうで、こつん、と音がしたような気がして、葉子は顔を上げた。

「どうしたの」

　茉莉の問いかけは、ハルへのものだった。

　それまで機嫌よく、茉莉の足もとで喉のどをくるくるいわせていたハルは、のっそりと身を起こすと、窓辺へ近づいて、前まえ肢あしを窓まど枠わくにのせるようにして身を起こした。

「どうした、ハル」

　不ふ審しんに思った葉子も窓辺に近づいた。

　注意を促すように、ハルが窓硝子ガラスをそのふにふにした肉球でさわる。

「……道延？」

　葉子は思わず声を上げて、窓をあけた。

「やはり、ここの封ふう印いんにも影えい響きようが及およんでいましたか」と、道延が言った。「今、表に回ります」

「玄げん関かんは鍵かぎがかかっているから、ここから入れ」

　まだるっこしくなった葉子が言うと、道延はしばしためらったものの、窓枠に手をかけ、伸のび上がって部屋にとび込んだ。

「やあ、道延」

「何をしておる」

　夜鳩と賀宗の姿に、道延はぎょっとしたような顔をする。

「おじさん、だあれ」

　茉莉が不思議そうに尋たずねる。

　道延としても、そちらさまはどなたですかと聞きたいところだったが、

「城内で異変が起きています」と、葉子に告げることを優先した。

「異変？」

「自分が調べた限りでは、すべての人間が眠ねむっているように見えますが、息をしておらず、心臓が止まっていました。ですが、死んでいるのと異なり、いっこうに冷たくならないのです」

「すべての人間って……」

　夜鳩が、からになった茶碗を手の中で弄もてあそぶ。「私たちはその中に入っていないのかな」

「そのようだ」

　道延はややむっとしつつ答えた。自分が焦あせってここまでやって来たのに、夜鳩の態度があまりにものんきだったので癪しやくに障さわったのだ。

　そして、杖州公賀宗は、心なしか肩かたを落として見える。

「ああ、冬宮は、さっき来た白雪にたしなめられて、しょげているところだ」

　道延の疑うような視線に気づいたのか、葉子がそう説明した。「お茶をいれなおしてくるから、少し待っていてくれ」

　そう言い置くと、葉子は茶さ房ぼうを出て行った。

「白雪さまが……？」

「そうだよ」と、夜鳩が肩をすくめる。「とりあえず、席に着いたら？　一部始終話して差し上げますよ、侍じ司し」

　促うながされて、釈しやく然ぜんとしないまま、道延は卓たくを囲むようにして腰こしかける。

　夜鳩の語りを聞くうちに、道延は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔つきになっていった。

「で、今、白雪さまは彩湖に征せい討とうに向かっていらっしゃるんですね」

「要約して結果から言うと、そうなるね」

　夜鳩は、まだ茶ちや碗わんの底に残っていた茶を飲んだ。「妃ひ殿でん下か、遅おそいなあ。あっ、もう妃殿下じゃないんだ。じゃあなんて呼べばいいんだろう？　葉子？　紅葉？」

「……夜鳩」と、道延は額を押さえながら呼びかける。「ひとつ疑問がある」

「うん？」

　長年、白鷺の騎き士しとして仕えてきた夜鳩と道延は、そこそこに親しい間あいだ柄がらであるから、公式の場でないときは慣れ親しんだ口調で言葉を交かわす。

「人々の異変が、あの光柱の影響だとおまえは言ったが」

「言ったけど、それが？」

「それでどうして、我々は同じように呼吸も心臓も止まらず、こうして動いていられるんだ？」

「それはたぶん、というか確実に、我が姫ひめの遺のこされた守りだと思うんですよ」

　夜鳩の答え方は、道延には軽口を叩たたいているように聞こえて、殴なぐってやりたくなった。だいたい、蘇芳を春宮に仕立てたあの八公議場での件をいつか問い質ただしてやろうと考えていたのに、それが今、悪びれもせず目の前に座っているのだ。腹立たしいことこの上なかった。

「我が姫の？」

「おそらく、城下にいるはずの祥琳と、王太后、明星の御おん方かたも、私たちのように戸と惑まどっていらっしゃると思うよ」

　夜鳩はにこにこした。「だって考えてもみなよ、ここにいるのは、私と道延は我が姫の騎士、妃殿下は姫の大切な友人、そして冬宮は我が姫の伯父君だ。きっと、大切な人はあの光柱の影響を受けないようにしてくれているんだよ。──そうでもないのに起きてられる人がいるとしたら、それは本人に何かあるんだと思うけど」

「白鷺は、儂も数に入れているというのか」

　賀宗が驚おどろいたような声を上げる。

「さっき申し上げたじゃないですか。我が姫は、冬宮をご心配なさっていたと」

　その言葉に、賀宗は苦しげな表情を浮うかべた。

「じゃあ、その子は」

　くりくりとした目が可愛かわいらしいが見慣れない少女を、道延は示した。

「この子は、烙らく印いんがあるから」

「……烙印？」

「ああ、さっきは端は折しよっちゃったっけ。ほら、白雪さまが逃にげ出しちゃったし、表向きとはいえ一応は新しい斎さい宮ぐうがいたほうがいいだろうってことで、冬宮のお血筋を捜さがして来たんだよ。それがこの子」

「星の託たく宣せんもないのに、烙印を!?」

　道延は思わず声を荒あらげた。

「あれは、まあ、形式上だし」

「彩姫の認にん証しようはどうするんだ」

「それも、どうせ形式だよ」

　夜鳩は軽くいなす。「神かみ降ふりの丘おかは壊こわれちゃっただろう？　あれでほとんどの彩姫は昇しよう天てんしていったしね。それに、今となっては、……斎宮だの聖王だのという体制は、つづけられない可能性が高い」

「そのとおりじゃ」

　黙だまっていた賀宗が口を開く。「白雪どのが、この国を変えてしまうかもしれん」

「この夜が明けたら……」

　夜鳩が言いかけると、ばたん、という音がして、さきほど道延の入ってきた窓がいきおいよくあいた。

「よお！」

　この場にそぐわぬ明るい声に、一同は、茉莉を除いてぽかんとなる。

「かはるおじちゃん！」

　茉莉は、誰だれも招き入れていないのに身軽に窓枠を越こえてきた佳春にとびついた。

「あれ、茉莉、なんでこんなとこにいるんだ？　いい服着ちゃって」

　そう言いながら佳春が抱だき上げて頰ほお擦ずりをすると、

「おじちゃん、すごいおひげだわ！」と、茉莉は笑った。

　確かに佳春は、髭ひげだけでなく何もかもがすごいことになっていた。身に着けた旅の装束はくたびれたりほつれたりしているし、汚よごれがそこかしこについていた。髪かみもぼさぼさだ。一見、どこのごろつきかといったていである。

「佳春!?　おまえどうして、何な故ぜここへ！」

「何故も何も、おまえが知らせてくれたんだろ、冬宮が蘇芳を聖王にすると言い出したって。水みず鏡かがみでこっちに戻ろうとしても受けつけてもらえないから馬で来たんだぜ。まだ雪が残ってるから、駆かけ通しでもけっこうかかっちまったよ」

　しかし、と、佳春は茉莉を下ろして、夜鳩と賀宗を眺ながめた。「こんなところで仲良くお茶をしてるってこた、そのもくろみもうまくはいかなかったんだろ」

「……まあそんなとこ」

「おい夜鳩、おまえいったい何がしたかったんだよ？　我が姫がいたら最初のころみたいにどつきまわされて、へたしたら再起不能にされてたぜ」

「再起不能は勘かん弁べんしてほしいなあ……」

　さすがに夜鳩も想像して身をすくめた。

「待たせたな」

　そこへ葉子が、茶の準備をすべて載のせた車を押して戻ってくる。「いちいち新しい湯を沸わかしに戻ると時間がかかるから、火ひ鉢ばちを持ってきた。水は夜鳩に出してもらおうと、」

「紅葉……」

　いつの間にか増えていた怪あやしい姿の男に呼びかけられ、葉子は立ちすくんだ。

「かはる」

　葉子は、茫ぼう然ぜんと佳春を見つめた。「どうして、ここに」

「どうしてって、そりゃあ……蘇芳が春宮に立てられて、祥琳が罪に問われるというから、……心配で、戻ってきたんだ」

　誰が心配か、佳春は言わなかった。

　立ちすくんでしまった王おう妃ひの代わりに夜鳩が立って、用意されていたお茶を注つぎ分け始める。

「祥琳は城下だ。白雪が、連れていってくれた。どこにいるかはわからないが、……」

「祥琳は、花はな扇おうぎの救慰寮にいる。凜子さんも、明星の御方も一いつ緒しよだ」

「そうなのか」

　葉子は安あん堵どの表情を浮かべた。「よかった、心配していたんだ」

「俺のことは、心配しなかったのか」

　拗すねた口調で佳春に問われ、葉子は頰を赤らめる。

「心配は、していなかった。……わたしがもう王妃ではないと知ったら、おまえは何があっても迎むかえに来てくれると、信じていたから」

　口ごもる葉子の両手を、佳春はそっと取った。

「うん、だから、迎えに来た」

　少年じみた佳春の口ぶりに、葉子は切なげな表情を浮かべる。

「ありがとう……」

　ふたりのやりとりを、知らんふりをしながら聞いていた道延は、自分の前に茶碗を置いた夜鳩をちらりと見上げた。

　夜鳩は何も反応せず、澄すまし顔で茉莉の前に茶を置く。

　茉莉は、不思議そうに佳春と葉子を見比べていたが、やがて、

「かはるおじちゃんが前に言ってた、ゆびきりをする相手って、このおばちゃんなの？」と、言った。

「まつりっ」

　すると、道延がこの十年は確実に見たことのないいきおいで、佳春の顔が、無ぶ精しよう髭ひげに覆おおわれていてもわかるほど赤くなった。

「おじちゃん、おかおがまっかだわ。さいぐうの姫さまのことをはなしてくれるときの、せーじみたい」

　茉莉の明るい笑い声に染まるように、葉子もふわりと顔を赤らめた。
















　朱月は、おそろしいものでも見るように、白雪を見つめた。

「……白雪！」

　鋭するどい呼び声と同時に、琥珀が白雪の前に立つ。

「琥珀」

「君は、本気なのか」と、彼は激しい口調で問う。「朱月の言うとおりにするというのは、……神杖の民たみを犠ぎ牲せいにして、ここにいる死し霊りようをよみがえらせるってことなんだよ！」

　白雪は、首を振ふった。

「ちがうの、そんなことはできない、けど……」

　ただ、本当に。

　自分がすべて従ったら、自分の願いもかなえてくれるのかと。

　罪のない、なんの関かかわりもない人々をその引き替かえにするつもりはない。

　だが、別の方法でその望みをかなえたとしたら。

「他ほかにも、人をよみがえらせる方法があるかもしれないでしょう」

　白雪がそう言って千白を振り返ると、白い長い髪を揺ゆらして、彼はうなずいた。

「ある」

　千白は、ふわりと白雪に近づいた。「物質を編み直して肉体を作り出し、そこに魂こんの代わりに術で霊れいを結びつけることもできる。……その場合は術をほどかない限り霊だけで肉体を動かしていられる。必要な呪じゆ詞しは、肉体を形成するための呪詞が『あつめ』、その肉体に霊を結びつける『むすひ』だ」

「そんなことができるのか……そんなことをしてしまって、どうする！」

　琥珀の隣となりに青磁が立つ。

　後ろから、白雪の肩かたに手がかかった。

「白雪、……世の理ことわりを乱してはならない」

　引き留めるような手は黒曜で、言葉は蘇芳だった。

　千白と白雪は、四人に囲まれていた。

「決めたわ」

　白雪は首を振った。「わたし、……」

　刃やいばの鞘さや走ばしる音がして、青磁が太刀たちを抜ぬいた。

　白はく刃じんをつきつけられ、白雪は言葉をなくす。

「言うな」

　青磁の顔には、苦しげな表情が刷はかれている。

「青磁、よせ」

　蘇芳が青磁の隣に回り込んでその手を摑つかんだ。

「だめだ。おまえは、……おまえはまだ、斎さい宮ぐうなんだぞ。征せい討とうを命じられただろう。命めいを拝しただろう」

　白雪は九く連れん環かん杖じようを持った左手で朱月を指し示した。

「その人の口をふさいで、自分たちにとって都合の悪いことを押おし隠かくせば、それで終わりなの!?」

　感情のままに言葉を紡つむぐ。「今までもそうだったのでしょう。国祖だって、自分の手に負えないことを封ふうじ込んで、……だから今、こんなことになっているのでしょう。何も解決できてないじゃない。今ここで、この人を殺しても禍か根こんは断たてないわ。ここにいる霊をまた封印するの？……何もかも、」

「しらゆき」

　穏おだやかな声が、白雪の心を撫なでた。「落ちついて」

　黒曜の言葉が、白雪の興奮をほんの少しだけ落ちつかせる。

　白雪は、左手の中の九連環杖をじっと見つめた。

「わたしは斎宮だけれど……もしわたしが斎宮の任を全まつとうして死んだら、その次にまた、誰だれかが烙らく印いんを受けて、斎宮になるのよね。茉莉ちゃんのように」

　先のことなどわからない。

　だが、今の状態がつづけば、──この地から古き呪のろいが消えなければ、いつまでも斎宮という、人との交わりを制限された、不自由で不自然な存在が必要となる。結界も解かれず、はじかれた悪霊による被ひ害がいは終わらない。

　そして、聖王位に就ついた者は呪いにさらされつづけるのだろう。

「そんなことをずっとつづけるの……？」

　青磁のつきつける刃の切っ先が、白雪の喉のどもとで震ふるえている。

「誰かを犠牲にして保たれる国の安あん寧ねいは、正しいとは言えないわ」

「……そのとおりだ」

　肯こう定ていしたのは、琥珀だった。だがその顔には苦々しい表情が浮うかんでいる。

「わかった」と、次に言葉を紡いだのは蘇芳だった。「だが、君がもし、朱月の憎にくしみに取り込まれでもしたら、そのときは、……」

「兄貴！」

　白雪の言動を容よう認にんするような蘇芳の言葉に、青磁は声を上げる。

「青磁、刀を納めろ」

　蘇芳の語調は断固としていた。青磁は逡しゆん巡じゆんしたが、結局はそれに従う。

　蘇芳と青磁が退くと、再び白雪の視界がひらけた。

　朱月が、うつろな顔をして立っている。

「千白、必要な禁呪を教えて」

　傍かたわらに漂ただよっていた千白に告げると、彼は地に足をつけた。白雪の前に立つと、後ろ頭に手をやって抱だき寄せる。顔が近づいてきたので、白雪は目を閉じた。

　やわらかいものが唇くちびるに当てられ、ひらいた口から口移しに呪詞が伝えられる。

「……これで、禁呪とされている呪詞はすべて伝えた」

　唇を離はなすと、千白は静かに告げた。

　この方法を知ってはいたが、初めて受けた白雪は、かすかに恥はじらいながらもうなずく。そしてまた、これが最初で最後の千白との触ふれ合いなのだと悟さとった。

「ありがとう、千白」

　白雪が前に踏ふみ出すと、千白もそろって歩を踏み出す。

「禁呪を、すべてだと」

　朱月が、信じられないというように呟つぶやいた。

「そうだ。おまえの望みを、今のこの子はかなえられる」

　千白は朱月に訴うつたえかけた。「……そろそろおまえも答えを出すべきだ」

　千白の声は淡たん々たんとしていたが、それでもどこか責めるような響ひびきを白雪は感じた。

「な、にを……」

「おまえは、あいつを殺さなかった。拒こばみも受け容いれもしなかったんだ。──俺はまだあいつの傍そばにいなかったから知らないが」

　そう言うと、千白は悲しげに微笑ほほえんだ。「あいつは、おまえの望みがあいつを殺すことだったと知って、そうしてくれてもよかったのにと言ったんだろう？」

　千白の言葉が、自分の中から何かを引き出そうとしているような気がして、白雪は、対たい峙じするふたりを見比べた。
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　千白が引き合いに出しているのは、おそらく国祖のことだろう。

「なんのことだ……！」

「あいつはあんなでかい図ずう体たいをしてても、小鳥みたいな小心者だった。おまえがそんなふうにしたんだ。慕したっていたおまえに殺されそうになってからずっと、どれほど周囲に人が寄り集つどっても、いつか自分は置き去られるだろうと疑っていた。──自分が死ぬことでおまえの気が済むなら殺されてもよかったと、ずっとずっと考えつづけていたんだ、心の奥底で」

　最後には千白の顔に、険しい表情が浮かんでいた。「だがおまえは、あいつを殺すことも、あいつの存在を認めることもできなかったんだ」

　白雪は、何かを言おうとして口を動かした。だが、声が出せない。

　誰かが自分の中、意識の内側に入り込もうとしている感覚が、じんわりと広がりつつあった。

「おまえはいつまでも変わらない！」

『よせ、ちしろ』

　ようやく白雪の口が動いたが、発された声は低くまろやかな男性のものだった。

　千白がはっとしたように白雪を振ふり返る。

「……蒼路？」

『むかしのことだ。もうとりかえしはつかない』

　今や白雪の意識は奥へ追いやられていた。体が思い通りに動かない。口は勝手に言葉を紡ぐ。目にものは見えているのに、何な故ぜか遠い。

「おまえ、は……」

　朱月の目には、白雪の姿だけではなく、白雪の中に入り込んだ者が見えていた。

「見える？」

　琥珀が弟に囁ささやく。

「……青い衣ころも」と、黒曜はうなずいた。「伝えられている通りだ」

「見えるって……」

　青磁が戸と惑まどいの声を上げる。

「国祖だよ。桂けい院いん蒼そう空くうさまだ」

　琥珀が静かに答える。「今、白雪の中に降りてきている」

　蘇芳と青磁は顔を見合わせた。琥珀と黒曜には、うっすらとだがその姿が見えているのに、上のふたりには感知できないらしい。竜りゆう珠しゆの差だろう。

「おまえが、どうして、まださまよっているんだ……」

　朱月はひどく衝しよう撃げきを受けたようだ。目を瞠みはって白雪を、その中の者を見つめている。

『この国に満ちる呪いが、俺を留とどめているんです』

　彼は苦く笑しようしたようだった。白雪にその波長ヒビキが伝わってくる。諦てい念ねん混じりの思考。

『それでもかなり薄うすれてきていたんですが、こうして出てこられたのは、この子のおかげだ』

　白雪の左手が白雪以外の意思で動かされ、九連環杖が白雪の正面に立てられた。

「蒼路……」

　千白が、消え入りそうなかぼそい声で名を呼ぶ。

　最初の宿主である蒼路、──神杖の国祖への思し慕ぼはやはり特別なのだろう。千白の声には、すべての感情が込められていた。

　再会の喜び、先に逝いってしまったことへの怒いかり、置いていかれた悲しみ。

『すまん、千白。おまえには苦労させた』

「未練がましい」

　朱月は何かを振り切ったように吐はき捨てた。「早く去れ」

『未練がましいのはあなたたち、……伯父おじ上たちに似たんですよ。──置きみやげがありますから、受け取ってください』

　白雪の左手が、九く連れん環かん杖じようを持ち上げる。

　次いで、その唇から男の声で呪じゆ詞しが紡つむがれた。

『我が血に連なる者の結びし陣じんよ、ほどけて戻れ、もとに戻れ、我に仕えし光の鞘さやよ、役目を終えて放たれよ』

　白雪の口の動きが終わると同時に、空気が乾かわいた音を立てる。

　何かが割れるような軽い音色が幾いく重えにもあたりに響き渡わたり、無数の細かな光が空から舞まい落ちてきた。




　その瞬しゆん間かん、神杖の国内各州の祖そ塔とうで結界を保っていた白い杖がすべて砕くだけ散った。










　白雪は、自分の体が自分の意思下に戻ったことを感じた。

「これは……」

　琥珀が空を見上げている。「結界、が……？」

「とかれたな」と、青磁が呟く。「俺にさえわかる」

　この国の結界が、とかれたのだ。

　とすれば、次に起きることは容易に想像できた。

「白雪、行け」

　千白が促うながした。「結界がとけたからには、結界のきわで屯たむろしている霊れいがこの地を目指してやってくる。あの木の下にある竜泉が、弱い霊にも力を与あたえるんだ。──その前に、あいつに見せてやれ。死者がよみがえることの意味をな！」

　白雪は答えず、九連環杖を掲かかげた。必要な禁呪を同時に唱える。複数の呪詞を同時に唱える方法は、千白が禁呪とともに伝えていた。

　喉のどから漏もれる白雪の声が無数に重なって響くと、それに従って周囲の土つち塊くれがむくむくと持ち上がり始めた。漂ただよっていた白い煙けむりのようなものたちが、持ち上がって人ひと形がたを成していく土塊に吸い込まれていく。するとそれらはみるみるうちに人ひと肌はだの色を帯び、たちまち生きている人間に変化した。

「……！」

　朱月は驚きよう愕がくに目を瞠った。

　望んだとおりの現象が起きているはずなのに、信じられないというように。

　肉体を与えられた死し霊りようたちが、ざわざわと喉を鳴らしている。

『これは何』

『明るいわ』

『見える』

『私たちは……』

『死んだのでは、なかったのか』

　土塊は最初は裸ら身しんだったが、やがて衣ころもが形成されて身を隠かくされる。誰だれもがみな一様に戸惑っていた。

　よみがえったことをよろこんでいる者はひとりもいなかった。

　その顔に浮うかぶ表情は、不安ばかり。

『光が見えても、これでは』

『昇しよう天てんできない』

『……あれは……？』

　朱月は、死霊たちに視線を注がれて身をすくめた。

『朱月！』

『朱月、何をしているんだ』

『そんなものにしがみついて』

『まっくろになってしまっている』

『……朱月』

　遠巻きにしている死者たちの中から、赤子を抱だいたひとりの女性が踏ふみ出した。

　朱月は動どう揺ようしていた。

「……母さん」

　朱月の発した声は引き攣つれかすれていた。

『どうして、そんなにまっくろになってしまったの』

「くろ、い……？　俺が……？」

　朱月は、幼い口調で問い返す。

『そんなに黒くては、これ以上近づけないわ……』

　彼女は悲しげに言った。『そんなにも重く冷たくなるほどに、恨うらみ、憎にくんだの……？』

『私たちの、せいか』

　悲痛な声が、死者たちから上がる。

『我々の死が、それほどまでにおまえを歪ゆがめてしまったのか……？』

『我々をよみがえらせたのは、おまえか』

『何故、こんなことを』

『我々が、死にたくないと願ったからか』

『私たちは、ずっとここに封ふうじ込まれていた』

『だから、もう、昇天さえできれば、それでよかったのに……』

『すまなかった、朱月』

『おまえの恨みや憎しみは深すぎる……重すぎるわ』

「お、俺は、……」

　朱月は叫んだ。「みんなに戻ってきてほしかっただけなんだ！」

　白雪の視界の中で、その輪りん郭かくが再びぶれる。

「だから、俺は、……」

　朱月の姿が崩くずれ、変化する。

　次の瞬間、泣き出しそうな少年をそこに見いだして、白雪は思わず駆かけ寄った。

「泣かないで」

　目線の高さがほとんど変わらなくなっている瞳ひとみは金色だったが、髪かみは明るい朱しゆ色いろになっていた。

　幼いとさえ言えるその顔は、先ほどの過去の幻げん影えいの中で見たのと同じ、昔の朱月のものだった。

「ねえ、泣かないで」

　白雪は手を伸のばして彼の頰ほおに触ふれた。「あなたがまっくろでもいいわ。どれほど冷たくても、重くてもいい。わたしはあなたの傍そばにいるから。あなたが今まで何をしてきても、……どんな罪を犯おかしてきても、どれほど人を憎んでいてもいいわ」

　考えるより先に言葉が出た。それはずっとずっと胸の中に在りつづけた想おもいだった。

「わたしにもあなたの罪を背負わせて。憎しみや恨みは、わたしが忘れさせるわ。わたしがあなたを幸せにするから、きっと忘れられるわ。……だから、あなたの傍に、いさせて」

　誰といても、何をしていても、心のもっとも奥底に、ひそやかに。

　白雪自身ですら、それがあることに気づかなかったほどごく自然な、想い。

「ね、……」

　白雪が重ねて口を開くと、少年は、自分の頰に触れていた指を振ふり払はらった。

　怯おびえるように後あと退ずさる。

　背後には、枯かれた巨きよ木ぼく。

「あかつき」

　白雪がもう一度、その名を呼ぶと。

　まるでそれに応こたえるように、朱月の体の表面に、黒い輝かがやきがにじみ始めた。

「……あかつき……!?」

　みるみるうちに、その体からきらきらと光る黒い粒りゆう子しが浮き上がり始める。

　同時に、霧きりのような粒子に遮さえぎられていたが、朱月の顔に薄うすく笑えみのような表情が浮かぶのを、白雪ははっきりと見てとった。

　それは決して、幻まぼろしではなく…

　白雪はその場で硬こう直ちよくして、まじまじと彼を見つめた。

　どうして彼が笑むのか、理解できなかったのだ。

『よかった』

　白雪の背後で、黙だまって見ていた死霊が呟つぶやいた。

『どうなることかと思ったが』

『これで朱月も、解放されるだろう……』

『ああ、重荷をおろして……』

　にじんだ黒い粒子は、じわじわと朱月の体から浮かび上がる。粒子は黒いのにきらめいて、きらめくたびに少年の体が波打った。──まるで、血が流れ出ているかのように。

　やがてすべての黒い粒子は少年の体から離はなれたようだ。最後の一ひと粒つぶが離れた瞬間、人形のようにその体は地に投げ出された。

「朱月！」

「だめだ、白雪」

　白雪が叫んで駆け寄ろうとすると、後ろから千白が抱き留めた。

「放して、千白！」

　白雪は激しく首を振った。

　地面に横たわっている姿は、あまりに無防備で、そしてあまりにも、……生きているようには見えないほどの血にまみれていた。

「急がなくてもいい」と、千白は静かに告げた。「あいつはもう、死んでいるから」










　千白の言葉に、白雪は目を瞠みはる。

「しん、で……？」

　自分を捕つかまえている千白を、白雪は振り返ってまじまじと見つめた。

「朱月は、瀕ひん死しの肉体に、くろがねによって霊を結びつけられていたんだ。……よく見てみろ」

　千白は、朱月の体から立ちのぼり、きらきらと空間に広がり始めた闇色に輝く粒子を指し示す。

「あれ、が……？」

「くろがねだ。──俺と同じ、主あるじを失ってさまよう光」

　千白は憐あわれみを込めて呟いた。

　朱月の体というよりどころを失い浮ふ遊ゆうしていたくろがねは、自身の重みでやがて地面にわだかまり、……みしみしと音を立てて地面を沈しずめ始めた。

　周囲の地面にひびが入り、やがてわだかまったくろがねを中心に、まるで蟻あり地じ獄ごくのように地が傾かたむいて沈んでいく。

「とぶぞ」

　千白は白雪の胴どうを片手で抱かかえると、地を蹴けった。蹴られた場所は、すぐにくろがねの下に吸い込まれていった。

「みんなは、……」

「こっちだよ！」

　同じように術で宙に浮き上がっていた琥珀が叫ぶ。他ほかの騎き士したちは浮くことができないのだろう、その腕や背に捕まるようにしていた。

「まずいな。外のやつらがもう来てしまっているようだ」

　千白が空を仰あおいで言った。「見ろ」

　示されるままに視線を上げると、四方八方からうっすらと黒い影かげが、この地をめがけて集まりつつあるのが見えた。

「結界がとけたから、結界の内部で留とどめられていた霊れいや、結界の外の霊が集まってきたのだ。特に恨みや憎しみの深い霊たちが」

「こんなことになるなら、国祖を止めるべきだった！」

　青磁が歯ぎしりした。

「何を言う。結界を解かなければ、竜泉が機能しなかった。死者のよみがえりもできず、あのまま朱月によって国が滅ほろぼされていたのかもしれないのだぞ」

　千白がたしなめた。

「竜泉って、何」と、琥珀が訊きく。

「大地ほしの内部に溜たまっている力を噴ふき出させる竜道の源だ。あの木の下にある」

　千白が説明していると、外から漂ただよってきた黒いもやが白雪を包み込もうとした。千白が小さく呟くと、たちまち黒いもやはあたりに飛び散って薄まった。

「今の……」

「ひとまず散らした」と、千白は答えた。「ああいう霊たちを早く浄きよめてやらないと、この国のあちこちで生者に取り憑つくかもしれないのだ。──あとはおまえたちが浄化してやれ」

「俺たちが？」

「無理だよ、僕と黒曜ならともかく、蘇芳と青磁の竜りゆう珠しゆじゃ」

　青磁と琥珀の声が重なる。

「ここでなら竜泉に近いから、おまえたち程度の竜珠でも可能だ」

　おまえたち程度の、という言葉は揶や揄ゆを含ふくまず事実だけを述べていたので、蘇芳も青磁も特に憤ふん慨がいしなかった。

「千白、ねえ、……あれ……」

　白雪は言葉を探した。千白はうなずく。

「ひとまず、降りよう」

　千白の声に引かれるように、一行はくろがねに侵しん蝕しよくされていない地面に戻る。

　前方では、威い力りよくを増しつつあるくろがねが、よみがえった死者をものみ込み始めていた。

　抵てい抗こうしない死者たちの体はみるみるうちにかたちを崩し、再び土つち塊くれに戻ってゆく。つくられた体から抜ぬけ出た死し霊りようたちは、うっすらとした影のようになって、周囲を漂い始めた。悲しげな、嘆なげくような思念が飛び交かっているのが白雪にはわかったが、どうしていいかわからない。

　地に足をつけた白雪は、瞬しゆん時じに駆け出した。

「白雪！　どこに行くつもりだ！」

　呼び声に、一瞬、息を詰つまらせる。

　白雪はゆっくりと振り向いた。

　騎士たちが、一列に並んで、じっと白雪に視線を向けていた。

「おねがい」

　白雪は深く息を吸った。「今は、あの人のところへ、行かせて」

　震ふるえる声で請こうと、白雪はその場に膝ひざをつき、額ひたいを地面に擦こすりつける。

　背後のくろがねがじわじわと空間を侵蝕する気配を感じながら、白雪は身を硬かたくした。

　いつも支えてくれ、未熟な自分を励はげまし、そして信じてくれた四人。

　かれらが斎さい宮ぐうの自分を想おもってくれているのは、今となっては痛いほどによくわかる。

　だがそれでも、白雪に自分の想いは止められなかった。

「白雪」

　足音がした。

　顔を上げると、目前には青磁が立っていた。その美しい顔には、なんの表情ものっていない。

　青磁は、ゆっくりと刀を抜いた。

　白雪は、黙って彼を見つめた。

　斬きられるのだろうか。国にそむいた斎宮として。

「立て」

　静かな青磁の声が、白雪を立ち上がらせる。

「青磁……」

　蘇芳が咎とがめるような声を上げた。

「行け」

　青磁は白雪に向かって短く言うと、くるりと背を向けた。

「せい、じ……」

「行けと言った」

　振ふり向きもせず、青磁は告げる。

　下げていた切っ先を、青磁は三人の騎士に向けた。

　白雪はそれに動どう揺ようしたが、

「白雪」

　千白が促うながす。

「ありがとう、青磁！」

　それだけを言うと、九く連れん環かん杖じようを片手に、輝キ石セキノ神カミを背後に従えて駆かけ出した。










「なんの真ま似ねだ」

　蘇芳は、視界の端はしで斎宮を見送りながら弟に問う。

「ここであいつを引き留めたら」と、青磁は何かを恥はじるように早口で言った。「俺は一生悔くやむと思ったんだ。──ここから無理にあいつを無事に連れ帰っても、きっともう二度と心をひらいてはくれないだろう。笑ってはくれないだろう。そう思ったから……だから、どうしても行かせたかった」

　琥珀が肩かたをすくめる。

「青磁は本当に、……不器用だね」

「俺たちも、おまえと同じだ」と、蘇芳が剣の柄つかに手をかける。「斎宮を処断するという真のお役目は、俺たちには担になえない。──それに、俺はあの子を信じている」

「……降りてくる」

　黒曜が顔を上げた。黒いもやが、地面に向かって近づいてきているのが見える。

　先ほど、つくられた体から離はなれた死霊たちも、その黒雲のように見える無数の霊に引きずられているように見えた。

「さまよいし御み霊たまよ、明るき天そらへの道をたどれ」

　琥珀が、もっとも簡易な鎮ちん霊れいの呪じゆ詞しを唱える。

　琥珀の上空を漂っていた黒いもやが、みるみるうちに消えてなくなった。

　だが、すぐに上空には、黒い染しみが吸い寄せられてくる。

「俺たちは、俺たちでできることをしよう」と、蘇芳が琥珀を見て、言った。

「そうだね。白雪が、後こう悔かいしないで済むように、神杖を守ろう」

　琥珀はそう答えると、再び呪詞を唱え出した。

「ああ」

　青磁はうなずくと、刀を鞘さやに納めた。柄に手をかけたまま、呪詞を唱える。青磁の全身からふわりとやわらかな光が生じて、上空へと放たれた。その光は黒い染みを貫つらぬいて照らし、粉々に砕くだいて四散させる。飛び散った破は片へんはきらきらとひかり、風に吹ふき上げられるように空へとけていった。

　蘇芳は、剣の柄の上に手をかけて組み、呪詞を唱える。

「さまよいし御霊よ……」

　蘇芳が呪詞を唱えると同時に、組んだ手から明るいひかりが浮うき上がった。それは螺ら旋せんを描えがいて、上空の黒き霊たちをぬぐうように消し去った。

　黒曜は両手を差し出した。

　その上に黒いもやが引き寄せられるように寄り集まる。

「──どうか、安らかに」

　黒曜の低い声が告げると、その手の上に寄り集まった霊たちは、きらきらと光りながら蒸発するように消えていった。










　白雪は駆けた。駆けるうちに急せく気持ちに従って術が発動し、灰色の枯かれた大木の前に瞬時に移った。

「あかつき！」

　まだ、少年の体は地面に倒たおれ伏ふしていた。

　その傍かたわらにかがんで、体を起こそうとして九連環杖を置き、両手で触ふれると、ぬるぬるとした感かん触しよくが指に残る。

　朱月の血だった。

「あか、つき……」

　伏せていたおもては血と泥どろに汚よごれている。体は滑こつ稽けいなほど軽く弱々しい手て応ごたえしか返さない。

「あかつき！」

「白雪……」

　千白が白雪の肩をそっと揺ゆする。「この体は、もうぬけがらだ」

「ど、どうして……！」

「おまえを、……おまえの気持ちを、受け容いれたからだ」

　白雪は顔を上げて千白を睨にらみつけた。

「わたしを、？」

「くろがねは、純じゆん粋すいな憎にくしみだけを糧かてに朱月の霊をこの体に引き留めていた。だが白雪、おまえがさっき、朱月に言っただろう……」




（わたしにもあなたの罪を背負わせて。

　憎しみや恨うらみは、わたしが忘れさせるわ。

　わたしがあなたを幸せにするから、きっと忘れられるわ。




　……だから、あなたの傍そばに、いさせて）




　白雪は、自分の口にした言葉を思い返す。

「朱月はそれを受け容れたんだ。だから、……おまえをいとおしいという気持ちを認めたから、憎しみは失われた。……くろがねは、その憎しみという糧を得られなくなったとわかって、朱月の体から離れたんだ。今、やつは新しい宿主を捜さがしている」

「受け、容れ……」

　白雪は、その言葉の意味を頭の中で咀そ嚼しやくした。

　いとおしいと思う気持ちを、認めたと。

　そのために、憎しみが打ち消され、……それゆえに、滅ほろびたと。

　自分を、受け容れた、ために、彼は……

「朱月は、おまえと一いつ緒しよにいたいと望んだ。──だから、滅んだんだ」

　白雪は息をのんだ。

「そ、んな、だって……」

　では、自分が。

　白雪は手の中の亡なき骸がらをおずおずと抱だき寄せる。その身はひどく小さく軽く感じられた。

「わたしが、……殺したの……？」

　白雪は、言葉にして確信した。

　自分の想おもいが、朱月をこの世から解き放ったのだと。

　ぬるぬるとした血は感触だけで、決して白雪を汚さなかった。

　それらはすべて、過去のものだったからだ。

　茫ぼう然ぜんと、白雪は腕の中の死に顔を眺ながめた。

　安らかに眠っているように見える。
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「あかつき」

　震ふるえる声で呼びかけたが、返事はない。

　ただ、屍しかばねだけが白雪の腕の中にある。

　──たいせつな人。

　傍にいたい。

　二度と失いたくなかったから、そのためにはなんでもできると思った。

　なのに。

「あかつき」

　いつか呼ぶことのゆるされるはずだった名。

「あかつき……！」

　その声に応えるように、くろがねがゆっくりと、白雪のもとへ向かい始めた。

「白雪、立て」

　千白が、白雪の右腕を摑つかむ。力の入っていなかった腕はほどけ、少年の亡骸はゆっくりと地に落ちた。

　無理やり立たせられた白雪は、ぼうっと両腕を見つめる。

　その手に、千白が拾い上げた九く連れん環かん杖じようを押しつけた。

「役目を果たすんだ」と、千白は告げた。

「役目……」

「この地にさまようすべての霊と、はびこる呪のろいを解き放つのがおまえの役目」

　白雪は、悟さとった。

「それは、あの人の、……国祖の望みなのね」

「ああ」

「千白は、そのためだけに、今まで存ながらえてきたの？」

　白雪は責めるでもなく、ただ問う。

「そうだ」

　千白はほんの少しだけ、笑った。「俺を憎んでいいぞ、白雪」

　憎めるものなら憎みたかった。

　以前の姿も、そのときの言葉も、みんな、みんな、

「何もかも、わたしを利用するためだったの……」

「そう取ってくれてかまわない。──だが、俺は本当に、おまえをたいせつに想い、愛していた」

　白雪は茫然とした。

　いつも影かげの中にいた輝キ石セキノ神カミ、白雪が呼べば必ず現れた光の化け身しんは、短いあいだに自分にとってなくてはならぬ存在になっていた。

　白雪にとっては、千白は空気のような存在になっていたのだ。

　呼吸をして生きる人間にとって欠かせぬ、空気のような。

　なのに。

　千白の、自分をいとおしむ言葉、態度はすべて、遠い過去の宿主の望みをかなえるためのものでしかなかったのか。

「白雪、俺はおまえを軽かろんじたわけではない」

　千白は白雪の受けた衝しよう撃げきを悟ったのだろう。首を振ふると、やさしく笑えんだ。

「俺の変容を裏切りと感じるほどには、おまえの中で俺が大きな存在になっていたとしても、……今は私的な感情に振り回されるべきではないだろう。おまえはこの国の斎宮。役目を果たせ」

「役目」

　白雪はただ、その単語を繰くり返した。

「ああ。結界を失ったこの地に安あん寧ねいを取り戻すのだ。……朱月が安らかに眠れるように、な」

　震えながら白雪はうなずいた。きつく九連環杖を握にぎりしめると、寄り添そうような思いが伝わってくる。


わがきみ　どうかお気を確かに



「だいじょうぶよ」

　白雪は九連環杖に頰ほおを寄せた。「まだ、だいじょうぶ……」
















　黒い粒りゆう子しが、漂ただよう本体の周囲の地面をゆっくりと沈しずめながら、白雪と千白に近づいてくる。

「行くぞ、白雪」

　千白は呼びかけながら、くろがねに向かって突とつ進しんしていく。

「ちしろ！」

　千白の周りを、くろがねが取り巻いた。

　まるで、と白雪はぼんやり思う。

　望んで自じ滅めつするかのように、千白はくろがねの粒子に全身を包まれていく。

　だが、今にも千白を覆おおい尽つくそうとしたくろがねが、包み込んだ内部から千白の発した光に焼かれ、融とけた。

　融けたくろがねがぽたぽたと地面に落ちて染しみをつくる。黒い染みは地面の上で広がり、まるで大地の底へ落ちていくようにその部分に穴をあけていく。

　白雪は、九連環杖を前へ突つき出した。九連環が神音かのんを打ち鳴らす。これまでにないほどの強い音色に、耳鳴りがするほどだ。

　その神音かのんに、くろがねがよじれるような動きをして地面を這はい出した。どうやらこの音ねがくろがねを苦しめるらしい。

「白雪、挟はさむぞ！」

　千白が叫んだ。

「わかったわ！」

　白雪は、九連環杖を地面に突き立てた。

　杖つえから光が薄うすい膜まくとなって生み出されるのを想起する。

　すぐに思い描えがいたとおりに、光がまるで布地のように九連環杖から広がり伸のびて、上空へと半はん円えん筒とう形けいを形成しながら持ち上がっていった。

　千白の差し出した両手が光に包まれているのが見えた。

　そのひかりが、九連環杖の生み出したひかりと端はしと端でつながり、ふたりのあいだでわだかまるくろがねをすっぽりと包み始めた。

　ふたりの作り出した光の幕は、上部も、地面に接している下部もそれぞれ半球形となり、やがて全体が調整されるように伸び縮みしつつ真円の球体と化した。

　くろがねの粒子は、すべてその中に包み込まれたかのように見える。

　しかし突とつ如じよとして、球体の上部に一点の穴があき、黒い粒子で形成された針のような触しよく手しゆが伸びた。

　白雪の手もとをめがけて、黒い触手が伸び落ちる。

「………！」

　一いつ瞬しゆんだった。

　黒い触手は白雪の左手首にからみつき、持っていた九連環杖ごとすっぱりと断たち落とした。

「白雪！」

　千白が絶ぜつ叫きようする。

　自分の手が九連環杖を摑んだまま地面に転がった。

　先のなくなった手首からいきおいよく血が噴ふき出すのを目まの当たりにしながら、白雪は意識を失った。










　羽虫の大群のように見える黒いもやは、四人の騎き士しめがけて呼び寄せられるように集つどっている。というのも、琥珀が積極的に寄り集まらせているのだ。

　国中から、また国外の近辺からも集まりつづける、さまよう霊れいたちはあまりにも多かったが、四人はひたすらに浄じよう霊れいをつづけた。

　四人の中でも比ひ較かく的てき竜りゆう珠しゆの重くない蘇芳や青磁も、さして長くない呪じゆ詞しでいくらでも浄霊が可能だった。除霊や祓ふつ霊れいではなく、浄霊でなければ意味がないと琥珀が伝えていた。ただ取り除くだけ、追い払はらうだけではまた舞まい戻ってくるのは予測ができた。完全にこの場に寄りつかせないためには、浄きよめてこの地上から去らせなければならないのだ。

　年長のふたりは、子どものころほんの少しだけ習い憶おぼえた呪詞を繰り返し唱えつづけた。そうするうちに後ろ首の竜珠がどんどん熱を帯びていき、増大していくようだった。

　琥珀は竜珠が重いから、年長のふたりが唱えるのと同じ呪詞で何倍ものはたらきをこなしていた。もちろんそれだけ消しよう耗もうも多い。しかし彼は集中して、寄り集まってくる霊たちをひたすらに浄化しつづけた。できることならすべての霊を浄化したい。そう考えて、機械的に呪詞を唱え浄霊をつづける。

　そうするうちに、ふいに黒曜が顔を上げた。

「しらゆき」

　黒曜の目に尋じん常じようならざる色を見て取って、青磁が呪詞を唱えるのをやめた。

「どうした」

「あの子が、……危ない」

　黒曜は命の動きに敏さとい。青磁は思わず、白雪の去った方を見た。

　灰色の大木の前には、白い光の球体が見える。しかしこの位置からでは白雪がどこにいるかはわからない。

「行ってくる」

　黒曜はきっぱりと断言した。「俺が役に立てるはずだ」

「黒曜!?」

　青磁は叫ぶが、琥珀がその腕を摑つかむ。

「浄霊をつづけて！　今の僕らにできることはこれしかないんだ！」

　鋭するどい弟の言葉に、青磁は迷いを振り切るように黒いもやに手を向け、早口で呪詞を唱え始めた。










　三み度たび、窓があいた。

「そのう……みなさま、そちらにうかがってもよろしいでしょうか」

　外から覗のぞき込んできたのは、凜り々りしい顔立ちの少女だった。

「ん？」

　夜鳩が立ち上がって窓辺に行く。

「他ほかに、夏か乃のさまと、ひいなが四名、おります」

「夏乃さん」

「夜鳩さま」

　窓の外には、少女の言葉通りに夏乃がいた。彼女は夜鳩を見ると、怯おびえたような表情を浮うかべる。茉莉を引き渡わたした際の扱あつかいのためだろう。自じ業ごう自得とはいえ、夜鳩はやや切なくなった。

「その、だいじょうぶだから、夏乃さんも入って来てください。他にもたくさん人がいます」

　そう言うと、夜鳩は茶さ房ぼうをあとにして玄げん関かんに向かう。

　扉とびらの内うち鍵かぎをあけると、最初に声をかけてきた少女を先頭に、ひいなの少女四名と、夏乃が入ってくる。

「他にも、とは？」

「まあいろいろです。とにかく、どうぞこちらへ」

　夜鳩に招かれるままに、六名は茶房へ案内される。

「……あっ」

　最初に声をかけてきた少女は、貴人の顔を少しは知っているのだろう、茶房に入るなり声を上げた。しかしその後ろの四名はきょとんとしている。おそらく先頭の少女は側仕えで、ひいなたちはまだ機会がないから、貴人の顔を知らないのだろう。

「茉莉さま」

　その場に茉莉がいるのを見て、夏乃が駆かけ寄る。

「おばあちゃん！」

「まあ……こちらにいらっしゃったんですか。蘇芳さまがお連れになられたあとはどうされたかと案じておりました」

「だいじょぶ。あのね、さっき、ゆきねえちゃんに会ったよ」

　茉莉がにこにこして言う。ハルは茉莉の席の下で丸くなっていた。目を閉じていたが、尻尾しつぽが一、二本ぱたぱたしているので、起きているらしい。

「すう兄ちゃんは、ゆきねえちゃんたちと一いつ緒しよに行っちゃったの」

「ゆきねえちゃん、……？」

「白雪さまですよ」と、夜鳩が説明すると、夏乃ははっとしたようだった。

「姫さまは、ご無事なのですね」

「ぴんぴんしてますよ」

「……それは、ようございました」

　夜鳩の答えに、夏乃はほっとしたようだ。茉莉が手を引いて、夏乃を自分の傍そばに座らせた。

　立ちつくして顔を見合わせている少女たちに、夜鳩は声をかける。

「あなたたちも、適当に座ってください。気にしなくてもいいですよ」と、夜鳩はにこやかに少女に言った。「冬宮とか、妃ひ殿でん下かとか、刑部卿とかいますけど、これからはあまり意味がなくなると思うので」

「意味が……？」

　四名のうち、好こう奇き心しんの強そうなひとりが問う。「その、みなさまは、どうしてこちらに」

「妃殿下のお茶会に招かれていたんですよ」

　夜鳩は、そそくさとお茶をいれ始めていた葉子に同意を求めた。葉子は黙だまってうなずく。新しく用意した茶ちや碗わんに、そっと茶を注つぎ分けているのを、空いていた席に着いたひいなたちは、状じよう況きようをのみ込めていないのか、戸と惑まどいながら見ている。

「あの、わたしが……」

　見かねたのか、先頭にいた少女が手伝おうとすると、

「由ゆ永えい、それは妃殿下のご趣しゆ味みなのですよ」

　夏乃がたしなめる。

「あ、……はい」

　由永は釈しやく然ぜんとしないながらも納なつ得とくしたようだ。

「ところで、夏乃さんはともかく、他の子たちはどうしたんだい」

「気がついたら、ひいなの宿舎で目をさましているのはわたしたちだけだったんです」

　さきほど口をひらいた好奇心旺おう盛せいそうな少女が言った。

「湖こ樹たつったら」

　おとなしそうな黒くろ髪かみの少女が、隣となりでそっと袖そでを引いた。

「この子たちは、……その、」と、夏乃が説明に困ったような顔をする。「ひいなで、少し前まで、小こ雪ゆきと同室だったのです」

　小雪、という名に、茉莉が反応する。

「ゆきねえちゃんと？」

「ゆきねえちゃんって、小雪のことなの？」と、湖樹がびっくりしたように言った。

　あっ、という顔をしたのは道延だけだった。

「小雪の病気は、だいじょうぶなんですか？　急にいなくなって、……ずっと戻ってこないから、わたしたち心配していたんです」

「……ああ、なるほど」

　夜鳩がうなずく。「君たちは、し、……小雪さんの、親しい友だち？」

「同じ部屋で寝ね起おきしていました」

　四人の中でもっとも落ちついて見える、牛乳に蜂はち蜜みつをたっぷりと混ぜたような色の髪の少女が言った。

「だから目をさましていられるんだね」

「……？」

　夜鳩の言葉に、由永を含ふくめた五人の少女たちは、それぞれ顔を見合わせた。

「小雪さんは今、彼女にしかできない仕事に行っているんだ。……君たちは、小雪さんの心に残る存在だから、今、おそらくは国中の人々に及およぼされているであろう影えい響きようを受けずに済んでいるんだと思うよ」

「その子が、ゆきねえちゃん、と呼ぶのは小雪で……さきほど、夏乃さまが姫さまとお呼びになったのも、小雪なんですか？」

　由永の問いに、ひいなたちがそれぞれ驚おどろいたような表情を浮かべた。

　さすがに、ひいな仲間の『小雪』が、斎さい宮ぐうの姫君『白雪』かもしれないという推測は、畏おそれ多いというよりあまりに飛ひ躍やくしすぎていて信じがたかったようだ。

「もっとうまくごまかさなくていいのか」

　道延が、忌いま々いましげにひとりごちて、じろりと夜鳩を睨にらみつけた。

「もうごまかす必要もないでしょう。──あのですね、あなたたちの知っている小雪さんは、斎宮の白しら雪ゆきの姫ひめ宮みやなのですよ」

　夜鳩があっさりと重大事じ項こうを口にすると、少女たちはそれぞれ驚きの表情を浮かべた。

「まさか、小雪が……？」

　由永が呟つぶやく。

「口外無用だぞ」

　道延が厳しい口調で言う。由永と、四名のひいなたちは神しん妙みような顔をしてうなずいた。

　その声にかぶさるように、茉莉が悲鳴を上げた。

「茉莉さま、どうなさったのです……」

　夏乃がおろおろと茉莉をなだめすかす。

「手が……」

　茉莉は夏乃にしがみついた。「手が、痛い……」

「……左手、ですか？」

「急に、あつくなって」

　茉莉は痛みよりも戸惑いが大きいようだ。眉まゆを寄せて、聖布の巻かれている左手を見つめている。

「ちょっと失礼、見せていただけませんか」

　近づいた夜鳩に請こわれるまま、茉莉は手を差し出す。

　夜鳩はそのちいさな手を取ると、指先で聖布をといた。

　露あらわになった手のひらには、捺おされたばかりの烙らく印いんがある。

「……痛くはないですか」

「へいき。ただ、あついの」

　茉莉は首を振ふる。

「これはすでに烙印として機能していますから、……」

　夜鳩は言いかけて、やめた。

　同じく烙印を持つ者に何かあったかもしれないとは、確信があったとしてもこの場で口にすべきではないと察したのだ。










　倒たおれた白雪の体めがけて、とび出したくろがねの触しよく手しゆが再び襲おそいかかる。すでにひかりの球体は粉々に砕くだけ散り、くろがねは自由になっていた。

「しらゆき！」

　千白が叫んで、白雪の傍近くまで移動する。噴ふき出す血を止めるために体を持ち上げ、とんだ左腕を摑つかもうとした。

　だが千白の手は、白雪の体をすり抜ぬけた。

「しらゆき……！」

　白雪が左手を失ったからだ、と千白は悟さとる。左手の烙印が失われ、千白と白雪とのつながりが断たたれたのだ。

　千白の存在は、宿主によって顕けん現げんを可能とする。白雪とのつながりがなくなった今、千白は自分の存在を保ちにくくなったのだ。このままでは千白に白雪を癒いやすことはできない。触ふれることすらできない。

　襲いかかってくるくろがねを防ぐために、地に落ちた白雪の体を庇かばおうとその上に身を伏ふせたが、くろがねは白雪に覆おおい被かぶさる千白の体の隙すき間まから、白雪の左腕の傷を目ざして入り込んでくる。

「やめろ……！」

　千白は叫んだ。しかしくろがねは容よう赦しやなく、白雪の左手首の傷口から、白雪の中に吸い込まれるように入り込んでいった。

　くろがねの粒りゆう子しに侵おかされるように、白雪の銀ぎん髪ぱつが黒く染まっていく。

「千白」

　低い声に呼ばれて、千白は顔を上げた。黒髪の騎き士しが立っている。

「黒曜」

　千白は憶おぼえていた名を舌にのせながら、身を起こす。「た、助けてくれ……この子を、」

「わかった」

　黒曜は地に膝ひざをつくと、白雪の腕を取った。

　手首の傷は、くろがねが入り込んだためか出血が止まっていた。

　黒曜は白雪の体を抱だきかかえて自分の胸にもたれかけさせた。

「烙印がないから、もう俺はその子にさわれないかもしれない」

　千白が、今まで見たことのない怯おびえた顔をして言う。

「あの腕と杖つえを取ってきてくれ」

　黒曜が短く頼たのむと、千白はすぐに白雪の左手と、その手が握にぎったままの九く連れん環かん杖じようを持ち戻ってきた。

「……だめだ」

　黒曜は、その手を白雪の体の上にのせて検けん分ぶんしながら呟いた。「手のほうの組織が完全に死んでる。これではつなぎ直せない」

「ど、どうすればいいんだ！」

　輝キ石セキノ神カミは動どう揺ようした。「烙印がなければ、俺はその子に干かん渉しようできない」

「白雪の中に入ってみる」

　黒曜は、地面に白雪の体を横たえた。「千白は、白雪を守ってやってくれ。──俺は、いいから」

　黒曜は千白にそう言うと、身を伏せて白雪の胸に頭をのせた。寄り添そって目を閉じた彼を、千白は苦しげな表情で見おろす。

　周囲を見まわすと、黒いもや、──この地に縛しばられつづけてきた霊れいは、残りの騎士たちに浄じよう化かされたのか、数が少なくなり始めていた。このままつづければ、古き霊はみな昇しよう天てんできるだろう。

　しかし、白雪の中に入っていったものは、最悪の場合、白雪と融ゆう合ごうしてしまうかもしれない。

　……白雪がもし少しでも憎にくしみを抱いていれば、それを糧かてにしてくろがねは力を得て、白雪を支配し、白雪自身の持つ力すら我がものにしてしまうだろう。

　そうなれば、白雪はあの朱月のように、生きてもいなければ死ぬこともできない、憐あわれな存在になってしまうかもしれないのだ。

　あれほどまでに取り戻したいと願った者の滅ほろびを目まの当たりにして、白雪が憎しみをかけらほども抱かずにいられるとは、千白には思えなかった。

「頼む……！」

　輝キ石セキノ神カミは祈いのった。

　ただの人間に、これ以上ないほどに、深く。










　──さむい。

　白雪は身を震ふるわせた。

　目をあけたが、真っ暗くら闇やみだった。

　何も見えないのか、それとも闇なのか、その判別もつかない。

　起き上がろうと手をついたはずなのに。いつもと高さが違ちがって戸と惑まどう。

（あれ……）

　違い和わ感に、右手で左ひだり肘ひじから手の先まで探さぐると、手首から先がなかった。

　九連環杖を持った左手をくろがねの触手が断ち落としたのを、白雪は思い出した。

（そうか。もう、ないんだ）

　心のどこかが痺しびれたようになっている。左手を失ったのに、さほど痛みも喪そう失しつ感もなかった。

（ちしろ。……くれん。いないの？）

　呼んでも、誰だれも答えない。

　自分の呼ぶ声がちゃんと声として発されているのかもわからなかった。

　右手で地面をさぐったが、土つち塊くれがひっかかるばかりだ。

　ここはどこだろう。

　ひょっとして、自分は死んだのだろうか。

　死ぬと人は何も見えなくなり、光を求めてさまようという。

（わたし、死んだんだ）

　白雪は呟つぶやいた。

　その声すら、空気が吸い取ってしまう気がした。

　のろのろと立ち上がる。左手がない分、均きん衡こうが取りにくくなっていた。

（誰か、いないの……）

　そう呟いてから、ひとりでいることがひどく心細いのに気づいた。

　今まで、ずっと誰かが傍そばにいた。

　あの神降りの丘のときと同じだ。あのときも誰もいなくて……そう考えたら、千白が出てきてくれた。

（ちしろ）

　もう一度呼んでも、答えはない。

（みんな、どこ……）

　みんな。

　千白。

　騎士たち。蘇芳、青磁、琥珀、黒曜。

　父の祥琳、祖母の凜子と明星。

　王おう妃ひであり母の親友の葉子。

　茉莉や、他ほかの子どもたち。

　ひいなの同どう僚りようたち。

　母の騎士だった佳春、道延。

　大おお伯父おじである賀宗と、琥珀の父の夜鳩。

　絽ろ瀬せ砦とりでの科とが者ものたち。

　城内の舎人とねりたち。

　街で出会った人々。

　……神杖に来て、まだ半年しか過ぎていない。

　その半年で、白雪はさまざまな人と出会った。

　それらの人々と、もう二度と会えないのだろうか。

（誰か、いないの……）

　求める声を発すると、応じるように闇の中で何かがきらきらと光った。

　白雪はそちらに足を向ける。

（誰……？）

　暗がりの中で光る粒子が人のかたちをつくる。

（どうして）

　人のかたちから声が聞こえた。（おまえの中に、憎しみがない）

（あなたは、だれ）

　白雪は問い返す。（憎しみって、どうして）

（憎しみだけが俺を生かす）

（憎しみが、あなたの生きる糧かてなの？）

　白雪は、不思議に思って問う。（憎しみなんて、糧にすべきではないわ）

　相手は白雪の反応が意外だったらしい。答えるまでに少し間があった。

（だが、他のものは俺の糧にはならない）

（ただの食べず嫌ぎらいじゃないの）

（……仕方ないだろう。誰も、それ以外はくれなかった）

　彼は憮ぶ然ぜんとして答える。

（残念だけど、わたしにはあげられないわ。それ、持ってないもの……）

（どうしておまえは憎まないんだ）

（誰を？）

（俺を宿していた者を）

　そこで白雪は、自分の腕の中でぐったりした死し骸がいの感かん触しよくを思い出した。

　冷たく、血で濡ぬれていた、ふるい肉と骨のかたまり。

　憐れな少年の骸むくろ。

（あの者を、あのようにしてしまった者たちを）

（どうして、憎めるの）

　白雪は首を振ふった。（わたし、……あの人が、たいせつだった。取り戻したかった。傍にいて、……苦しみをやわらげて、できれば取り除いて、……幸せにしたかった）

（おまえがどれほど愛しても、彼は本当の最後が来るまではおまえを拒こばみつづけた。それでも憎まないのか）

（愛？）

　白雪はその言葉が重くて、そしてどこか何かが違うような気がした。

　自分の想おもいは、愛、だったのだろうか。

（わたしのことなんて、……あの人がどう思ってても、よかったの）

　ただ傍にいたかった。

　ただ、あの笑う顔を見ていたかった。

　一いつ緒しよにいたあいだ、本当は自分を憎んでいたというのなら、その素す顔がおのまま接してほしかった。

　できれば、いつわりでなく本当の笑え顔がおを、見たかった。

（あの人が、幸せになってくれればよかったのに……）

　今、言葉を交かわしている相手が言うように、憎むことができればよかったのにと白雪は考える。

　ずっと自分を騙だましていたひどい男、娘むすめとしていとおしむふりをしながら憎ぞう悪おを抱いだいていたその歪ゆがんだ心を、憎めればよかったのに。

　そしてまた、そんな彼を作り出してしまった遠い過去の人々を。

　自分を利用しようとしたかわいそうな輝キ石セキノ神カミを。

　憎めればよかった。

　憎悪を抱けば心は楽になったかもしれない。

　だが、白雪にそれはできなかった。

　──どうしても、できなかったのだ。

　あの、朱月という人をつくりだしたすべてがいとおしかったから……

（重いな、おまえの心は）

（重い？）

（愛する心が重すぎて、……引きつけられる）

　彼は感かん慨がい深げに言った。（俺たちは、心を持つ生きものの重い感情に引きずられて地に落ち、縁えんで結ばれたり枷かせをはめられたりする。俺をこの地に落とし込んだのは人の憎しみの感情だ。だから今までずっと、憎しみがもっとも重いと思っていた。──なのにおまえの愛は、まるでひとつの星のように重い）

　愛、という単語を連発されると、いっそ滑こつ稽けいな気持ちになってくる。白雪は右手で口を押さえた。

（愛なんて、ないわ。どこにも、ないわ……）

（ここにある）

　きらきらとした粒りゆう子しが形づくる、人の手のようなものが白雪の心臓の上に伸のびてきた。触ふれられる感覚がある。胸をさわられているのだ。場面が違ちがっていたら相手を殴なぐっていたかもしれないとふと考えながら、白雪は黙だまってそれを眺ながめていた。

（おまえのここには、星の中心で渦うず巻まく力のように重い感情が宿っている）

　彼は静かにそう言いながら、白雪の胸の奥に指先を入れた。心臓の上を撫なでられる感触がある。痛みはない。

（憎しみと愛は、似ているんだな……）

（何かに強く心をとらわれるという意味でなら、そっくりよね）

　白雪は、自分の中に差し入れられている手に重ねるように、右手を置いた。

（──なあ……俺に名をつけてくれないか）

　白雪がそれに答えるより先に、誰だれかが白雪を呼んだ。

（白雪）

　その強い声と共に、ふいに周囲が明るくなる。同時に、白雪に触れていた姿が薄うすれ、手も胸から抜ぬき出された。

　明るくなると、最初に灰色の巨きよ木ぼくが見えた。それで自分が左手を落とされた場所から動いていないことに白雪は気づく。

　すぐ近くには千白がいて、地面に横たわる姿を見つめていた。

　地面に横たわっているのは自分、その上に伏ふせるようにして黒曜が。

（黒曜……？）

　何をしているのだろう。そう思って名を呼ぶと、再び黒曜の声がした。

（白雪、戻ろう）

　すうっと自分の近くに現れた黒曜の姿に、白雪は目を瞠みはる。

（もどる……？）

（体に）

　黒曜に右手を摑つかまれた。あたたかい。

　これまで自分がひどく冷えていたことを、白雪は初めて知った。

　自分は死にかけ、霊れいが体から離はなれているのだろう。黒曜はそれを追ってきてくれたのだ、と理解する。

（迎むかえに来てくれたの？）

　白雪が尋たずねると、黒曜はうなずく。

（まだ近くにいてくれてよかった。あまり霊に遠くへ行かれると、追いきれないから）

　それと、と黒曜はちょっと笑う。（君の傷が深かったから、少し、……俺の命で換かえておいた。左手は組織が死んでいたから戻せなかったけれど）

（換えて？）

（俺の竜りゆう珠しゆは、約した相手と命を換えることができる、捧ささげの竜珠なんだ）

　白雪は、はっとした。

（命を換えるって、……そんなこと、しないで）

（と言われても、最初に会ったときに約束しただろう）

　黒曜は微笑ほほえんだ。

　いつも言葉で会話を交かわすときとはまったく違う、なめらかな口調でつづける。

（命を賭かけて君を守ると）

　白雪は首を振った。
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（だめよ、そんな）

（でも、これが俺の本当の役割だ）と、黒曜は微笑む。（君に何かあれば、俺の命と引き換える。初めて臣しん下かの礼をしたときから、ずっと心に決めてきた）

　それは、身代わりに死ぬということか。

（そんな竜珠、初めて聞くわ）

（そうだろうね。知られると捕とらえられて、貴人の身代わりにされる。だからそう生まれついた者は、ふつうは存在していることを知られないようにするから）

　それが本当なら、早く戻らなければならない。このままでは自分のせいで黒曜の命さえ危あやうくなる。白雪は焦あせって振ふり返った。

　黒い光の粒子は、人ひと形がたを保てなくなりかけていた。

（あの子も一緒に連れて行っていい？）

（あの子？）

　早口で問うと、黒曜は目を瞬またたかせた。

　白雪はいつも九く連れん環かん杖じようにそうしていたように、黒い粒子に左腕を伸ばす。

（この子）

　すると、黒い粒子が白雪の傷口に取りついて、あっという間に左手を形づくる。

　黒くつややかな、彫ちよう刻こくのような左手。

（あ……）

　黒曜が目を瞠って声を上げる。

　白雪はかざした左手をまじまじと見つめた。

　黒い輝きと、烙らく印いんがないこと以外は、以前と同じ左手だった。










　無限に思えた時間も終わる。

　白雪の体が短く痙けい攣れんした。

「白雪！」

　千白は白雪の肩かたに手をかけてそっと揺ゆすった。と、白雪の瞼まぶたが動き始める。

「……しらゆき……」

　千白は息を吐はいた。さきほどまでさわることができなかったのに、今は触れることができている。それに気づいて、千白は自分の手を見た。

「ちしろ」

　目をあけた白雪が、呼びかけてくる。視線を戻すと、白雪が手を伸ばしてきた。

「どうしたの、そんな顔、して……」

　薄い微笑みが、その顔に浮うかんだ。千白の胸の奥が、きり、と痛む。

　まだいとけないこの少女を、自分は利用したのだ。

　彼の、──最初の宿主の望みに従うために。

「……おまえに、さわれなくなったから」

　罪悪感を振り払はらいながら、千白は囁ささやいた。

「わたしに？」

　白雪は不思議そうな声を出す。「さわれているわよ」

「……これは」

　白雪が自分に伸のばしてきた左手に、千白ははっと息をのんだ。断たち落とされたはずの左手が、戻っている、──いや、それは新しい左手だった。

　指先で触ふれると、冷たい波長ヒビキが伝わってきた。

「ああ、これ」

　白雪は、戸と惑まどったようにつづけた。「これは、……えっと……名前をつけてくれって言われたけれど、つけそびれてしまったわ」

　白雪の胸の上で、黒曜が身み動じろいだ。それに気づいて白雪は目を向ける。

「黒曜が迎えに来てくれたから、戻ってこられたのね」

　確かめるように言いながら、白雪はそっと身を起こした。黒曜の頭は、自然と白雪の腿ももに落ちる。

「冷たい……」

　白雪は黒曜の額に触れて、驚おどろいたように言った。黒曜の顔に血の気はなく、負傷したのが白雪でなく黒曜のように見えるほどだった。

「千白、力を貸して」

　請こわれて千白は、黙だまって白雪の差し出した新しい左手に自分の手を重ねた。

　新しい左手に烙印はない。だが、その手には力が満ちているのがわかる。

　くろがねの力が。

「黒曜……」

　白雪は、右手を黒曜の額に当てた。千白は白雪へ向けて力を流し込む。白雪を通って黒曜へと向かっていく流れは、命そのもの。

　しばらくそうしていると、黒曜は目をさました。

「……しらゆき」

「だいじょうぶ？」

　声を上げた黒曜に、白雪は語りかける。「迎えに来てくれて、ありがとう」

　黒曜は身を起こすと、黙ってうなずき、微笑んだ。

「白雪、この左手、くろがねだな」

　ふたりの会話が途と切ぎれたので、千白は白雪と手をつなげたまま尋ねた。

「そうみたい」と、白雪はうなずく。

「くろがねは憎にくしみを糧かてにしていたが、おまえの中に憎しみはない。……それでもおまえに宿るほど、くろがねはおまえを気に入ったんだな」

　千白はまっすぐ白雪を見た。「頼たのみがある、白雪」

　その言葉に、白雪は顔を強こわ張ばらせた。

　千白が何を言おうとしているか、悟さとったのだろう。

　千白は微笑んだ。

　──自分はこの少女に何をしてやれただろうか。何もできなかったと言ってもいい。

　守ると言いながら結局は苦しめて傷つけた。それでも彼女は自分の言葉に応じて役目を果たした。

　これまでの宿主たちももちろん千白は分け隔へだてなく愛してきた。だが、この子だけは他ほかの誰とも違うように思える。

　いとおしくてたまらず、その果てるさまを看み取とり、死後はともに光となって天に昇のぼりたいと考えるほどには。

　しかしそれを告げたとして、なんになるだろう。

　もはや自分が使命を終えたのを千白は知っていた。

　では、初めて会ったときに約したように、

「いやよ……！」

　白雪は目を瞠みはった。

　千白はそっと、白雪の頰ほおに触れ、その顔を忘れないように、じっと見つめた。

　くろがねに染まってつややかに輝かがやく黒髪、そして深い藍あい色いろの瞳ひとみ。

　初めて見まみえたあの氷ひ室むろのときよりも、ずいぶんと大人びた。あと二、三年もすれば、もっと……もっと大人になって、さぞ美しく成長することだろう。その姿を見ることはできなくとも、想像はついた。

　そうでなくとも、彼女は誰よりも綺き麗れいだと、千白は思った。

「──千白をほどくなんて、できないわ」

　白雪は怖おそれるように早口で言った。

「だが約束しただろう、白雪」

　千白は首を振った。長い白い髪が揺れる。

「このしろがねと、おまえは誓せい約やくしてくれただろう。いつか解き放ってくれると」

　ずっと待ち望んでいた解放のときが訪おとずれつつあるというのに、千白はこの身と心を無に還かえすことを初めて惜おしんでいた。

　──時果てるまで共に在あれたならよかったのに、と。

　千白は想おもいを込めて少女を抱だきしめ、その頰ほおに、瞳に、額ひたいに、繰り返し口づけを落とした。
















　四月になると春の除じ目もくが報じられる。

「……白雪さま」

　由永は声をかけつつ、容よう赦しやなく白雪の体を揺さぶった。「そろそろ起きてください。今日から、午前は朝議があるんですよ」

「うん……」

　白雪は、寝ね床どこでのびをすると、だらだらと起き上がった。

「おはよう、由永さん」

「……手水ちようずと着き替がえを済ませたら、朝食です」

　今では白雪づきの側そば仕づかえとなった由永は、てきぱきと指示を出す。

　彼女が、ひいなの後こう輩はいである小雪が実は斎さい宮ぐうの白雪姫宮だと知ったのは去年の今ごろだった。

　そして、その白雪姫宮は本日から斎さい王おう、桜おう院いん雪せつ月げつとなる。

　神杖はこの一年で劇的に変化した。一度は春宮となった青年が位を辞し、代わって斎宮だった白雪姫宮が斎宮と春宮を兼かねるようになったのが一年前。

　白雪が斎王として位に就つくために一年の準備期間が設けられたが、その間、春宮の後見や執しつ政せいは、それまでと同じく冬宮の杖州公が務めた。

「朝議って、九連が代わりに出てもいいと思わない？　九連の聞いたことはわたしもあとで見られるし」

　朝の支し度たくをすべて済ませて奥殿を出るまぎわ、白雪はふと思いつきを口にした。

　だが、

「そんなことをしたら、祥琳さまに言いつけます」

　由永にぴしゃりと叱しかりつけられる。「夏乃さまにもですよ」

「いい考えだと思うんだけど」

「九連環かん杖じようを使うのは、体調不良やその他のどうしても人前に出られないときだけだという約束でしょう」

　この一年、九連環杖はふだんは斎宮殿でんに安置されており、白雪が斎事に携たずさわるときのみ稼か働どうしていたが、今ではそれ以外の機能も発揮している。白雪が命じると、身代わりとして白雪の姿を写し取れるのだ。

　そして白雪とまったく同じ言動を取り、斎王としての知識を持ち正確な判断を下すこともできるので、緊きん急きゆう時には身代わりになってもらっているのである。

「祥琳さまは、お元気かしら」

　先王だった祥琳は、今は城下の救慰寮で、凜子とともに暮らしている。偽ぎ王おうであった罪に問われた祥琳と、その母凜子は、白雪が春宮となった際の恩おん赦しやによって罪を減じられていた。また、祥琳が聖王位に在あった期間、我が欲よくに左右されず公正な政まつりごとを行った事実も考こう慮りよされ、ふたりは天てん藍らん城じようを放ほう逐ちくの上、城下街の花はな扇おうぎから出ることを不可とされるに留とどまっていた。

「心配なら、公休日に会いに行けばいいじゃありませんか」

「じゃあ、次の日曜日ね。憶おぼえておいてください、由永さん」

「承うけたまわりました」

　由永は膝ひざを折り曲げて身を低くし、斎王に頭を下げて礼をした。

　──最後の斎王となる桜おう院いん雪せつ月げつを抱く神杖は、一年前からは考えられないほどに平和だった。










「杖州公は、よく働くな」

　明星は、白雪の傍かたわらで、もとは湖だった谷を見おろしながらそう言った。

「死ぬまでこき使ってくれと、あの方がおっしゃったのです」と、白雪は答える。「そうすることが、あの方の贖しよく罪ざいなのでしょう」

　去年の一月から二月にかけての雪ゆき嵐あらしで多くの人が死に、それに関して施せ術じゆつの命を下していたのが星曜館の館長代理であった夜鳩で、その夜鳩に命じていたのは賀宗だったことは、今は城内の者すべてが知るところである。

　しかし冬宮の賀宗は、変わらず冬宮の位にあり、そして杖州公であった。夜鳩もまた、以前と変わらず星曜館の館長代理を務めている。

　もちろんかれらは罪に問われたが、斬ざん首しゆにも遠おん流るにもならなかった。科とが者ものの刺いれ青ずみを入れられ、現在の地位に残って施し政せいに携わることが与あたえられた贖罪だった。まっとうな神経の持ち主にとっては生き恥はじにも等しく感じられるこの措そ置ちを、賀宗も夜鳩も甘んじて受け容いれていた。

　白雪は断罪の権を委ゆだねられても、ふたりの罪を明るみに出したのみに留まった。そのやり方に、賛同できない者ももちろんいる。処しよ刑けいせよという声も少なくはなかった。

「……もう誰にも死んでほしくないんです。これは、ただの私情ですが」

「その気持ちは、わかるよ」と、明星はやさしく言うと、白雪の肩かたを抱き寄せた。「それに、かれらふたりの命で、今まで犯おかした罪を償つぐなうことなどできないしね。──生きつづけなければ、本当の償いにはならない」

「ええ、たとえ死んでも、何もかもが終わるわけではありませんから。賀宗さまにも、夜鳩さんにも、ご自身の罪を、身に染しみ込むまで思い知っていただいて、その命を最後の一ひと滴しずくまで無む駄だにせず使い切ってもらいます」

　──自分も、同じように信じる人々を、国を、何もかもを一度は裏切った。

　それでも白雪は生きようと思い、そして生きている。死んでも償いになぞならず、自分の裏切りや罪が決して消えないのはわかっていた。それらを背負いつづけて生きることが、自分の償いだ。他ほかの誰が知らなくても、自分だけは知っている。

　城内の人々の中には、賀宗と夜鳩を怖おそれたり、軽かろんじたりする者もいる。しかしそれはかれらが受けねばならない償いの一いつ端たんでもあるのだ。

「永遠につづく贖罪もないしな。……あの輝キ石セキノ神カミが消えたように」

　明星の言葉に、白雪はぴくりと身を震ふるわせた。

　明星は、抱き寄せた肩をそっと撫なでる。

　白雪は黙だまって、その慰い撫ぶを受けた。

「永遠なんて、何かが生まれて死ぬまでのほんの一いつ瞬しゆんにすぎない。だがその一瞬の中にいるあいだは、とてつもなく長く感じられて、苦しいくらいだからね……」

　そう言うと、明星は白雪から体を離はなした。

　振ふり向くと、緑で覆おおわれた崩くずれかかった小山がある。神降りの丘は、年を経たために緑がはびこっていた。

　そこに向かって手を合わせ、彼女はしばらく目を閉じた。

「──さて、そろそろ行くよ」

　気が済むと明星は振り返って、朗ほがらかに言った。

「次は、いつ来られますか？」

　午後が自由に過ごせるとき、白雪は昼食後にひいなの平服に着替え、今では完全な銀ぎん髪ぱつとなった髪かみを、目め眩くらましの術でなく自力で黒く見せかけている。目も、銀髪のときは水色だが、今は黒髪なので藍あい色いろだ。

　ひいなの平服のほうが動きやすいというのが表向きの理由だったが、実は白雪は今でもひいなとして過ごす時間を得ていた。斎王としての白雪は銀髪だが、ひいなのときは黒髪に見えるようにしている。斎王の顔を見知っている者はごく少ないし、髪と目の色を変えればすぐには見分けられない。

「そうだなあ……」

　明星は、困ったような顔をした。「白雪が子どもを産むころ、かな」

「……産みませんよ」

　唐とう突とつな言葉に白雪は苦く笑しようした。「どうしてそんなことを」

「先のことはわからないだろう？」

「確かに、そうですけど」

　白雪は左手を見つめた。

　くろがねの形成するこの左手は、どこからどう見ても以前の左手と変わりない。ただ、手のひらに烙らく印いんがないだけだ。

「残念だな」

　明星は白雪の左手に、自分の左手を重ねた。「代タイ赭シヤをもらってもらえなくなって」

　烙印ごと左手を断たち落とされてから、明星の中で眠ねむる代赭は白雪に反応しなくなった。どうやら白雪の左手と置き換かえられたくろがねが、代赭のお気に召めさないらしい。

「新しい持ち主は、また、捜さがしてください」

「そうだな。まあ、気長に」

　さく、さくと土を踏ふんで明星が歩き出す。

　白雪もそれにつづいた。

「来月、隣りん国ごくの国主が来るんだって？」

「はい。浅緋さんも一いつ緒しよだそうです」

「彼は元気になったのかな」

「いただいた手紙によると、一時期よりは、かなり」

　今では白雪と静玄は文信のやりとりをしている。

　……一連の件に決着がついた時点で、浅緋は行くところがなくなっていた。何もかもを失って茫ぼう然ぜんとする彼を長汀へ帰したのは白雪の裁量だった。

「明星さん、もし旅先で葉子さんと佳春さんに会ったら、たまには戻もどってきてくださいと伝えてくれませんか」

　先代王おう妃ひだった葉子と、先代刑部卿佳春は、去年の春の終わりにふたり揃そろって国外へ出しゆつ奔ぽんした。いつか自由の身になったら生き別れた姉を捜したいというのが、葉子の希望だったからだ。佳春がそれに同行したため、今の刑部卿は道延である。ふたりからはたまに手紙が届き、無事で過ごしているのが伝えられている。

　葉子を守った黒ハル猫ノ神カミは、今はもう役目を終えて、再び書しよ籍せき館かんの入り口近くに横たわる銅像に戻っていた。

「もちろんだ。おまえが会いたがっていると伝えておくよ」

　明星はうなずいた。

　神降りの丘を少し離れると、明星は足を止めて、言った。

「そろそろ、……ここまででいい」

「なごり惜おしいですね」

「それくらいで別れたほうが、心に残っていいよ」

「明星さんでも、誰だれかの心に残りたいって思いますか？」

「思うよ。──長く生きてきたけど、憶おぼえている人も憶えていない人もいるし」

　明星は懐なつかしげに目を細める。「だが、人の心に残るということは、……傷つけるか、傷つけられるかのどちらかがあるほうが多い気がするな」

「……そうですね」

　去っていく前に明星は、一度だけ、きつく白雪を抱だきしめてくれた。

　彼女の背中が見えなくなるまでその場にたたずんで、白雪はこの一年を振り返った。

　過ぎてしまえばどの日々も懐かしい。

　何もかもを失い、心はひからびて、もうどんなよろこびも痛みも感じないとさえ思ったけれど、時間ときという名の薬は、白雪にも効き目をもたらしていた。

　うまくいったことやいかなかったこと、痛みや苦しみ、巨きよ大だいな喪そう失しつ感は、消えはしないが今は薄うすれてきている。

　この生活にも慣れた。

　つらいこと、苦しいことは忘れなければ、人は生きていけない。

　忘れたくなかったが、忘れないため、心を変えないために自ら命を絶つことは、白雪にはできなかった。

　明星の姿が木々に隠かくれ、完全に見えなくなってから、白雪は谷へ向かって歩き出す。

　以前、湖だった場所は、今は谷となっている。流れ込んでいた川の本流は筋を変えていたが、支流が僅わずかに地を潤うるおしていた。立ち入りは禁じられているが、そうでなくとも夜間は命の残り火らしいほの青い灯ともし火びが見えるため、誰も近づこうとしない。

　彩湖の封ふう印いんがとかれ、結界を結んでいたすべての神杖が砕くだかれて、国土から古き呪のろいが取り除かれたあの日から、今こうして白雪が斎王になるに至った経けい緯いを知る者は限られる。もちろん、あの夜に時を止められていた民たみが知るはずはない。

　白雪は、谷の中央を目ざした。

　湖底に残っていた焼け焦こげた人骨は、この一年のうちにすべて埋まい葬そうした。朽くちた家屋はそのままにしたが、この一年で老ろう朽きゆう化かが進み、ほとんどが崩れてしまっている。

　だから、広場の中央にあった巨木は、村の入り口まで来るとよく見えた。

「……千白」

　巨木が淡あわい桜色に染まっているのに気づいて、白雪は走り出す。

　千白は、もういない。

　その望みに従って、白雪がほどいた。

　千白の一族、人間が輝キ石セキノ神カミと呼ぶものたちは、ひとりの主あるじを決めると、その者が死ぬまで付き随したがうのだそうだ。主の死後は自然にほどけて消える。

　主が死んでも存ながらえているものは、自らの死後を気に病やむ弱い者を選んだためだという。

　弱き主が最さい期ごに遺のこす命めいは、不思議なことにいつどんな時代でも、どんな人間でも等しく同じで、自分の死後、自分の子孫を末代まで見守れというものなのだそうだ。それは、生きものとして最弱を意味する。それは生への未練をあらわし、未練は自分の生を生ききれなかった弱さを示すからだ。少なくとも、かれら輝キ石セキノ神カミと呼ばれる存在はそのように認にん識しきしているらしい。白雪はそれを弱さだとは思わなかった。輝キ石セキノ神カミの一族は、人間とはまったく違ちがう概がい念ねんを持っているのだろう。

　また不思議なことに、そういった、弱いとされる人間に憑つく輝キ石セキノ神カミはたいていが無限に強いため、命を果たせてしまうのだ。

　そしてかれらは、命を果たす証あかしに、銀燐と呼ばれる金属じみた輝きを帯びることになる。これは光そのものであるかれらをこの大地につなぎ止める枷かせであり、それを帯びることは、輝キ石セキノ神カミにとってはある意味で屈くつ辱じよくにも等しいのだという。

　弱き主たちは知らないのだ、残されたものが、千白のように苦しみながら存えつづけなければならなくなることを。

　白雪は息を切らして巨木の下にたどりついた。

　彩湖の封印がとかれたとき、巨木は灰色で枯かれていた。

　しかし今は、樹皮の灰色は変わらずとも、美しく淡い紅くれないの花が枝で満開になっている。

（東方では、春には桜が好まれて、花見というと桜を見ることをさすんだ）

　遠い昔……

　白雪は、地面に膝ひざをついた。

　朱月に教えられた、美しい木の花。

　巨木の根もとは湿しめっていて、枝の陰かげになるからか、何も生えず土が剝むき出しになっている。白雪は、まず最初に桜の樹皮をそっと撫なでた。特とく徴ちようのある、つるつるとした木き肌はだ。

「千白」

　この木の下で、望まれるがままに彼をほどいた。

　ほどけた千白から飛び散ったひかりが、この木に融とけ込んでいった夢のように美しい情景が、今でも白雪の脳のう裏りには焼きついている。千白を形成していたひかりは、長く封印されていたこの木をよみがえらせたのだ。

　だから、この木は白雪にとって、千白に等しく思えていた。

　次には地面に手を置く。

「あかつき」

　この木の下には、ふるいふるい少年の亡なき骸がらと、自分の左手が眠っている。白雪は二度、朱月を葬ほうむったのだ。

　今になって、強く思う。

　あの憐あわれな人は、子どもだった白雪のすべてだった。

　彼の本当の望みを、かなえたかった。

　かなえたがゆえに、彼は滅ほろびた。

　心の奥底で彼はいつも死を望んでいたのだ。終わりのない復ふく讐しゆうの旅をやめることを。

　白雪は、じっと地面を見つめた。

　その地面に置いていた手が、きらきらと黒いひかりをにじませ始める。

「……一年、経たったわね」

　白雪は、それに向かって呼びかけた。

　呼びかけに応じるように、白雪の左手からするすると黒い光の粒りゆう子しが立ちのぼる。

『そろそろ名前をつけてくれ。名がないと姿もままならないから、おまえの役にも立てない』

「役に立ってくれるの？」

　拗すねた子どものような口ぶりに、白雪は微笑ほほえましさを覚える。まるで、背せ伸のびをしておとなぶろうとしている子どものようだ。

『ああ。おまえの中だけにいるのは飽あきてきた。もっと外に出て、いろんなことをしたい』

「……わるいことをしないって、約束してくれる？　そうしたら、名前をつけてあげられるわ」

『もちろんだ。おまえの嫌いやがることはしない。おまえはもう、俺の宿主なのだから。俺がそう決めた』

　厳げん粛しゆくなその口調に、白雪は口もとをほころばせる。

「名前、気に入ってくれるかしら」

『どんな名でも、おまえがつけてくれれば気に入る』

　彼は、うれしそうだった。

　憎にくしみを糧かてに長きにわたってその存在を保ってきたはずなのに、この一年間、彼はずっと白雪の中で、憎しみ以外のさまざまな感情を味わってきた。

　そして、人の明るい面を感じられて心ここ地ちよくなった、と言うのだ。

　彼が心地よく感じているのは、白雪にも、彼が形成する新しい左手を通して伝わってきていた。

「ここの桜が咲さき始めたのを見て、思いついたの」

　白雪は彼を見つめる。「灰かい桜おう、よ」

「……いい名だ」

　僅かにぼやけて聞こえていた彼の声が明めい瞭りようになり、同時に、左手から立ち上っていた黒い粒子が近くの地面にとび出してわだかまった。みるみるうちにその場には人のかたちが形成される。だが白雪の左手は変わらず、手首の先についていた。

「あら……」

　白雪は思わず声を上げた。彼の姿が、あまりにも意外だったのだ。

　その場にしっかりと立ったのは、ひどく古い装よそおいを身に纏まとった、少年だったのだ。
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　白雪の注視に、彼はひどく居心地わるそうな顔をした。

「おかしいか、この姿は」

　声もやや、高い。

「おかしいというか、……あなたが子どもだったとは思わなくて」

「これしか姿はもらえなかった」

「最初の宿主に？」

「……うん」

　あまりそのことは口にしたくないようだ。灰桜はうつむいた。

「いらっしゃいな」

　白雪が手招くと、灰桜はおずおずと近づいた。

　白雪は膝をついているから、目線が近い。うなじの後ろで切られている短い髪かみはつやつやとした黒で、瞳ひとみも同じ色だった。

　目を覗のぞき込むと、深い遠い夜空のようだった。

　白雪は、装しよう束ぞくが汚よごれるのもかまわずにその場に腰こしをおろすと、灰桜の肩を抱だき寄せて、隣となりに座らせた。

「あなたも最初の宿主に、子孫を見守るように命じられたの？」

「いいや」

　彼はふるふると首を振ふる。「俺は、名前をつけてもらえなかったので、宿主ときちんと結ばれていなかったんだ。だから、……最初の宿主が死んでも、一いつ緒しよに消えることができなかった。それに、俺自身にも、最初の宿主の名前は刻まれなかったから、思い出せないんだ。口にしたことはあるはずなのに……」

　喉のどの奥を引きつらせるような声で、彼は言い終えた。

　深い悲しみが、灰桜を抱き寄せた左手から伝わってくる。

「あなたたちは、どうして宿主を定めるの？　つらい思いをするかもしれないのに」

「つらい思いもするが、それに勝まさるよろこびがあるし、先のことなど気に病やんでいたら、ずっと閉じられた場に留とどまらなければならないだろう」

　子どものあたたかい体が、白雪には心地よい。

「そうね、……先のことなんて、誰だれにもわからないのよね」

「そうだ。俺にもわからない」

　わからないから、生きていける。

　手て探さぐりで、暗くら闇やみの中を歩くに等しい生を。

　……本当は、あのときに死んでしまってもよかったと考えたこともあった。

　それでも生きてきたのは、自分が死ぬと悲しむ人がいるとわかっていたからだ。

　今の白雪にとって、誰かのために生きることは、自分のためだけに生きるよりもよほど意味があるように思えていた。

　人は、他者と向かい合って初めて自分を知る。

　今の白雪にとって、誰かのために生きることが、生そのものだった。

　すべてを捨ててまで望みをかなえたかった相手は、知らぬこととはいえ自分のせいで滅びた。

　すべてと引き替かえにした彼を失ったから、本当はもう何も残っていなかったのに、それでも生きなければならないと思えたのは幸運だった。

　それも、何もかも……




「白雪」




　名を呼ばれて顔を上げると、青磁が立っていた。少し怒おこったような顔をしている。

　その後ろに、琥珀と黒曜、そして蘇芳。

「何をしてるんだ。そいつは、」

「その子、もしかしてくろがね？」

　琥珀が、青磁の言葉を遮さえぎって近づいてくる。

　灰桜は白雪の腕うでの中で身を硬かたくした。

「だいじょうぶよ」と、白雪は囁ささやき、彼の肩を抱いたまま立ち上がった。

　灰桜は不本意そうに、白雪の腰の後ろに隠かくれる。

「そんなに小さかったんだね、くろがね」

「名前は、灰桜よ。さっき決めたの。灰色の桜」

「かいおう、ね」

　琥珀が名を口にすると、灰桜はくすぐったそうに身をすくめた。

「……白雪」

　ぎゅっ、としがみつかれて、白雪はくすりと笑う。

「怖こわくないわよ」

「うん」

　それでも、少年は怯おびえているようだ。白雪は上衣をひらいて、その中に少年を入れてやった。

「みんな、よくここがわかったわね」

　近づいてきた残りの三人に声をかけると、青磁が肩をすくめる。

「ここしか心当たりはなかったんだ。何日か前にも来ていただろう。気が残っていた」

　蘇芳もだが、青磁は以前、それほど竜りゆう珠しゆが重くなかった。しかし、この地で浄じよう霊れいを果たして以来、少しばかり竜珠が強くなったらしい。とはいえ、白雪に限って気配を追える程度だ。

「今日から正式に斎王だから」と、蘇芳が口を開く。「君の希望で、特に儀ぎ式しきも披ひ露ろうもないが、せめて何か、記念になるものでも……渡わたしたくて」

　白雪はまばたいた。

「誕生日でもないのに？」

「まあそう言わずに」

　琥珀はにこにこしながら、懐ふところから記き錐すいを取り出した。「僕からはこれ、妃ひ殿でん下かの残された軽食の献こん立だてをまとめてみたよ。焼き菓が子しとか冷菓とか種別に分けてあるから、時間があるときにでも見て。由永に頼たのめば作ってもらえるだろうし」

「琥珀らしいわね」

　白雪は笑って、記錐を受け取った。

「俺は、これ」

　次に黒曜が差し出したのは、小さな硝子ガラス瓶びんだった。黒曜の手の中に収まったそれには、星に似た何かが入っている。

「鉱石で作った花。金こん剛ごう石せきの屑くずが手に入ったから」

「金剛石……」と、白雪は呟つぶやく。「千白ね」

　この世でもっとも硬こう度どの高い輝き石せき。

　その輝かがやきは、しろがねの輝キ石セキノ神カミを思い起こさせる。

「……千白を思い出すのは、いやかな」

「いいえ。とても、うれしいわ」

　次に進み出たのは、青磁だった。

「前に、誕生日に耳みみ飾かざりをやっただろう」

「ええ」

「あれと揃そろいだ」

　突つき出された彼の手には、銀細工の簪かんざしがのっていた。繊せん細さいな細工を剝むき出しで渡す不器用さは相変わらずだ。

「……綺き麗れいね。青磁は本当に、手先だけは器用ね」

「なんだそりゃ嫌いやみか。手先以外は不器用なのか俺は」

　青磁の憤ふん慨がいに、白雪はふき出す。

「だって、そうじゃない。──でも、ありがとう」

　白雪はそう言うと、記錐と硝子瓶を懐に入れて、簪を口にくわえた。頭の後ろに手をやり、結ゆっていた髪をほどく。

　肩の下まで伸のびた髪を軽くまとめて、簪で留めると銀細工が映はえる。

「どう？」

「……似合うように作ったから、似合っている」

　青磁はぶっきらぼうに誉ほめた。その端たん麗れいな顔がうっすらと赤く染まっているのは、誰から見ても明らかだった。

　最後は、蘇芳だった。

「実は、これを渡すべきか、ずっと迷っていたんだ」

　進み出た蘇芳は、神しん妙みように言った。「君が、……どう感じるかわからなかったので」

「なあに？」

　蘇芳が差し出した手のひらには、赤い細糸で編んだと思われる腕うで環わがのっている。

　白雪ははっとして息をのんだ。

「俺が切ったときは、黒かったんだがな」

　赤い細糸に見えたのは、人の頭とう髪はつだった。

　確かに、白雪が目にしたときも黒かった。

　……それは、初めて会ったときの蘇芳が、死んだと思われていた朱月を埋うめる際に切り取った、髪の一ひと房ふさから作られたものだった。

「その、……どうだろうか。君に持っていてもらったほうがいいと思って、細工してみたんだが」

「ありがとう……」

　白雪は、そっと腕環を手に取った。

　思ったよりつるりとした手ざわりで、それでいてやわらかい。

「あの人、……本当は、赤毛だったのね」

「俺が黒くしていたから」

　白雪の上衣の中で、灰桜がぼそぼそと言った。「それに、あいつの憎にくしみは本当に重くて、光を曲げるほどに黒く冷たかったんだ」

「それほどまでにあの人は、失ったものを、……愛していたのね」

　そして、そんな彼を自分は愛していたのだ。

　彼を、……










　そうだ、彼を愛していた。

　あれから一年という時を経た今、ようやく白雪は自分の想おもいを正確に理解し受け容いれていた。

　彼の笑え顔がおを見ていたいというのはそういう意味だったのだ。

　彼の苦しみや痛みを取り除き、その心の重荷を、罪を担にない償つぐないを手助けしたいという気持ちは、愛そのものに他ほかならなかった。

　見返りを求めることなど思いつきもしなかった、重たく幼い愛だった。

　彼を、……朱月を愛していた。

　失った何もかもを取り戻そうとあがき、自分を苦しめたのと同じ罪で手を血に染め、自分の罪深さゆえに無意識に幸せをその身から遠ざけ、長く長く苦しみつづけた彼を、










　──愛していた……！

　誰よりも、深く。










　凍こおっていた何かが、涙なみだとともに溶とけて流れ始めた。

「あかつき」

　白雪はしゃくりあげながら、その名を呼んだ。

　いとしい人、ひどい人、そして、かわいそうな人を。

　もう二度と会えない人を。

「あかつき……！」

　白雪の中に、朱月は永遠の存在として残るだろう。

　乾かわいた深い傷きず痕あととなって。

「しらゆき」

　灰桜の幼い声とともに、腕を引かれる。「たくさん泣くといい。涙が流してくれる、何もかも、すべて」

「あの人が、誰よりもたいせつだったわ」

　白雪は、腕環を摑つかんだ手で顔を覆おおった。

　涙が止めどなく流れて落ちる。

「あの人を失いたくなかった。……わたしの、すべてだったのよ」

「でも君は、生きている」

　琥珀が静かに言った。「あの人がいなくなったからって、君も消えるわけじゃないんだよ」

　あたたかい大きな手が伸びてきて、うつむく白雪の濡ぬれた頰ほおをそっと撫なでた。

　顔を上げると、涙でいっぱいになった視界に、黒曜が、琥珀が、青磁が、蘇芳がいた。

　見守ってくれる、やさしい人たち。

「おまえが苦しむのを見ているだけではきついから、……たまには手伝わせろ」

　青磁がそっぽを向きながら、言った。「俺たちにも、おまえの重荷を背負うことくらいできる」

「白雪、つらくても、悲しくても、生きてくれ。前を向いて、どれほどゆっくりでも歩きつづければ、必ず何もかも変わっていくから」

　蘇芳の励はげましが、心に染しみていく。

　白雪はうなずいた。

　突とつ然ぜん、一いち陣じんの風が谷を吹ふき過ぎる。枝が揺ゆらされ、淡あわく色づいた花びらが宙に舞まう。

　白雪はその中で空を見上げた。

　どこまでも高く澄すんだ空は、遠い彼方かなたへつづいているように見えた。

















あとがき









　こんにちは、菅沼です。

『星宿姫伝 しろがねの永遠』をお届けします。




　今巻にて『星宿姫伝 しろがね編』は完結となりました。

　いつも何に対しても生半可だった自分が、ひとつのことを成し遂とげられたのが、本当に純じゆん粋すいにうれしいです。どんなことでも終わりまでやり遂げるのは本当に清すが々すがしく爽そう快かいだと、いい年こいて初めて知りましたよ（そう、今まで知らなかったのです）。

　年といえば、先日、静玄がお好きだという読者様にお葉書をいただいたのですが、この読者様は初めての、わたしより年上の方だったのがとてもうれしかったです。住所氏名が書かれていなかったのでお返事が出せませんでしたが、よろしかったらお知らせください。その他、おたよりをくださったみなさまへの返信が遅おくれておりますが、お気を長くしてお待ちくださいませ。ほんと、遅おそくてどうもすみません。

　そういえば以前、二十二歳のお嬢じようさんが『読者の中でもわたしが最年長だと思います』っておたよりをくださったのですが、全然そんなことありませんよ～。書いてる本人がもっと上なのはともかく、最近になってようやく読んでくれた、わたしと十三歳違ちがいの姉はきっと対象読者層のお母様方と同年代かそれ以上だと思います。そして最年長の読者様は、わたしの母の友人の、八十代の方ですよ。ありがとうございますＳ田さま。まさか本当に読んでくださっているとは……びっくりでした。

　しかし姉がオチを言い当てたのが『もっとねちねちして陰いん湿しつな文章を書いてるかと思ったのに意外と爽さわやかで読みやすかった』と評されたことよりショックでした（笑）。同じ遺伝子のせいなのか、はたまた読書傾けい向こうが同じという後天的環かん境きようのせいでしょうか。




　終わってしまったしろがね編ですが、二〇〇七年一月に発売される雑誌『The Beans』で、絵師の瀬田さんがダイジェストマンガを描いてくださるそうです！　どんな内容になるかはわたしもまだ知らないので、わくわくしながら発売の日を待ちますよ！　みなさまもお楽しみになさってください。

　そして、読者様に感謝の念をこめて、全員サービスを企き画かくしていただけました。瀬田さんによる豪ごう華か描かき下ろしイラストをふんだんに含ふくんだポストカード５枚＆ひ・み・つ・のライナーノーツ（本編とは無関係のあほな書きおろし小こ咄ばなし＋すがぬまと編集氏による制作裏話が楽しめる……予定）のセットです。応おう募ぼ〆切は平成十九年二月二十日で、それ以降の応募は受けつけられませんので、くれぐれもご注意ください。

　その他、詳くわしい応おう募ぼ要よう項こうをよくご確認の上、みなさま奮ふるってご応募くださいませ。




　星宿姫伝しろがね編の本編はこれでおしまいですが、ありがたくもあと一冊、短編集を出していただけることになりました。雑誌に載のった『しろがねの伝言』『しろがねの羽化』に加筆修正したものと、他に書き下ろしが入る予定です。雑誌で読んでくださった方も、ご覧になれなかった方も、どうぞよろしくお願いいたします。




　最後になりましたが、自己最長のお話を不特定多数の方々に読んでいただくことができ、また終わらせることができたのは、支えてくれたわが殿とのもふの君（最強攻こう撃げきは『ねむいねむい光線』）を始めとする家族、叱しつ咤た激げき励れいしてくれた友人たち、いつもイメージどんぴしゃりの挿さし絵えを描いてくださった瀬田さん、毎回初しよ稿こうをツッコミで真っ赤にして返へん却きやくしてくださった編集氏、そしてそして、海のものとも山のものともつかぬ新人の作品をお手にとって読んでくださった読者のみなさまのおかげです。

　本当に、本当にありがとうございました。これからも応おう援えんよろしくお願いいたします。




　では、いつか訪おとずれるはずの再会の日まで、みなさまが元気で楽しくお過しになれますように。





元気の出るおまじないは『もっふるもっふる』　菅沼理恵　拝　　






　もふもふも日記　http://blog.livedoor.jp/sieraden/
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